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第一幕　白い転校生の円舞曲ワルツ





　桜の花は全て散ってしまった。

　ついこの間まで何も分からなかった一年生たちは、少しずつ学校の生活に慣れ始め、受験学年である三年生はにわかに焦り始める。我が校も忙せわしない入学・進学シーズンを一段落させ、穏やかで平和な『日常』が形成される季節に突入したのだった。

　わたしも、中だるみ、なんて言われる高校二年生の甘ったるくて平和な日常を、ごく自然に享受する……はずだった。

「掃除が上手になったわねぇ」

　まるで子どもをあやすような声がかけられる。わたしは椅い子すに座ってこちらを見る、声の主を睨にらみつけた。眼球には漆黒の怨おん念ねんと深遠な憎悪を込める。

「やっだぁ。そんな怖い顔したら、先生泣いちゃうわよぉ？」

　自称先生が体をくねらせて怖がった。いや、違う。この仕草は人を馬ば鹿かにしているのだ。彼女はミニスカートとピンクのシャツという、相変わらず教育者には見えない格好をしていた。ウェーブのかかった髪を払い、わたしの方を見て妖よう艶えんに微笑ほほえむ。

「もうちょっとで終わりね。ご褒ほう美びは何がいい？」

　いわゆる女の武器を具現化することができるのならば、きっと彼女の武器はデイジーカッターみたいに、広範囲の敵を無差別に倒すのだと思う。わたしは女だから効かないけどね。

「ご褒ほう美びで期待させて、まだこき使うつもりですね。どうせ大したものはでないんですよね？　そうならそうと、はっきり言ってください」

　わたしは視線に込める負の感情を強めた。すると目の前の女性、永なが音ね鞠まり先生は笑顔を保ったまま腕を組んだ。

「焼肉屋でもらった飴あめ玉だまをくれてやるから、さっさと掃除を終わらせて」

「はっきり言いすぎです……。てか、ご褒美って飴玉なんですか？」

　わたしはため息と一緒に全てのやる気を吐き出して、肩を落とした。そのまま膝ひざをつき、体全体を床と同化させてしまいたかった。

　ここは学校の化学準備室。別名、永音部屋。わたしは、一人でこの永音部屋の掃除をしていた。部屋の広さは十畳ほどなのでそう広くはないが、そこに本棚が五つも詰め込まれ、さらにデスクが二つ置かれていた。それでも、まだちゃんと整理されているのなら、掃除もしやすい。だが、この部屋は徹底的に汚れていた。いや、正確に言えば、整せい頓とんされていなかった。永音先生が持ち込んだ私物が散乱し、同じ人物により学校の備品がめちゃくちゃに配置されているだけであって、埃ほこりや染みなどの汚れはほとんどなかった。でも、掃除は少しも楽じゃない。それくらいに、この部屋は壊滅的に散らかっているのだ。

「大丈夫よう。真ま帆ほちゃんならきっとできるわ。先生信じてるもの」

　真帆というのはわたしの名前だ。空そら口ぐち真帆。通称、黒魔法。『空』を『くう』と読み、『口』を『ろ』と読めば、あっという間に黒魔法の出来上がり。これって、壮絶ないじめだよね。わたしじゃなかったら、きっと自殺していると思う。だけど、名は体を現すのか、体は名を現すのか、どちらが正しいのかは分からないんだけど、わたしは黒魔法に興味を持っている。いや、興味を持っているどころじゃない。わたしは黒魔法を使うことができるのだ。

　……どうか、これを頭の中でお祭りをしている高校生の妄もう言げんだと一いつ蹴しゆうしないでほしい。

　正真正銘、わたしは黒魔法を使うことができる、黒魔法少女なの！　そして、その名にふさわしく、わたしは内気で晩生おくてなネクラ少女でもあるのだ！　後者は別にいばって言うようなことじゃないけどね。

「ところで、真帆ちゃん。最近、調子はどう？」

　わたしは箒ほうきを持ったまま話を聞く。

「調子って何のですか？」

　永音先生の部屋のお掃除でしたら順調ですけど、と厭いや味みを付け加えたかったが、そこは自制した。口に出す代わりに、心の中で二十回ほど呟つぶやいたけどな。

「最近、魔法は使っているの？」

　永なが音ね先生はわたしが魔法を扱えると知っている。どうしてなのか、という説明をしていると、とても時間がかかってしまうので、手短に説明すると、この女は天使なのだ。なんの状況も知らないと、混乱するかもしれないけど、とりあえず今はそれで納得してほしい。そのため、悔しいことに魔法やらなんやらの知識は、正真正銘真人間のわたしよりも彼女の方がずっとたくさん持っている。

「使っていません」

「いつも練習しておかないと、勘が鈍っちゃうわよ」

「そういうものなんですか？」

「よく知らないけど、そうなんじゃないの？　わたしよく分かんなぁい」

　この人に知識があると、少しでも信じていた自分の愚直さが嫌になる。

「そうですか……。まぁ、最近は特に使いたくなることもありませんし」

　昔のわたしは、気に入らないことがあると、そのことを表に出さずに体内に溜ため込こみ熟成させ、暗黒儀式という形で発散させていた。だけど、今はそんなことをすることもない。幸い、わたしは毎日が楽しかった。部屋の掃除は面倒だけど、その他ほかの学校生活には概おおむね満足していた。

「そう……それならいいんだけどね」

　永音先生は目を細める。そこで、チャイムが鳴った。

「もうこんな時間。ありがと、真ま帆ほちゃん。続きは先生がやるわぁ」

　わたしは部屋の時計に目をやる。もう、朝礼が始まる時間だった。

　うん。朝礼の時間。

　そう、わたしは朝からこんなことをさせられていたのだ。だけど、永音先生に掃除の続きを任せることはできない。なぜなら、彼女のいう掃除とは、一般の認識でいうところの大暴れであり、彼女の整せい頓とんとは、まともな人間ならフリーマーケットをしていると評価するほどに、この片付けが苦手な天使は全てをめちゃくちゃのぐちゃぐちゃのごちゃごちゃにして、部屋をカオスにするのだ。

「わたしはもう行きますけど、お願いですから先生は何もしないでください。部屋はこのままにしておいてください」

「あら？　今日の午後にでも続きをやってくれるの？」

「午後は部活があります」

　それを聞いた永音先生は、意図的に困った表情をつくる。だけど、その目は少しも困っていない。わたしは背中に冷たいものが走るのを感じた。

「そう……。それは困ったわね。それじゃあ、どうしましょうかねぇ」

　わたしはため息を一つつくと、仕方なく永音先生が望む言葉を口にする。

「明日、また朝早くに掃除をしてあげます」

　きっと明日の朝には、また部屋が汚くなっているのだ。これじゃあ、賽さいの河原と同じじゃないか……。

「まぁ、嬉うれしい！　なんだか、顧問の仕事をがんばる元気が湧わいてきたわぁ」

　人の足元をみやがって！

「でも、してあげるっていう言い方は、上からものを言うみたいで……」

　わたしは薬品棚を素早く見回して、この恩を知らない無礼天使を毒殺できるような薬品を頭の中でいくつかピックアップした。同時に、それらを調合してオブラートに包んで永なが音ね先生の口に無理矢理詰め込む算段もつける。手始めに、わき腹にミドルキックをいれて悶もん絶ぜつしたところで……ふふふ。

　それまで嬉き々きとして喋しやべっていた永音先生だったが、わたしの不穏な視線の移動に気がついたのか、急に喋るのをやめて、うそ臭い笑顔をつくる。

「じゃあ、あとはお願いねぇ」

　それだけ言い残して、スキップをするように化学準備室から出て行ってしまった。逃がしたか。勘だけは鋭い女だ。

　わたしは軽くため息をつくと、化学準備室から出た。廊下に出ると、だいぶ先に永音先生が立っていた。スキップみたいな歩き方のくせに、やたらとスピードがあるな。
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　永なが音ね先生はこちらに振り返ると、何かをわたしに投げて渡した。わたしは飛んできたものを上う手まくキャッチできずに、あわわ、と何度も手の上でバウンドさせて結局廊下に落とした。わたしは自分の体を動かすのが苦手なのだ。もちろん、他人を意のままに操ることが得意なわけじゃないけどね。わたしは廊下に落としてしまったものを拾う。それは、鍵かぎだった。

「鍵をかけといてね～」

　そういうことか……。というか、生徒に鍵を渡してしまっていいものなのだろうか。わたしが仕方なく鍵をかけようとしたとき、再び無責任教師の声が廊下にこだました。

「朝のショートホームルームで、ちょっとしたサプライズがあるからお楽しみに！」

　サプライズ？　あの先生が言うと、いい予感がしないから不思議だ。





　教室にはもうたくさんの生徒たちが集まっていた。わたしは教室に入ると、小さな声で挨あい拶さつをして席に着く。わたしの声は小さいので数人しか気がつかない。もしかしたら、ここからわたしが元気のない女の子であると想像する人がいるかもしれない。確かに、わたしは元気ハツラツな女子高生ではない。だけど、これでもかなり成長しているんだって、本当に。ほんの数ヶ月前までのわたしなら、まるで浮遊霊のように教室に侵入し、席に着いたら地縛霊のようにその場に張りついて動かなかった。その頃ころと比べれば、周りに聞こえるくらいの声を発して自分の存在をアピールするなど、ぼらがトドになるくらいの出世をしたといっていいだろう。まぁ、本当に小さい声なのだけどね。

「おっはよう！」

　わたしの小さな声の存在を無効化するほどの大声。わたしは体をびくっとさせてその声に反応した。

　いつも聞いているのに、この挨拶にはいつも驚かされてしまう。声の発生源に目を向けると、そこには立派に成長したメスのゴリラがいた。これだけ立派なメスのゴリラは世界的にも珍しく、知能も他ほかのゴリラに比べるとやや高いらしい。そのため、そのゴリラは世界中の研究機関に注目されている。メスゴリラはどしどしとわたしの方にやってくると、ばしんと背中を叩たたいた。毎朝のことなので予想はしていたが、やはりこれは痛い。わたしは思わず悲鳴をあげてしまう。ゴリラの腕力は人間の何倍もある。

「空そら口ぐちさん、いつもそんなに驚かなくていいじゃん」

　驚いているんじゃなくて、ダメージを受けているんだよ！

　わたしはメスゴリラこと大おお河内こうち裕ゆうに向かって叫ぶ、心の中で。わたしを毎朝純じゆん真しん無む垢くに攻撃してくるこの大河内というクラスメイトは、一応人間の女性と同じ本数の染色体を持っているらしい。だが、きっと遺伝子レベルで何らかの問題が生じ、同じ霊長類でも人間というよりも、ゴリラ寄りの成長をしたのだと思う。だって、そんな説明をしなければ納得できないほどに、この女は粗野で乱暴でいい加減でどうしようもない。全てが豪快でアバウトなのだ。だけど、そんな分かりやすい性格が取っつきやすいのか、クラスの中で大おお河内こうちは中心的な存在であり、男女問わずに人気がある生徒だった。

「そういや、永なが音ね先生から聞いた？」

　大河内が少し茶色に染めた髪をかきながら尋ねる。わたしは何のことだろう、と考えた。諸もろ々もろの事情から、このクラスの中で永音先生と一番多く会話しているのはわたしだろう。

　その中で、大河内が気にするような話題が何なのかを検索する。

「今日の朝、なんかあるって言ってたんだよねぇ」

　わたしの脳が検索結果をアウトプットする前に、大河内が先に答えを言ってしまった。

「それ、わたしも聞きました」

　わたしは小さな声で言う。だけど、さっきの挨あい拶さつよりは少しボリュームが上がっている。大河内は話す相手から緊張を奪い去るという特殊な力を持っていた。それは、大河内の向こう見ずな馴なれ馴なれしさからくるものなのだろう。事実、わたしも最近では大河内との会話でギクシャクするようなことはない。

「何かな？　公然猥わい褻せつで捕まるのかな、あの先生」

　大河内が笑いながら言う。そんな結末になれば、きっとわたしは心の底から笑えるに違いない。そんな想像が一瞬、心をよぎった。

「そうなればいいのにね」

　これも大河内の台詞せりふだった。彼女は、その色香で男子生徒の人気急上昇中である永音先生のことを、よく思っていなかった。まぁ、少なくとも、女子生徒ならばあそこまであからさまなセクシーキャラは敬遠するだろう。

「本当に、捕まってしまえばいいのに……」

　わたしは今朝の強制労働を思い出して呟つぶやいた。

「……なんか、空そら口ぐちさんが言うと、ちょっとリアルだよね」

　大河内は少し怯おびえたような瞳ひとみをこちらに向けていた。わたしは彼女の瞳を見る。そして、その中にある恐怖感が大きくなるのを、確かに見て取った。あまり怖がらせるのもかわいそうだ。わたしは、先ほどの言葉の理由を釈明しようと口を開いた。印象をよくするために、うっすら笑いも浮かべてみる。

「……わたし、あの人にちょっと恨みがあるから」

　大河内が一歩わたしから離れた。その姿からはさっきまでの豪胆さは感じられない。本当に恐ろしいものに出会ったときの野生動物みたいな雰囲気で戦慄おののいている。

「ねぇ、あ、あたしには、恨みとかないよね」

　彼女はもう一歩わたしから離れる。わたしは何かに危険を感じている大おお河内こうちの顔をじっと見つめた。そして、静かに口を開く。

「本当にないと思う？」

　大河内は一気に十歩ほど下がった。毎朝の挨あい拶さつをもっと穏やかにしてほしい。そう続けたのだが、大河内の耳にその声は届かないだろう。きっと、彼女の目には小さく口をパクパクとさせて何か喋しやべり続けているわたしが見えるだけだ。大河内は、熊くまから逃げるときの要領で、わたしから目を離さずにゆっくりと自分の席に戻った。これで、数少ない話し相手が一人消えてしまったのか……。いや、きっと大河内は明日には忘れている。それどころか、あと二十分もすれば、きっと記憶の残ざん滓しも残らないだろう。それは、自信を持って言えることだった。

「おはよう」

　別の方向から声がかかる。振り返れば、そこには黒髪の美少女がいた。すらりとした高い背に、長いストレートヘア。いかにも和風美人といった風ふう貌ぼうの上品そうな少女。彼女も、わたしに声をかけてくれる数少ないクラスメイトだった。

「おはようございます。雛ひな浦うらさん」

　わたしも彼女に挨拶を返す。雛浦さんは淑しとやかに微笑ほほえむと、自分の席に着いた。彼女は物腰柔らかで、とても上品なのだ。少なくとも、外見やクラス内での様子だけから判断するなら、間違いなくそう評価できると思う。ただし、実はわたしと雛浦さんは同じ部活、演劇部の部員であり、その活動の中で、わたしは彼女の暗黒面を見てしまっている。美しい日本女性をそのまま具現化したような彼女の、内に秘めるバイオレンスな狂気と凶器を、わたしは何度も目の当たりにしている。だけど、これは他言したところで誰だれも信用しないだろう。だって、雛浦さんをどこからどう見ても、修羅の血が流れているようには見えないもん。

「今日の朝のショートホームルームで何かあるらしいね」

　雛浦さんの口からこぼれたのも、同じ話題だった。どうやら、あの教師は同じ内容の話を手当たり次第に話しまわっているらしい。

「何だろうね。とりあえず、いいことじゃないとは思うけど」

　その点に関しては、わたしは雛浦さんに全まつたく同感だった。そこで、教室のドアが開かれる音がして、同時に甲かん高だかい声が響いた。永なが音ね先生の登場だ。雛浦さんは、静かな笑みをわたしに送ると、話を打ち切った。

　朝の何気ない会話。本当に何気ないことなのに、たったこれだけのことでも、なんだか一日が始まったという実感がわく。朝の挨拶もせずに、ただ黙って一日を過ごしていた頃ころのわたしでは、逆立ちしても経験できないことだ。

「ボーン……」

　教卓の前に立った永なが音ね先生は身をかがめた。

「ジョルノ！」

　我らが担任は、グーにした手を振り上げて叫んだ。これが、二年六組の朝の挨あい拶さつだった。全ての生徒がただ黙ってハイテンションな担任教師を見つめていた。

「はい。というわけで、今朝はイタリア語バージョンでした。それじゃあ、今日も元気に出席をとっちゃうわよぉ」

　永音先生は出席簿を開き、顔をそちらに向ける。しかし、目だけはきょろきょろと教室中を見回していた。生徒たちは、静かにその様子を見守っていた。

「なーんてね！　その前に、今日は皆さんに素敵なお知らせがありまぁす！」

　自分が浮いていることなど気にする素振りを少しも見せずに、永音先生は話を進める。

「なんと、今日から皆さんに素敵な仲間が加わります。それじゃあ、紹介するわぁん。どうぞ！」

　そう言って、永音先生は腕を教室の方に伸ばした。素敵な仲間？　先ほどまでお通夜みたいに静かだった教室が、僅わずかにざわめく。そして、全員の視線が教室のドアに集中した。わたしも、その例に漏れず、注意をそちらに向ける。

　今日のサプライズとはこのことだったのか。確かに、この時期に転校生がやってくるというのは珍しいことだ。

　影がドアのすりガラスに映る。そのシルエットから、ドアを開けようとしている人物が女性であることが分かった。教室のざわめきも大きくなる。だが、少し様子がおかしい。

　ドアの向こうの少女は、なかなかドアを開けることなく、ドアの向こうで盆踊りを踊るように、両手を頭の上で振っているのだ。違う意味のざわめきが生まれる。数秒後、突然影が消えた。おお！　とみんなの驚きの声が揃そろう。さらに数秒後、突然ドアが激しく振動し、引き戸がいきなり教室の内側に向かって倒れてきた。これには、さすがの永音先生も目を丸くした。

　何があったというのか。全員が、固唾かたずをのんで注目を続ける。

「いやぁぁぁ！」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんとはこのことだろうか。涙や鼻水で顔を汚した女子生徒がドアと一緒に転がりこんできた。病的なほどに色が白い。だけど、泣いているせいだろうか、ほっぺと大きな潤んだ瞳ひとみだけは真っ赤になっていた。彼女は何度か床を転がると、立ち上がってそのまま窓際まで走った。短めの三つ編みが揺れて、彼女が必死で何かから逃げていることをアピールする。

　わたしは絶句していた。いや、わたしだけじゃなくて、他ほかの生徒もみんな口がきけなかった。ただただ、泣き喚わめく闖ちん入にゆう者しやを見つめ、少ない情報から現状を理解するのに努めるだけだった。

「ひぃ！　きたぁ……」

　涙声を窓際の少女が発する。彼女は絶望の色をした眼球を、自分が壊したドアの向こう側に向けていた。当然ながら、わたしを含めたクラスの全員がそちらの方を見る。まるで、テニスの試合を観戦するみたいに、みんなが同時に首を左右に振りながら視線の先を合わせていた。

　低い羽音が教室の外から聞こえる。そして、ゆっくりと巨大な蜂はちが入ってきた。スズメバチだ！　教室に入ってきたスズメバチは、何の迷いもなく自分より少し前に教室に転がり込んだ少女に突撃する。少女の方は、頭を抱えてその場に伏せた。だけど、蜂の攻撃をそんな防御で防げるとは思えない。

　刺される！　誰だれもがそう思ったとき、雛ひな浦うらさんがものすごいスピードで動いた。彼女は一瞬で席を立つと、進路の邪魔になるものを全てなぎ払い、一気にスズメバチまで近づき、目にもとまらぬ速さで右手を突き出した。

　羽音が止まった。

　最初、どうなったのかよく分からなかった。雛浦さんが、スズメバチを握り殺したのか、と思ったが、実際は違った。雛浦さんは、なんと蜂の羽を掴つかんでいたのだ。何という動体視力！　蜂は足や腹を動かして何とか拘束を解こうとするが自由になることができない。

　雛浦さんはそのまま静かに、少女に歩み寄った。一瞬、安あん堵どの表情を浮かべた少女だったが、無言で近づく雛浦さんを見つめながら再び震え始めた。

「え？　えぇ？　ちょっと、やめてください」

　それでも雛浦さんは何の反応もせずに少女に近寄ると、蜂を掴んだ腕を伸ばした。

「きゃぁぁぁ！」

　悲鳴が校舎全体に広がる。

　しゃがみこむ少女の頭の上で、窓が開けられた。

　そして、雛浦さんはそこから蜂を外へと逃がした。

「とりあえず、これで一安心」

　渋い声だ。雛浦さんは泣きじゃくる少女に手を伸ばす。

　ぱちぱち、誰かが拍手を始めた。その拍手の音は少しずつ広がり、いつの間にか教室全体が雛浦さんの活躍を称たたえていた。

「あ、ありがとうございます……」

　ようやく状況を理解した少女は、ほっとした表情を浮かべて雛浦さんの手をとった。その目は妙に熱っぽい。わたしは拍手をしながら、立ち上がった少女を観察した。

　身長は雛浦さんよりも少し低い。まぁ、雛浦さんは身長が高い方なので、多分平均的な女の子の身長くらいなのだと思う。わたしよりは絶対に高い。今は、赤くなった顔も元の色に戻り、色白の顔には大きな目が二つ並んでいた。田舎にいる純朴な娘、というタイトルで写真を撮りたくなるような、そんな雰囲気である。少しくせのある黒髪は小さな三つ編みにされており、立ち上がったときに僅わずかに揺れた。

「弥生やよいちゃん。できれば、さっきの状況の説明をお願いしたいわねぇ」

　永なが音ね先生は少女が立ち上がるのを待って言う。弥生ちゃんと呼ばれた少女は、何度かスカートを払うと、皆に向かってぺこりとお辞儀をした。雛ひな浦うらさんは、クールに自分の席に戻っていた。

「え、あの、転校生の宮みや脇わき弥生です。廊下で、スズメバチに襲われてしまって……。実は、学校に来る途中でも、野良犬に追いかけ回されたり、鳥の糞ふんが鞄かばんにかかったり、車を洗っていた人に間違って水かけられたりして、ちょっと遅刻しかけてしまったんです」

　少女はそこでにっこりと笑った。

「わたし、幸薄いんですよね」

　教室は反応に迷っていた。今のは、笑うところなのか？

　先陣を切って、大おお河内こうちが笑った。それに続いて、みんなも戸惑いながら笑い声を漏らす。宮脇さんは、そんなクラスの反応に応こたえるように、ずっとニコニコしていた。

　それにしても今の話が全て本当ならば、とんでもない不幸の星の下に生まれた少女だ。

　だけど、彼女の表情からは、そういった不幸に対して落胆する様子は窺うかがえない。強い娘なのだろうか。それとも、今の話は全て作り話か。

「はい。自己紹介ありがとう。まぁ、こんな中途半端な時期の転校生だけど、みんな気にしないで仲良くしてねぇ」

　最後は永音先生が結んだ。

　宮脇さんは一番後ろに新しくつくられた席に座ることになった。彼女は、短めの三つ編みをふわふわ揺らして、その席に向かう。

　狭い席と席の間を通り、彼女はゆっくり進む。

　どくん、と心臓がはねる。

　わたしは、自分の体の反応に驚いた。

　彼女がわたしの横を通るとき、全身に鳥肌が立つのを感じた。わたしは体をびくっと痙けい攣れんさせ、通り過ぎた彼女の背中を見つめた。手に汗が滲にじみ、膝ひざが震え出す。

　一瞬、教室全体が青く光った気がした。

　背中に一筋の汗が垂れる。

　体が硬直する。

　何なのだろう、以前にも同じ感覚を味わった気がする。

　そうだ。これは……。

　がしゃん、と机が倒れる音がした。

　宮脇さんが、思いっきり転んだ音だった。うつぶせの状態で、顔面から思いっきり転んだようだった。彼女は小さく呻うめきながらもぞもぞと起き上がって、スカートを払う。

　わたしはその姿を見て、自分の感覚が何かの勘違いなのだろう、と思った。



　宮みや脇わき弥生やよいという少女は、憎めない性格をしていた。

　それは、もう一時間目の授業から証明されていた。とにかく、彼女は不幸だった。教科書は一年生の教科書を買わされていたし、彼女の椅い子すはネジが緩んで二時間目に崩壊した。廊下から虫が入ってくると、躊ちゆう躇ちよなく宮脇さんを攻撃するし、先生が居眠りをしている生徒に向かってチョークを投げると、なぜか宮脇さんに命中した。だけど、その度に宮脇さんは健けな気げに微笑ほほえみ、わたしは不幸に慣れてるから、と言うのだった。ここまでくると、もはや朝の自己紹介が嘘うそであると疑う者は、誰だれもいなかった。宮脇さんが、白い肌を紅潮させて痛みや苦しみに耐える様子を見るにつれ、クラス全体が彼女の不幸すぎる運命を理解していった。

　彼女は、とにかく可愛かわいかった。ごめんなさい、嘘です。超可愛かった。圧倒的な不運にめげない姿は、素直に応援してあげたくなった。まぁ、ネクラなわたしに応援されても嬉うれしくはないだろうけどさ。

　そして、昼の時間がやってきた。各々が弁当を持って好きな場所で食べる。わたしはほとんど一人で食べることが多いのだが、極まれに大おお河内こうち一派や雛ひな浦うらさんと一緒に食べることがあった。今日は、今朝の事件がまだ尾を引いているのか、大河内は近づいてこなかった。それじゃあ、いつも通り静かに栄養を摂るか。そんなわたしの姿を不ふ憫びんに思ったのか、雛浦さんがわたしのところに弁当を持ってきてくれた。普通、女の子というのは固定されたメンバーで弁当を食べるものだ。こうやって、わたしのようなクラスのエキストラみたいな人間と一緒に弁当を食べるというのは、案外難しかったりする。

「一緒に食べていい？」

　雛浦さんの言葉に感謝しながら、わたしは小さく頷うなずいた。

「今朝、すごかったですね」

　わたしはスズメバチを手づかみした、あの神業を思い出しながら言った。

「雛浦さんは、どうしてそんなに強いんですか？　格闘技とかやっているんですか？」

　雛浦しのという高校生の真実の姿を語る上で、その高い攻撃力は欠かすことができないファクターになっている。

「小さい頃ころからね。とりあえず、色々とやった。うちって道場をやってるの」

　その後、雛浦さんの口からいくつか格闘技の名前が出てきたけど、その中でわたしが知っているのは空手くらいなもので、後はどんなものなのかもよく分からなかった。ちなみに、雛浦さんの家でやっている道場というのは空手道場らしい。

「護身のためだよ」

　最後に雛ひな浦うらさんはそう付け加えたけど、どう考えても雛浦さんの戦闘力は、敵からの攻撃を受け止めるだけではすみそうにない気がする。

「空そら口ぐちさんも、何かやってみたら？　けっこう楽しいよ、格闘技」

　わたしは首を全力で横に振った。わたしが格闘技などやろうものならば、突き出された拳こぶしは相手の筋肉に砕かれ、繰り出された蹴けりは相手の踝くるぶしあたりに炸さく裂れつし、わたしの足の小指は悲鳴をあげるだろう。とにかく、わたしに格闘技なんて無理。ペンギンが大空を舞う方がずっとリアリティのある話だ。

「すごいね。格闘技が得意だなんて！」

　不意に頭の上から声がかけられた。わたしと雛浦さんが同時に顔を上げると、そこには宮みや脇わきさんの姿があった。白い頬ほおを僅わずかに赤らめて、彼女は雛浦さんの方を見ていた。

「あの、今朝はありがとう。ちゃんとお礼が言えてなくてごめんなさい」

　そう言って、宮脇さんは頭を下げた。

「別に、大したことじゃないよ。ここ、座る？」

　そう言って、雛浦さんは自分の隣の椅い子すを勧めた。

「いいの？　やった！」

　宮脇さんはぱっと明るい笑顔をつくると、すぐに勧められた席に座った。



    

  
    
      



    

  
    
      　可愛かわいい。見た目も可愛いんだけど、何よりもそのキャラクターが可愛い。ブリッコをしているんじゃないか、と邪推したくなるが、彼女の場合は本心から言っているようなので、そこがますます可愛かわいい。素朴でいい子なんだなぁ、と思わず顔が緩む。

　宮みや脇わきさんは手にしていた弁当を広げると、わたしにも一礼した。

「こんにちは。改めまして、宮脇です」

「どどどどうも、そ、空そら口ぐち、真ま帆ほです」

　わたしは緩んでいた表情を一気に強こわ張ばらせて、緊張した。やはり、初対面の人というのは苦手だ。自然と視線が下を向き、意思の疎通を拒否するモードへと入ってしまう。

「どうかしたの？」

　明らかに様子がおかしくなったわたしを、宮脇さんは心配してくれた。やっぱり、いい子なんだなぁ。だけど、そう思えばそう思うほどに、何だか彼女と話している自分がダメ人間であるように思えてきて、ますます言葉が出なくなってしまう。

　結局、わたしはその弁当の時間に、宮脇さんとまともに喋しやべることができなかった。それは、わたしがガチガチに固まっていたからだけじゃなくて、宮脇さんもわたしにはあまり話しかけなかったというのも理由の一つだと思う。

　宮脇さんは、かなり積極的に雛ひな浦うらさんに話しかけていた。わたしがちらちらと様子を窺うかがうと、宮脇さんは今朝見せた熱っぽい視線を雛浦さんに送って話し続けていたのだ。

　ちょっと怪しい。

　心なしか、少しずつ雛浦さんと宮脇さんとの距離が近くなっていた。

　ますます怪しい。

　そのまま二人がべったりとくっつく前に、弁当の時間が終わった。何だか、わたしは二人の世界に入り込むことができなかった。いや、まぁ入り込みたい世界ではなかった気がするけど……。

　世の中には、踏み込んではいけない領域が確かに存在するのだと思う。





　永なが音ね先生の予言した、朝のサプライズも帰りのショートホームルームのときには、すっかり遠い昔の話になっていた。宮脇さんは完全にクラスに溶け込んで、わたしよりもずっと前からこの教室にいる仲間みたいになっていた。わたしはてっきり、宮脇さんはずっと山奥の学校から転校してきたのだと思い込んでいたが、実際はこの街よりもずっと都会からの引っ越しであった。しかも、昔はこの辺りに住んでいたのだという。よくぞ、薄汚れた現代社会の中で、穢けがれずに成長してくれたものだ、とわたしは心の中で思っていた。

　宮脇さんはその不幸さや素朴な性格のよさが受けて、誰だれからも好かれ始めていた。それはそれで喜ばしいことなんだけど、わたしとしては少し悔しい思いがあった。まぁ、マネキンだってわたしに比べればずっとクラスに溶け込むのが早いんだろうけどさ。

　帰りのショートホームルームは恙つつが無なく進み、永なが音ね先生のテンションがおかしい以外に異常な点もなかった。

　これが日常。これから、何度も繰り返される時間。当たり前の日々。

　自分が幸せだと実感することはほとんどない。だけど、こうやって何気ない、普段と変わらない生活の中にいると、幸せってなんだろう、と思うことがあった。

　幸せ。幸せか……。客観的に見たら、わたしはどれくらい幸せなんだろう。人の幸福度を測る機械があったら便利なんだろうなぁ……。

　幸せ。幸せねぇ……。どうなったら、わたしは胸を張って、自分が幸せだと宣言できるんだろう。それは、きっと……。

　一人の人物の顔が胸をよぎる。わたしは無意識に、その人のことを考えていることに驚き、恥ずかしくなった。

　こんなに自然に思い出すようになっている。別に、何日も会っていないわけじゃないのに。今日だって、体育館で会うのに。それなのに、ちょっとしたきっかけでその顔が浮かんでくる。その声が蘇よみがえる。もしも、彼がわたしの近くにずっといてくれたら、それはものすごい幸せなんだろうなぁ。へへへ。

　顔がにやけていた。自分でも気持ち悪いと思うので、すぐにいつもの無表情に戻した。

「それじゃあ、今日はこれで終わり！　掃除をしたら、気をつけて帰ってね！　ボン・ジョルノ！」

　そう言って、帰りのショートホームルームは終わった。最後の挨あい拶さつが、朝の挨拶と同じであることについては、誰だれも何も言わなかった。きっと、永音先生の知るイタリア語がそれだけしかないことを、みんながなんとなく気がついたからなのだと思う。わたしも、小さくボンジョルノ、と呟つぶやき机を教室の一番後ろに下げた。

　この後、適当に掃除をして、それから部活だ。

　そして、その部活動に参加すれば彼に会える。

　わたしの顔は、再び緩み始めた。今日は、どれくらい会話できるかな。今日は、どれくらい姿を見ていられるかな。今日はどれくらい……。

「あ、真ま帆ほちゃんは居残り」

　わたしの幸せな妄想を切り裂く、一声。永音先生だった。彼女はわたしの席のすぐ前にまで来て、わたしを見下ろしている。

「今すぐ化学準備室に来て」

「でも、掃除は……」

　今から教室の掃除をしなくてはいけない。他ほかの当番の子たちは、あまり真面目まじめに掃除をしないので、わたしがやらないと掃除が終わらない。

「ああ、そうだよね。でも、掃除の続きは明日の朝って言わなかった？」

　彼女にとって最優先すべき掃除は、自分が好き勝手に使っている部屋の掃除の方らしい。

「だけど、安心して。今からの用事はそっちじゃないから」

　そっちじゃない？　わたしは一度も永なが音ね部屋の掃除以外の用事で呼ばれたことはない。

　嫌な予感がした。基本的にネガティブなわたしは、嫌な予感を感じることが多い。そして、最悪なことに、その予感は概おおむね当たるのだ。

「嫌です」

　一応、断ってみる。

「嫌です」

　永音先生は即答した。こちらとしても、本当は歯向かうつもりはない。わたしは荷物を持って、渋々と化学準備室へと向かった。

　途中の廊下で、永音先生は呼び出しの理由を一いつ切さい話さなかった。大切な内容をはぐらかすのはいつものことなのだが、今回は少し様子が違った。いつもより、ちょっと深刻そうな顔をしている。またどうしようもないことで呼ばれているのかと思ったが、化学準備室に近づくにつれ、これは本当に大変なことが起こったのではないのか、という気がしてきた。

　窓が閉めっぱなしになっていた化学準備室の空気は、泥水みたいに色々なものが混ざりあっていた。永音先生は、わたしを教室の中に入れると、すぐに内側から鍵かぎをかけた。その様子からも、ただならぬ雰囲気がただよう。

　これは、本当に大変なことなのか。

「真ま帆ほちゃん」

　永音先生は自分の椅い子すに座ると、わたしをまっすぐ見つめた。わたしは立ったまま、体を強こわ張ばらせる。

「今朝、掃除したときに、机の上に置いてあったラーメン屋のサービス券をどこにしまったのかしらん？」

　……。

「捨てたった」

　わたしは満面の笑みで答えた。

「なんてことするの！　あれ、今日まで使えたのよ！　あれを使うと、デザートの杏あん仁にん豆どう腐ふがタダで食べられるのに！」

　永音先生が瞳ひとみを潤ませて、激げつ昂こうする。だけど、わたしは相変わらずの笑顔だ。

「捨てたった」

　もう一度教えてあげた。

「あぁ……、なんていうことを……」

「捨てたった。捨てたった」

　念のため、あと二回言っておいた。永なが音ね先生は、その言葉がかかるたびに、顔を下げみるみる元気を失っていった。この人にも、たまにはこれくらいのことが必要だ。

「もう、いいわ……。本当は、もう一つ用件があったんだけど、伝える元気がなくなっちゃった……」

　杏仁あんにん天使は本当にひどいショックを受けているらしい。わたしは、ちょっとだけ悪いことをしたかな、という気になった。

「あの、ごめんなさい。あまりにも机が汚かったんで、ついつい全部捨ててしまったんです」

「もう、いいの。どれだけ、正当な理由があっても、失われたものは返ってこないわ。戦争と同じね」

　杏あん仁にん豆どう腐ふのサービス券と戦争を同じにしないでほしい。

「ちなみに、もう一つの用件って何なんですか？」

「ああ、ちょっとね」

　永音先生は顔を僅わずかに上げて、髪をかき上げた。目が充血していることから、泣きそうになっていたのは事実らしい。いや、本当にごめんなさい。

「悪魔が出たらしいから」

「悪魔？」

　自分の耳を疑う。それは、聞きたくないし、自分の口からも発音したくない言葉だ。

「そう、悪魔」

　わたしは人生で悪魔やら半分悪魔やらに何度か遭遇している。まだ、黒魔法がただ楽しい趣味だった時代のわたしならば、悪魔に出会うなんて夢のような出来事だったろうけど、今のわたしからすれば、悪魔なんか二度と関かかわりたくない存在だった。

「アスガルズ本部から連絡があってね、この周辺で大きな魔力が検知されたんだってさ」

　アスガルズというのは、永音先生たち天使が所属する組織で、悪魔の取り締まりをしているらしい。そして、わたしは紆う余よ曲きよく折せつあって、その組織の地上特派員として活躍しているのだ。まぁ、活躍といっても、その舞台はこの化学準備室だし、活躍の内容は掃除なんだけどね。

「これって、ちょっと異常事態なのよ。神門ごうど君も含めれば、この数ヶ月の間にこの界かい隈わいで三件目の悪魔事件でしょ？　普通、悪魔関連の事件っていうのは、世界中で何十年に一度くらいの割合でしか起こらないのに」

　永音先生はため息交じりに語った。それが、まだ杏仁豆腐を引きずっての憂ゆう鬱うつなのか、立て込む仕事に対する倦けん怠たい感かんなのかは分からない。

　それにしても、永音先生の言うことが本当ならば、確かにこれは異常事態なのかもしれない。世界中で何十年に一回しか起こらないことが、この周辺で連続して起こるなんておかしい。

「まぁ、そういうこともあるか」

　わたしが何か恐ろしいことが裏で起こっているのではないのか、と心配し始めたとき、永なが音ね先生が明快な結論を示してくれた。わたしは思考を放棄して、そうですね、と同意した。わたしが考えても分かるわけがない。

「なんにせよ、わたしって上層部に無理言って地上に残してもらっている身だからさ、地上に悪魔が出て、しかもそれがわたしの近くってことになると、その処分を要請されちゃう身なのよ」

「ていうか、それが先生の本来の仕事ですよね」

「なんか、最近は高校教師の方が板についちゃったと思わない？」

「思いません」

　わたしはきっぱりと言った。

「うぅ、冷たいわねぇ」

　そこで、自称高校教師の目が怪しく輝いた。

「だ・か・ら」

　永音先生は、人差し指だけ立てた右手を左右に振りながら、一文字ずつ発音する。

「真ま帆ほちゃんにも協力してもらって、是非ともその悪魔を速攻で捕まえようってわけ！」

「悪魔を捕まえるんですか？　わたしも手伝って？」

「う～ん。イメージとしては、もっと真帆ちゃんメインでもいいわね」

「わたしと永音先生の二人で捕まえるって感じですか？」

「もうちょい、真帆ちゃん寄り」

「永音先生に手伝ってもらって、わたしが捕まえる？」

「もう少し！」

「わたしだけで捕まえる？」

「それじゃあ、その方向で」

「そんな方向ありません！」

　ふざけるのもいい加減にしろよ、この色情天使め！　先ほどのサービス券の一件がなければ、そう叫んでいたと思う。

「ほら、真帆ちゃんだって、特派員っていう地位があるから記憶消去を免れたんでしょ？　そういう恩恵を受けてるんだから、やるときはやらないとね」

「先生はどうするんですか？」

　これで、自分は部屋で寝ている、などとなればわたしは本気で呪のろいの儀式を執り行うことになる。久しぶりの黒魔法が担任の呪じゆ殺さつになるとは、いかにもわたしらしいではないか。

「もちろん、さっきのは冗談だからちゃんと手伝うわよ。ただ、やっぱり悪魔事件が頻出するのが気になるのよねぇ……。だから、そっちもちょっと調べてみたいし」

　永なが音ね先生は人差し指を顎あごにつけて唸うなる。確かに、それも気になることだし、調べた方がいいのだろう。

「分かりました。だけど、悪魔なんかどうやって捜せばいいのか分かりませんよ」

「一度悪魔に出会った人間は、悪魔を察知しやすくなるという傾向があるらしいわ。悪魔に直接会ったり、負の感情を食べさせている宿主に会えばデジャヴみたいなのを感じるらしいの。だから、ある程度悪魔や宿主に接近すれば、分かるんじゃないかしら。あと、悪魔を見つけ出すなら、魔力の匂においを追うのが確実ね。強い魔力が生まれると、残り香ってすぐには消えないから」

　わたしは首をかしげた。

　魔力の匂い……。きっと、それは何かの比ひ喩ゆだと思うのだけど、とりあえずわたしにはかぎ分けられない。

「えっと、つまり、魔力の匂いを追って、悪魔に近づけってことですか？　それで、悪魔にある程度近づけば、なんとなく悪魔がいることは分かると」

「そういうこと」

「だけど、わたしは魔力の匂いなんて分かりませんよ？」

「この前の、可愛かわいいペットさんを使うといいわん」

　可愛いペット。

　まさか！

「正確には、キモ可愛いペット」

　どうやら、確定らしい。わたしは、かつて召喚した巨大なネズミの姿を思い出した。



    

  
    
      


第二幕　青い小鳥の夜想曲ノクターン





　わたしが部活動をやっている。

　そんな話を聞けば、かつてのわたしを知る人間は、驚きよう愕がくに我を失い発狂するほどの衝撃を受けるだろう。いや、まぁ、発狂しないまでもひっくり返って頭を打つくらいのことは起こりうると思う。だけど、実際にやっているのだから仕方がない。わたしは間違いなく演劇部の部員なのだ。

　そして、わたしはその部活動を、日々の楽しみにしている。この事実が与えるインパクトは、隕いん石せきの衝突をもってしても表現しきれないと思う。とにかく、わたしがそんな青春くさいことに精を出すなんてことは、地球の自転が逆回転になるよりも、ずっとありえないことなのだ。だけど、やっぱりそれがありえているのだから仕方がない。わたしは、永なが音ね先生の話を聞いた後、ずきずきと痛む頭を抱えながらも演劇部の部員が待つ場所、体育館のステージへと向かっていた。それくらい、その場所はわたしにとっては大切で、かけがえのない場所なのだ。

　体育館では他ほかの部の部員たちが激しく活動をしていた。わたしは彼らの発する全力投球完全青春のオーラにあてられて気を失いかけたが、自分だって部活に専念する高校生だということを思い出し、何とか踏ん張って昇天しそうだったブラック空そら口ぐち真ま帆ほの魂を肉体につなぎとめた。

　わたしはいつものように、こっそりと密ひそやかに体育館の一番隅を通り、舞台袖そでに入る。

　舞台袖は暗くて、埃ほこりっぽい空気が漂っている。初めは、それに嫌悪感を抱いたが、今ではその空気に触れるだけで、胸に期待感がわくようになっている。パブロフの犬と同じだ。

　この空気を抜ければ、みんなに会える。みんなと練習ができる。そして、あの人の近くにいられる。

　わたしは無表情な顔にほんのちょっとだけ笑顔をつくって、舞台に上がった。

　緞どん帳ちようがおりていたため、体育館のフロアから舞台の上を確認することはできなかった。

　だけど、わたしは永音先生の呼び出しがあったために遅れて部活に来ている。だから、きっと他の部員はみんな揃そろっているのだろうと予想できた。

　舞台袖から舞台に上がる。そこには、お馴な染じみの面子めんつが揃っていた。

　最初にわたしに気がついてくれたのは、弓ゆみヶが浜はま三み癒ゆ先輩だった。彼女は、わたしよりも一つ上の学年で、高校三年生になる。

「あ、真帆ちゃん！」

　そう言って、三癒先輩はその場で飛び跳ねながら、わたしに向かって手を振った。普通の高校三年生がこんなことをすれば、熱病で脳をやられたのか、と思われても仕方ないのだろうけど、三み癒ゆ先輩の場合は、そういった動作がかなり自然に思えるから不思議だ。三癒先輩はとにかく小さい。背が低いと実妹にバカにされるわたしよりも低い先輩なのだから、その低身長は深刻である。だけど、彼女はその身長に見合った童顔と行動原理を持ち合わせているため、誰だれの目にもその姿は自然に見えてしまうのだ。

　わたしは、三癒先輩の二つに結ばれてツンツンとはねた髪を見ながら、どうやったらあれだけ天てん真しん爛らん漫まんに生きられるのだろうか、とちょっと考えた。

「お！　来たな、営業部長！」

　そう言って、わたしに満面の笑みを送ってくれたのは湊みなと山やま容よう一いち先輩だった。彼も三年生で、かなり体格のいい人だ。お調子者のところもあるが、部のムードを盛り上げてくれる大事な存在でもあると思う。最強のムードブレイカーとして君臨したわたしとは全まつたく違う人種なのだ。

「営業部長？」

　わたしは湊山先輩の言葉に首をかしげる。

　わたしが何か営業的なことをしただろうか……。

　部員を増やすことに貢献したことは、一度だけある。だけど、わたしが入部に関与したその部員は、いつも通り遅刻をしているようで、この場にいない。

「とりあえず、うちもいい感じにメンバーが増えてきましたね」

　そう言ったのは、雛ひな浦うらさんだった。彼女も演劇部のメンバーだ。

　そこで、わたしはようやく普段見慣れない人影が舞台にあることに気がついた。

　それは同じ教室で何度も見た姿。だけど、昨日までは見なかった人物。

　大自然の中で育ったような純朴な大きな瞳ひとみと、真っ白な肌。可愛かわいらしい短く小さな三つ編みと、人懐っこい笑顔。

「宮みや脇わきさん……？」

　そこには宮脇さんがいた。彼女は雛浦さんにくっつくようにして立っていた。

「あ、えっと……」

　宮脇さんはこちらを向くと、愛らしい瞳に無表情に驚くわたしを映したまま固まった。

　きっと、必死で名前を思い出しているんだと思う。

「あ、あの、真ま帆ほちゃんさん？」

　宮脇さんは何とかつくったという感じの笑顔で言う。どうやら、三癒先輩がいなかったら、わたしの名前は出てこなかったらしい。

「ごめん！　せっかく一緒にお弁当食べたのに……」

　わたしの適度に呪を込めたオーラに気がついたのか、宮脇さんは頭を下げた。

「あ、あの、気にしないでください……。わたし、いつもいるかいないか分からないような奴やつですから……」

　わたしは自らを卑ひ下げして、宮みや脇わきさんに助け舟を出す。

「えっと……佐さ藤とうさんだっけ？」

　とりあえず、日本で一番多い苗みよう字じを言ってみたのか？　確率的にいえば、最も勝算のある賭かけかもしれないけれど、それはそれでショックが大きい。

「空そら口ぐちです。空口真ま帆ほ」

「ああ、空口さん。本当にごめんね」

　宮脇さんはもう一度頭を下げた。まぁ、そもそもわたしの名前を覚えようと考える人間の方が希少なのだから、宮脇さんのように覚えようと努力してもらうだけありがたいのかもしれない。どこまでも下っ端キャラなわたし。

「空口さんの関連で、また新しい部員が増えたね」

　声。

　わたしの胸を締めつける声がする。

　ずっと視界には入っていたけど、直視するのが恥ずかしくてずっと見られなかった姿と、わたしはようやく向かい合う。

　すらりと伸びた長身の細い体たい躯く。さらりと揺れる髪と人形みたいに綺き麗れいな顔。優しい瞳ひとみと美しい笑顔。

　わたしの憧あこがれの人。

　わたしの初恋の相手。

　一いち之の瀬せ拓たく馬ま先輩がそこにいる。

「はい」

　わたしは真っ赤になってたった二文字の返事をした。本当はもっと愛想よく話して、たくさん会話をしたいはずなのに、それ以上の言葉が続かない。心の中では楽しい会話が生産されるのに、それを口に出すことができない。

　わたしは自分の想おもいと一緒に、言葉を胸の奥にしまい込む。きっと、ずっと前にためられた言葉は、圧縮されて今いま頃ごろは押し寿司みたいになっているだろう。食べごろが過ぎてしまう前に取り出したいのだけれど、今のわたしにはとてもできそうにない。

「宮脇さんが、演劇部に入部したいらしいんですよ！」

　三み癒ゆ先輩が嬉うれしそうに言う。彼女は小さな手を振り回して、全力で喜びを表現していた。そのまま家に持って帰ったら、リビングの愉快なオブジェになりそうだった。

「はい。雛ひな浦うらさんが入っているって聞いて、前から演劇は興味があったし」

　宮脇さんはいつものニコニコ顔で言う。この少女、どうやらかなり雛浦さんに傾倒しているらしい。まぁ、今朝の一件もあるし、仲良くなる理由は分かるのだが……。恐らく、宮脇さんとわたしが同じクラスだと知って、湊みなと山やま先輩や三癒先輩はわたしのことを営業部長だと呼んだのだろう。わたしは、宮脇さんの入部に関しては何の働きかけもしていないのにね。

「それじゃあ、今日の練習を始めようか。いつも通り、まずは筋トレやるから、着替えてきて」

　部長である一いち之の瀬せ先輩が号令を出す。女子部員は舞台袖そでのすぐ上にある放送室で着替えることになっていた。

「宮みや脇わきさん、体育で使ったから、とりあえずジャージはあるよね」

　雛ひな浦うらさんが声をかける。宮脇さんは嬉うれしそうに頷うなずいた。

　そのとき、いきなり天井裏からスパナが落ちてきた。加速しながら落ちる金属の棒は、まっすぐに宮脇さんの脳天に落下した。

　突然の事故に、全員が絶句する。

　わたしも、すぐには現状が理解できず、その場で固まってしまった。全員の顔が青ざめていく。だが、その中で宮脇さんだけが涼しい笑顔を浮かべていた。

「ああ、気にしないでください。わたし、薄幸なんです……よ。よく、何かが降ってき……て、ぶつかるし……」

　血が彼女の頬ほおを伝う。それでも宮脇さんはへらへらしていた。

「痛いけど我慢するから、早く着替えちゃ……ぉぅぅぅぅ……」

　それを最後の言葉にして、彼女は倒れた。そこで、ようやく全員が動き出した。

「多分、この前天井裏の配線を修理した業者が忘れていったんだな」

　湊みなと山やま先輩が血のついたスパナを持ち上げて呟つぶやいた。恐ろしいものを、危険な場所に残してくれたものだ。

「ちーっす」

　場違いな明るい声。最後の部員がやってきたようだ。全員がその部員、神門ごうど裕ひろ貴きの方を睨にらみつける。だらしなく着た制服に、茶色でやんちゃなヘアスタイル。気だるそうな表情に、胸には髑どく髏ろのシルバーアクセサリー。見るからに不良の彼だが、幸か不幸か彼は背が低いため、なんとなく可愛かわいらしい。子どもががんばって悪ぶっているように見えるため、微笑ほほえましさがあるのだ。

　彼は、その純真な子どもみたいな目をぱちくりさせて、不思議そうにみんなを見ている。しかし、今は緊急事態。誰だれも神門に現状を説明する者はいなかった。

「おわ！　湊山先輩、それなんスか」

　神門が血のついたスパナを見つけ、大声を出す。

「それに、人が倒れてるし！　湊山先輩……婦女暴行ってやつ？」

「違うわ！」

　スパナを大急ぎで捨てて、湊山先輩が言う。

「うるさい！」

　怒声と同時に鋭い拳こぶしが湊みなと山やま先輩のみぞおちをつく。雛ひな浦うらさんの一撃だった。痛恨の一撃を受けた被害者は、悶もん絶ぜつしながら激痛に耐え、声を漏らす余裕すらないようだった。

「怪け我が人がいるんだから、静かにしてください」

　そして、怪我人が一人増えた気がするんですけど……。

「とりあえず、保健室に運びましょう！」

　三み癒ゆ先輩が言う。

「いや、あまり怪我人を動かさない方がいい」

　冷静な一言は、一いち之の瀬せ先輩のものだった。わたしは心の中で何度も頷うなずく。

「じゃあ、わたしが保健室の先生を呼んできます」

　雛浦さんがそう言って舞台袖そでに走った。

「ちょっと……待って……」

　消え入りそうな声。それは、頭から血をだらだら流している宮みや脇わきさんだった。

「このくらいの不幸なら……慣れてるのぉ……」

「怪我には慣れてないでしょ！」

　雛浦さんが一いつ喝かつする。

「本当に大丈夫だから。自分で保健室に行けるよ」

　そう言って、宮脇さんは立ち上がった。

「無理すると、脳のう漿しようまで出ちゃうよ」

　わたしは小さな声で宮脇さんの無理を止めた。だけど、宮脇さんはふらふらと立ち上がると舞台袖の雛浦さんのところまで進んだ。

「それなら、保健室まで付き添うよ」

　一之瀬先輩が言う。優しいなぁ。

「わたしも行くです！」

　三癒先輩も言った。

「とりあえず肩を貸すから、無理しないように行こうか」

　そう言って、雛浦さんが宮脇さんに肩を貸す。なんだかんだで、演劇部のみんなは心配性の人が多いのだ。そして、わたしもちょこちょことみんなの後を追った。

「なぁ、何があったか教えてくれよ……」

　体育館に残されたのは不良の一年生部員と、静かに痛みが引くのを待つ哀れな三年生部員だけだった。





「こんなに来ても邪魔なだけ！　用のない奴やつは帰りな！」

　わたしたちは怒鳴られてしまった。

　保健室の先生は女子プロレスの選手のような人だ。その巨きよ躯くと迫力に押され、宮みや脇わきさんだけを残して、わたしを含めた残りの見送りの人々は、保健室から追い出されてしまった。

「なんか、不思議な子ですねぇ」

　体育館までの帰り道、三み癒ゆ先輩が言う。三癒先輩だって、十分に不思議なところを持つ先輩なのだが、確かに宮脇さんも変わった子だ。

「とにかく不幸らしいですよ」

　雛ひな浦うらさんが小さい声で言う。

「今まで、赤信号で止まらなかった信号はないそうです。傘を忘れたときは暴風が吹き荒れるし、彼女が乗ったバスや電車は、過去二十四回何らかの事故に遭遇しているそうです」

　ロシアンルーレットをしたら、最初の一発目で死んでしまいそうなほどの不幸っぷりだ。

「あと、人生で四回も雷に打たれたことがあると言っていました」

「すごいですねぇ。もう、そんな話をするくらいまで仲良くなったんですか」

　三癒先輩は感心する。いや、だけど本当に驚くべきところはそこじゃないと思う。一いち之の瀬せ先輩も、雛浦さんの言葉を驚きながら聞いていた。

「かなり運が悪いんだね。だから、あんなに動じなかったのか」

　だけど、あれだけ血が流れているのに平気そうな顔をしているというのがすごい。わたしだったら……きっと、自分の血やら肉片を集めて魔術の道具にするだろう。ああ、実はわたしの方がずっと異常者らしい。

　体育館では、蚊帳の外であった神門ごうどと回復した湊みなと山やま先輩が待っていた。二人ともあまり機嫌がよさそうではない。まぁ、先ほどの仕打ちを考えれば当たり前かもしれないけど。

「宮脇さんは、今日の練習に参加できないだろうから、今までのメンバーで練習を始めようか」

　一之瀬先輩が部長らしく号令をかける。わたしたち女子は、放送室で着替えを済ませてから、急いでステージに戻った。

　いつも通りの筋トレから始まり、マラソン、発声練習と続いた。この練習メニューを一通りやるようになってから、かなりの時間が経たつけど、いまだにわたしは全て終わる頃ころになると、一日の体力のほとんどを使い果たした状態になってしまう。ほとんど抜け殻状態で、残りの練習をしなければならないのだ。

「さて、今日はちょっと変わったことをやってみようか」

　一通りの日課的な練習を終えると、部員はステージの真ん中で円になって集まった。小指を動かす体力すら惜しいわたしは、本当に静かに一之瀬先輩の言葉を聞いていた。一体、どんな練習が始まるのか、と不安と期待が半分ずつの心境だった。

「今日は歌を歌おうか」

　歌？

「やった！　それ大好き！」

　一番に反応して大はしゃぎしたのは、案の定三み癒ゆ先輩だった。

「歌ってどういうことですか？」

　わたしは思わず尋ねる。演劇と歌にどれくらい関係があるのか分からなかった。

「そのままの意味だよ」

　わたしの隣にいた湊みなと山やま先輩が教えてくれた。

「歌を歌うんだ。大きい声で」

「歌ですか……」

　わたしは音痴だと思う。だと思う、というのは、わたしは人前で歌を歌ったことがないからだ。中学校の頃ころの音楽の授業などでは、わたしはほとんど声を出していなかったし、カラオケなんて行ったこともない。そのため、わたしの歌声を聴いたことのある人間は、この世界にわたしを含めて誰だれ一人いない。だから実際のところ、わたしが音痴かどうかということは、この世界の誰も知らないことなのだが、きっとわたしは音痴なのだと思う。

　これは、今までのわたしのぱっとしない人生から推測できる、かなり確率の高い憶測だった。

「ま、他ほかの高校とかではあまりやっていないことだけどさ。大きな声を出したり、舞台の上で恥ずかしがらない度胸をつけるためには、それなりにいい練習になるんだよ」

　わたしは湊山先輩の説明に納得しながらも、いやだな、という気持ちを大きくしていた。

「一番やるー！」

　ちっちゃな手を振り上げて、三癒先輩が全力アピールをする。

「じゃあ、三癒。やってきて」

　一いち之の瀬せ先輩が苦笑いをしながら、三癒先輩を指名した。三癒先輩は軽くジャンプしてガッツポーズをした後、ターっと走って舞台袖そでの階段を上っていった。それは、放送室につながる階段なのだが、彼女の目的地はそこではなかった。円の中から離れた雛ひな浦うらさんが操作して、舞台の緞どん帳ちようがあがる。フロアで練習をしているバスケ部やバレー部の姿と声がステージ上にまで伝わるようになった。

　わたしは視線を動かして、三癒先輩がどこに行ったか探した。

「演劇部三年！　弓ゆみヶが浜はま三癒！」

　体育館によく通る声が鳴り響く。どの音よりも大きくて聞き取りやすい発音が、わたしの耳に届く。フロアにいた他の部の生徒たちの動きが一瞬止まり、全員の視線が上を向いた。

　三癒先輩は舞台袖の階段を上り、二階に上がっていた。この体育館には、内壁に沿って館内をぐるりと一周する細い通路があった。その通路は放送室などと同じ二階の高さにあり、放送室の横のドアから、その通路に出ることができた。三癒先輩がいたのは、まさにその通路だった。通路は、体育館の内壁の反対側、つまりフロア側には壁がなく、手すりだけがある状態なので、三み癒ゆ先輩の姿はフロアやステージからは丸見えだった。

　ま、まさか、あそこで歌を歌うのか？

「『君のハートにふぉーりんらぶ』歌います！」

　三癒先輩の口から、流行の歌のタイトルが飛び出した。

「ら・ら・らーぶ♪　ふぉーりんらーぶ♪」

　そして、三癒先輩のアカペラコンサートが始まった。

　三癒先輩はその小さい体の、どこにスピーカーを仕込んでいるのか、と疑いたくなるほどに大きな声で歌い続ける。だが、その声は美しく、歌も上う手まかった。他ほかの部の生徒たちも、明るくテンポの速い曲調だったためか、みんな自然に練習を再開し、むしろいい音楽がかかった、というくらいの認識を持っているようだった。

「君のハートに、ズンチャッチャッ、ふぉーりんらーぶ♪」

　三癒先輩はところどころドラムの音まで口で再現し、全て歌いきった。

「みーゆちゃーん！」

　フロアにいた一部のバスケ部やバレー部の生徒が三癒先輩に黄色い声援、というには低音だったので、黄土色くらいの声援を送った。それに混じって、女子の甲かん高だかい声も聞こえる。三癒先輩は人気者らしい。多分、マスコットみたいな扱いなのだと思う。

「あれを全員やるんですか？」

　わたしはもう既に膝ひざが震え始めている。

「全員やる。じゃあ、次は空そら口ぐちさんいってみようか」

　一いち之の瀬せ先輩は爽さわやかな笑顔で、そう言い放った。優しい先輩なのだが、演劇の練習などに関しては容赦ない一面を見せるから怖い。

　三癒先輩はスキップをしながらステージに戻ってきた。

「気持ちよかったぁ。ちゃんと、場を温めてきましたよ」

　嬉うれしそうな小さな歌姫は、わたしを見た。不思議なもので、場の空気というものは、一いつ切さいの言語的説明を超越して、様々な情報をその場の人々に伝える。三癒先輩も、ごく自然に二番手はわたしなのだと悟ったようだった。

「こ、こういうのは、やっぱり入部順がいいんじゃないでしょうか？　だから、次は神門ごうど君で……」

　わたしは意味の分からない言い訳で逃れようとする。だが、こんな言葉で自分の順番が遅くなるわけ……。

「え？　そういうもんなのか？　そんじゃ、真ま帆ほが行けっていうなら、オレが歌ってくる」

　神門はそう言うと、三癒先輩が下りてきた階段の方に走っていった。

　単純な奴やつだ。あいつには、人を見たら泥棒だと思え、という先人の金言を教えてやらんといかんな。

　入部した順番だとすると、一番新しいのが神門ごうどだ。そして、次に新しいのが……わたしじゃん。どうやら、わたしの執行猶予は、ほんの僅わずかな時間だけらしい。

　神門はたったと階段を駆け上り、全まつたく臆おくすることなく二階の通路に出た。

「演劇部一年！　神門裕ひろ貴き！」

　神門は何のためらいもなく、大声で歌い始めた。あまり上う手まい歌ではなかったが、とにかく勢いのある歌だったため、音程が多少ずれるのは気にならなかった。というよりも、神門があまりに自信満々で歌っているため、どの音程が正しいのか分からなくなってしまうのだ。

　しばらくすると、神門が帰ってきた。いつも通りのちょっとふてぶてしい態度で、どうだった、と訊きいた。これが、普通の不良ならば呪じゆ怨おんの感情もわくだろうけど、チビの神門がやると、どうしても可愛かわいく見えてしまい本格的な呪のろいは勘弁してやるか、という気になる。得な体をしているな。

「度胸があることは十分に分かったよ」

　湊みなと山やま先輩が苦笑いしながら言う。

「声も出てたし、よかったと思うよ」

　一いち之の瀬せ先輩も頷うなずいた。

「よっしゃ！　どうだ、真ま帆ほ！」

　神門はわたしの方を見てにかっと笑った。

「いい加減に呼び捨ては止やめてください」

　わたしは何度となく繰り返してきた注意をここでもする。だけど、胸の中ではもうすぐ自分に回ってくる拷問への恐怖でいっぱいだった。

「それじゃあ、次は空そら口ぐちさん」

　一之瀬先輩に指名されて、体をびくっと震わせる。

「わ、わたしもやるんですよね……」

「最初は小さな声でもいいからやってみよう。こういうところから、舞台に慣れていかないと」

　優しい物言いだが、一之瀬先輩の言葉には反対を許さない強さがあった。

　ここで逃げたのでは、演劇部にいられなくなってしまうかもしれない。わたしは覚悟を決めると、嫌がる体に命令して階段へと向かった。

「とりあえず、体育館には誰だれもいないと思ってやってみるといいよ」

　雛ひな浦うらさんの前を通るときに、こっそりとアドバイスをしてくれた。だけど、そんな自己暗示で解決できるほど、わたしの恥ずかしがりなハートはやわではない。一歩進むごとに、体が重くなり、関節が曲がりにくくなっていく。体が石化してしまったのではないのか、と思うほどに、わたしの精神の一部は二階に上がることを拒んでいた。

　大丈夫よ、空そら口ぐち真ま帆ほ。

　自分で自分に語りかける。

　小さな声でもいいじゃない。やってみないことには始まらないわ。

　妄想で作り出したポジティブな自分の台詞せりふを信じ、わたしはようやく階段に足をかけた。

　ゆっくり、一歩一歩踏みしめて上る。頭の中では、どんな曲を歌おうかと必死で考えた。わたしがみんなの前で歌える曲……。最後まで歌詞を知っている曲……。

　一つの曲が頭に浮かんだ。

　あまり明るい歌ではないが、仕方がない。わたしは二階の通路に出ると、大きく息を吸った。

　照明に照らされたフロアを見下ろす。

　何人もの生徒が忙せわしなく動き回っている。全部で五〇人ほどいるだろうか。その中の何人かは、次の歌手の登場に気づき、こちらに注意を向けた。

　様々な音や声が体育館に満ちている。これならば、わたしの声などあっという間に紛れて判別不能になってしまうだろう。

　それなら恥ずかしくないかもしれない。

　わたしはステージの方を一いち瞥べつし、あんまりない胸いっぱいにもう一度大きく息を吸った。

「演劇部二年。空口真帆」

　わたしは大きな声を出したつもりなのだが、前の二人に比べるとかなり小さな音量にしかならない。これではいけない、と思う一方で、これくらいの音なら雑踏の音の洪水にのまれてしまい、誰だれも聞くことはないだろう、という安心感があった。

　曲名を紹介し、さっさと歌って終わりにしてしまおう。今日は上う手まくできなくても、この練習を繰り返して、みんなの前で大きな声を出すことに慣れていけばいいじゃないか。

　わたしが自分を甘やかし、曲名を告げるために口を開いたその時、バスケ部とバレー部のキャプテンが同時に笛を鳴らした。それぞれ、次の練習に移るために、一度練習を中断してキャプテンのところに集まるのだ。

「曲名は、ドナドナです」

　勢いを止められなかったわたしの言葉は、静まり返った体育館に空むなしく響いた。

　全ての人間がこちらに注目を向ける。バスケ部とバレー部の部長も、こちらを見たまま次の練習の説明を始めなかった。

　わたしの暗く陰いん鬱うつな歌声は、フロアで次の練習の説明のＢＧМとして悲しく奏でられた。

　宮みや脇わきさんの不幸がうつってしまったのだろう。わたしは、どこかへ荷馬車で運ばれてしまいたい気分になりながら歌い続けた。





　死にたいと思ったことは何度もある。だけど、具体的な方法まで視野に入れて検討することは稀まれだった。

　ほら、目の前に線路があるじゃない。

　飛び込めば、すぐ楽になれる。

　全ての因果から解放される。

　あらゆる過去から解き放たれる。

　……あの晒さらし首の刑を忘れられる。

「真ま帆ほちゃんの歌は情緒がありますよね」

　西の空が茜あかね色いろに染まっている。わたしと三み癒ゆ先輩はローカル線の駅にいた。わたしたちは電車通学なので、いつも一緒に帰るのだ。三癒先輩は、いつもどおり登山にでも行くような巨大なかばんを背負っていた。可能ならば、わたしもそのかばんに詰め込んでもらって、バスケ部やバレー部の部員の目から守ってほしかった。

　わたしはドナドナを歌いきった。この度胸は、本当に賞賛してほしい。だが、その代償はあまりにも大きかった。わたしはきっと『ドナドナ女』みたいなあだ名をつけられているに違いない。『黒魔法』というあだ名も嫌だが、そちらも嫌だ。

　おんぼろの二両編成の電車が駅に着いた。このさびついた旧世紀の乗り物では、わたしを殺すことはできないかもしれない。本当にそう思ってしまうほど、電車は悲愴なボディを露呈していた。

　仕方なく、電車への飛び込み自殺を諦あきらめて、わたしは三癒先輩と一緒に電車に乗り込んだ。

「待ってください！」

　電車のドアが閉まろうとしたとき、車外から大きな声が聞こえた。

「乗ります！」

　頭に包帯を巻いた少女が走ってくる。それは、宮みや脇わきさんだった。彼女は猛烈な勢いで電車の入り口に向かって駆け込んできた。

　ぎりぎりのところで車内に滑り込むと、宮脇さんは肩で息をする。

「み、宮脇さん？」

　わたしが声をかけると、宮脇さんは苦しそうにしながらも無理矢理つくった笑顔を見せてくれた。

「お！　真帆ちゃんさん」

　その呼び名で定着したのか。わたしが苗みよう字じを教えた意味は何だったのだろうか。

「弥生やよいちゃん、大変そうですね。綺き麗れいだから、これを使ってください」

　三癒先輩がかばんからタオルを差し出した。宮脇さんはそれで汗を拭ふいた。わたしが練習に参加する前に、三み癒ゆ先輩は宮みや脇わきさんを弥生やよいちゃんと呼ぶくらいまでは仲良くなったらしい。

「弥生ちゃんも電車通学なんですか？」

「はい。そうなんです」

　聞くところによると、彼女はわたしや三癒先輩よりも手前の駅で下車するらしかった。

「それにしても、今日は災難でしたね」

　三癒先輩は宮脇さんの包帯を見ながらしみじみという。

「大丈夫です。これくらいのことはしょっちゅうですから。わたし、不幸女なんですよね」

　朗ほがらかに言っているが、自分の不幸をここまで堂々と語るのもすごいな。わたしたちは空いている座席に、三人一列になって座った。

「ちっちゃい頃ころから、いつもそうなんですよね……」

　そこから、宮脇さんの不幸伝説が続いた。雛ひな浦うらさんから聞いていた話の他ほかにも、彼女がいかに不幸であり、運がないかというエピソードをいくつも聞かされた。驚いたのが、彼女のジャンケンの弱さだった。ジャンケンの勝敗は運に依存するはずだ。だから、勝つか負けるかは二分の一のはず。ところが、わたしと宮脇さんが勝負したところ、わたしの十戦十勝だった。アイコさえない。わたしの純粋なストレート勝ちだった。恐るべし、宮脇弥生。

　だけど、本当にすごいのは、彼女がそういった話を楽しそうに話すところだった。彼女は自分が薄幸だと語りながらも、その運命に対して少しも絶望していなかった。むしろ、その話を自分のネタにしている節すらある。

　強いと思った。わたしは、自分の欠点を棚に上げて、色々な人を恨んだりしていた（今でも一部にその頃の面影があるけど）。ところが、宮脇さんは周りを恨むことをせず、自分の運命を悲観することもなく、豪快に笑っているのだ。その姿は本当に強さを感じさせた。

　宮脇さんが下車する駅がやってきた。宮脇さんとまともに喋しやべったのは初めてだったが、わたしは彼女のことが好きになっていた。確かに、クラスにすぐに溶け込んだのも頷うなずける。彼女の強さや素直さは、一緒に話していて気持ちのいいものだった。

「それじゃあ、わたしはここで降ります」

　駅名がアナウンスされると、宮脇さんは座席から立ち上がった。

「じゃあね、真ま帆ほちゃんさん」

　宮脇さんはわたしの前を通るときに、わたしに笑顔で言った。

「はい。さようなら」

　わたしが無味乾燥な挨あい拶さつを返す。本当はもっとちゃんとした挨拶をしたいのだが、どうしても口から出るのは、つっけんどんな言葉だけだった。自分のコミュニケーション能力の低さが憎い。

　夕焼け空が電車の窓から見える。

　斜陽は緩やかに流れ込んでいた。

　夕焼けは赤い。

　そうだ。その光は赤いはずだ。

　窓の外には青い空が広がっていた。

　戦せん慄りつする。

　おかしい。

　それは爽さわやかな青空ではなかった。もっとどろどろした、深く濁った青だ。

　この気配。この感じ。この雰囲気。この空気。この感触。この匂におい。この色。

　思い出したくもない感覚。

　電車のドアの前で、ドアが開くのを待っている宮みや脇わきさんから、わたしは確かに感じ取った。

　これは悪魔だ。悪魔が近くにいるんだ。

　――悪魔が出たらしいから。

　永なが音ね先生の言葉がフラッシュバックする。

　まさか。

　だけど、彼女の不幸が悪魔の仕業ならば、それも納得がいくのではないのか。

　電車のドアが開く。宮脇さんが降りた。

　彼女は少しだけこちらに顔を向ける。その顔は青白く見えた。

　彼女に追いついて、悪魔のことを訊きかなくちゃ。咄とつ嗟さに出てきた思考を、冷静で慎重な自分が押し込める。

　ここで追わなくちゃ、次はないかもしれない。衝動にも近い提案を、冷徹で臆おく病びような自分が否定する。

　電車を降りた宮脇さんの頭上に、青い炎の片へん鱗りんが見えた。

　間違いない！　悪魔だ！　宮脇さんを宿主にしている悪魔がいるんだ！

　ばねのように体をはねさせて、電車から飛び降りた。考える前に、体が動いてしまった。

「わわ！　どうしたんですか、真ま帆ほちゃん」

　驚く三み癒ゆ先輩を無視して、わたしは宮脇さんに突進した。

　空一面を覆うほどに、青い炎は広がっている。これだけの異常事態に誰だれも気がつかないということはないだろう。きっと、わたし以外の人間には、何も見えていないんだ。

　永音先生の言ったとおり、悪魔に一度会わなければ、悪魔の存在を察知することはできないのだろう。

　上を見る。そして、しっかりとその姿を目に焼きつけた。

　わたしの体は凍りつく。

　悪魔なんか二度と見たくなかった。

　青い炎に包まれた姿。

　大きな翼。

　短く鋭い嘴くちばし。紅ぐ蓮れんの瞳ひとみ。

　漆黒の爪つめ。

　それは、巨大な鳥であった。だが、これは悪魔なのだと直感する。

　その青い鳥は羽ばたくことをせず、邪悪な炎を身にまとい中に浮かんでいた。羽は広げているが、それは揚力を生むためではなく、妖よう力りよくを生むために広げているようだった。

　足が竦すくむ。

　わたしが以前契約した悪魔よりもずっと大きい。そして、なんだかんだで結局は小悪魔だった前回の悪魔よりも、ずっと大きな威圧感を持っている。

　宮みや脇わきさんは、わたしに気づかずに改札を通ってしまった。青い鳥も、静かに彼女の頭の上をついていく。

　追わなくちゃ。

　足を説得する。



    

  
    
      



    

  
    
      　彼女から悪魔を引き離さなくちゃ。

　勇気を奮い立たせる。

　――気がつくと、空は赤い夕焼けに戻っていた。宮みや脇わきさんの姿が見えなくなって、わたしはようやく第一歩目を踏み出した。そこで、自分が体中から汗を出していることに気がついた。

　どうして、こんなに怯おびえているんだろう。

　やはり、前回の悪魔と、あの鳥の悪魔とでは質からして違う。禍まが々まがしいその炎の揺らぎ方には、暴力的な動きが感じられた。

　体が危険を感じている。本能がストップをかけている。

　わたしが悪魔と契約したとき、わたしは悪魔の様々な囁ささやきに惑わされた。最後は激痛の苦しみも味わわされた。同じ思いを宮脇さんにさせちゃいけない。

　二歩目、三歩目とわたしの体は加速していく。改札で定期券を提示したときには、宮脇さんに追いつこうと走り出していた。

　駅は、田舎のローカル線の駅のわりには、それなりの繁華街に面した場所にあった。そのため、学校帰りの他校の学生や、スーパーの袋を持った主婦の姿はいくらでも見つけられた。だけど、肝心の宮脇さんの姿は見あたらなかった。

　わたしは空を見上げる。青い鳥の発する光が見えれば、それを追いかければいい。僅わずかに青い光が見える方向へと全力で駆け出した。今日の部活で体力はほとんど使い果たしているため、三分も走るとすぐにへとへとになった。それでも、もつれる足を少しでも早く動かそうと努力する。

　しかし、青い光はだんだんと遠くのほうへ去っていき、ついに見えなくなってしまった。

　見失った。

　わたしはその場に座り込みそうになるのを我慢して、すぐ近くにあった公園のベンチに腰掛けた。まだ息が荒いのは、走ったせいだけじゃない。

　まだ、体が僅かに震えている。

　わたしは怖がっているのだ。

　その震えが収まり、体力が回復するまで、わたしはベンチにただ座っていた。





　家に着いたのは、日も落ちて随分暗くなってからのことだった。

「不良！」

　わたしに向けられた最初の出迎えの言葉は、妹が発したその言葉だった。

「うるさい」

「部活が終わってから、どれだけ道草くってたのよ。まさか、彼氏とあんなことやこんなことを……」

「屠ほふるぞ」

　その言葉を聞き、一瞬きょとんとした妹だったが、しばらくして言葉の意味に気がついたのか、かつてないスピードでわたしの前から姿を消した。

　わたしの家は集合団地の一角にある。長い坂を上りきった先の一軒家。それが空そら口ぐち家の邸宅だった。その家に住んでいる家族は四人。先ほどいきなりわたしを侮辱した妹が現在中学三年生。部活動ばかりやっていてろくに勉強をしてこなかった愚か者で、現在は部活動の推薦入試と学力による一般入試の両方を視野に入れて勉強中。この愚妹は、妹のくせにわたしよりも背が高いのが生意気だ。あと、妹のくせに彼氏がいるのも生意気だ。

　両親はともに健在で、共働きをしている。無駄に仲のいい夫婦で、子どもを置いて二人だけで食事や旅行に行くことが月に数回ある。異常に仲が悪いよりかは平和なのかもしれないけれど、過ぎたるは及ばざるが如ごとし、という言葉をぜひとも贈りたい夫婦であることは間違いない。

　そんな家庭で、わたし空口真ま帆ほはすくすくと健全な黒魔法少女として育ったのだ。

　わたしは二階にあがる。そこには、姉妹共同の部屋があった。わたしが部屋に入ると、妹の夏なつ樹きが怯おびえた表情でこちらを見た。

「今日のが、今までの中で一番怖かった」

「ほう。随分と賢くなったな」

　わたしは荷物を置くと、自分の勉強机の椅い子すに座った。部屋は十二畳の広さで、机とベッドが二つずつある。その他ほかに本棚や小物入れ、洋服ダンスやＣＤラックなど、様々なものが部屋に溢あふれているが、そのほとんどは夏樹のものである。そのため、この部屋もほとんど夏樹が占領しているようなもので、わたしのものが置いてあるスペースは僅わずかしかない。これは、純粋にわたしのものが少ないというのも原因の一つなのだけれど、もっと大きい原因は、夏樹がとにかく片付けをしないというところにある。だから、色々なものが部屋の床に散らばっているのだ。しかも、それをわたしが踏みつけると、夏樹は怒るのである。踏まれたくないのなら床にばら撒まくな！　といつも思っている。というか、実際に口に出して怒鳴っている。

「てか、本当に何をしてたの？」

「ちょっと、降りる駅を間違えたの」

　いつもと違う駅で降りたのは本当だ。

「そう……。そういう病気って、お姉ちゃんくらいの年齢でもなるもんなのね……」

「ちょっと待て。お前、どんな病気を想像しているんだ？」

「言ったら屠られる」

「言わなくても同じだ！」

　それを聞くと、夏なつ樹きはきゃー、と嬉うれしそうに部屋から逃げ出した。どうやら、この言葉にも免疫ができてしまったらしい。あの愚妹を驚かせるための、もっとおぞましい言葉を考えなければいけないな。

　部屋に一人になったわたしは、もう一度、宮みや脇わきさんのことを考えた。

　もしも、宮脇さんの不幸が悪魔によるものならば、絶対に助けてあげなくちゃいけない。

　……いや、待てよ。そういえば、宮脇さんの猛烈な不幸が始まったのは、今日や昨日の話ではないはずだ。今日の電車の中での話を聞く限り、彼女は生まれた瞬間から運がなかったようだった。そうなると、最近発見された悪魔と、彼女の不幸との間に関連性を見つけるのは難しいのかもしれない。

　それに、もう一つ気になることがあった。それは、悪魔との契約である。

　わたしの前に現れた悪魔は、わたしに契約を持ちかけた。そして、その契約を違反させることによってわたしを追い詰めた。全ての悪魔が同じ手段を使うかどうかは知らないけれど、もしも宮脇さんについている悪魔が同じように何か契約の条件を出しているとしたら、それは何なのだろうか。人に害悪を与えるような条件かもしれない。

　心配の種は尽きない。

　だけど、わたしがここで心配していても仕方がないのも事実。

　わたしは考えるのを一時中断して、一階に下りた。一階にはリビングと両親の寝室などがある。わたしがリビングに入ると、すでに夕食の支度が整っていた。

「遅いじゃない」

　母親が最後の皿をテーブルに運びながら言う。

「うん。ちょっと、色々とあってね」

　わたしはそれだけ言うと、いつも自分が座っている席に着いた。

「お父さん、ちょっと遅くなるらしいから先に食べちゃいましょうか」

　母親はそう言って、自分の席に着いた。夏樹は既に席に着いていた。

「いただきます」

　夏樹はそう言って、勢いよく食べだした。わたしもゆっくりと食事を始める。

「どうしたの、元気がないじゃない」

　母親がわたしの方をちらりと見た。基本的にわたしは家では元気だ。学校で溜ためた邪気を家で晴らすため、わたしは家で大暴れすることが多い。あ、別にドメスティックバイオレンスはしないよ。もっと陰険で安全なやつね。

「別にどうもしないよ」

「今月はまだだっけ？」

　わたしは口にした味み噌そ汁しるを噴き出しかけた。

「食事中に嫌な話しないでよ」

「嫌な話？　これくらいのことで騒がないでよ」

　わたしは母親を睨にらむ。

　わたしの母親は、ある意味で夏なつ樹きよりも厄介な人物だった。とにかく、遠慮やデリカシーというものがなく、どんなことにでも踏み込んでくる。一方で、寛容で理解があるという面もあるのも事実なんだけどね。普通、自分の娘が魔法や呪のろいの勉強を始めたら止めるのが、一般の家庭の常識的な判断なのだろうけど、うちの場合は、極めるところまで極めてみなさい、が結論だった。しかも、両親揃そろって。それじゃあ常に自由放任かというと、やたらと束縛するところもあるし、よく分からない親だった。

　わたしは食事を終えると、自分の食器だけ流し台に運び、部屋に戻ろうとした。

「真ま帆ほ」

　そこで、母親に呼び止められる。

「なに？」

「あんた、部活を始めたんだってね。夏樹から聞いたんだけど」

　おお。そういえば、夏樹には話していたが、両親には言っていなかったな。

「始めたよ」

「何でそういうことを言わないの！」

　母親が突然怒鳴った。わたしはいきなりのことに驚いて目を丸くする。

「いや、その、話す機会を逸したというか……」

「今日みたいに帰ってくるのが遅くなるんだから、心配するでしょ！」

　母はぴしゃりと言い放つ。自分たちは当たり前のように夫婦で外食して遅くに帰ってくるのに！　わたしはむっとしてリビングから無言で立ち去った。背中に届く母の声を閉めるドアでブロックして、わたしは二階へと戻った。

　わたしには考えなくちゃいけないことがあるんだ。

　腹の中でそんな考えが生まれた。

　悪魔のこと、宮みや脇わきさんのこと、一いち之の瀬せ先輩のこと……。それらは、誰だれにも言えない、わたしだけが抱え込んでいる問題だ。それで切羽詰まっているのだから、多少母親に冷たい態度をとっても仕方がない。わたしはそんな風に考えながら、どうやって宮脇さんに話を切り出そうか考えた。





　見事な五月さつき晴ばれ。昨日、綺き麗れいに夕焼けが見えただけのことはある。わたしはそんな爽さわやかな陽気の中を、揺らぐ心で学校を目指していた。

　結局、一晩考えたけど宮脇さんになんて声をかければいいのか分からなかった。なんにせよ、一度永なが音ね先生に相談しよう。そう思って、いつもよりも早く学校へと向かっていた。

　登校時間前だから学校近くの駅には学生の姿はない。わたしは一人で電車から降りて、一人で歩いて校門を通る。

　まだ、誰だれも生徒が来ていないであろう学校。わたしが生徒玄関に入ろうとしたとき、予想外の人物を見つけた。

　それは、永なが音ね先生だった。

「お、おはようございます」

　化学準備室の掃除の件があったため、永音先生が早めに来ているだろうという予想はしていたが、まさか生徒玄関の前で出会うとは思っていなかった。わたしは驚いて口ごもってしまった。

「おはよう、真ま帆ほちゃん」

　永音先生はいかにも待っていました、というように、腕組みをして仁王立ちをしている。今日の格好は、紫のラメ入りのタンクトップにデニムのミニスカート。これで高校教師だというのだから世も末だ。

「どうしたんですか。こんなところで」

「真帆ちゃんを待っていたのよ。報告したいことがあるの」

　嫌な予感がする。そして、その予感は大抵当たる。

「何ですか……」

　心の準備はできていなかったが、ここで引っ張ってもしょうがない。

「まず、第一点。今回の悪魔に関して。今回の悪魔は前に真帆ちゃんを騙だました悪魔よりも、ちょっと強力な奴やつらしいわ。ちょっと注意が必要ね」

　それは肌で感じていた。わたしの体に昨日の恐怖がにわかに蘇よみがえる。

「そして、二点目。こっちは未確認なんだけど、一連の悪魔事件には関連性があるみたいなの」

「一連の悪魔事件？」

「真帆ちゃんが契約した悪魔、そして今回の悪魔。まぁ、裕ひろ貴き君の件は完全に偶然でしょうけど」

　わたしが前に契約した悪魔と、今回の悪魔にどんな関係があるというのか。

「どういうことですか？」

「アスガルズが全力で調査をしているから、もう少しで詳しい情報も得られると思うんだけど、どうやら他ほかの悪魔が前回と今回の事件に関与しているらしいのよ。黒幕というか、なんというか、そういう奴がいるみたい。まぁ、わたしもよく分かんないのよねぇ」

　そう言って、永音先生は気だるく微笑ほほえんだ。

　黒幕……。悪魔を操る黒幕というと、魔王みたいな奴なんだろうか？

　めっちゃかっこいいじゃないですか。

　うっとりしてしまう。わたしの頭の中には、巨大な怪獣のような姿が想像された。そんな奴やつを召喚して使役できたら、どんなに素敵だろう。口から吐き出された暗黒の炎は街を燃やしつくし、豪腕から振り下ろされる槍やりは大地を切り裂く。その足跡からは疫病がわきだし、全ての人々は絶望の淵ふちへと追いやられる……。

　はう！　わたしは自分の妄想を止める。いかんいかん。これでは、昔のわたしのキャラと同じではないか。わたしは首を何度か振って、頭から悪い想像を追い払った。

「フケを落としてるの？　お風ふ呂ろに入ってるぅ？」

　永なが音ね先生が、何か可か哀わい想そうなものを見るような目でこちらを見る。

「違います！　それより、わたしもちょっと報告したいことがあるんです」

　わたしはコホンと咳せき払ばらいをする。

「悪魔を見つけました」

　わたしがそう言うと、永音先生は目を大きくした。

「悪魔を？　本当に？」

「はい。この学校の中の生徒に悪魔の宿主がいます」

「それは、トウダイ下暗しだったわねぇ」

　かつて永音先生は、トウダイ下暗しの意味を、東大のような難関大学を受験するときほど単純なケアレスミスに気がつかないものだ、という風に説明していた。かなり大きな勘違いをしているが、大筋では間違っていないような気もするので、そのままにしておいた記憶がある。

「しかも、それはうちのクラスの生徒です」

　そこで、永音先生の目が細くなる。

「誰だれ？」

「宮みや脇わきさんです」

　わたしは断言した。

　永音先生は黙っていたが、しばらくすると目を閉じて眉まゆをひそめた。

「それ、本当？」

「間違いないと思います」

　確かに、わたしは宮脇さんの頭の上を飛ぶ、青い鳥型の悪魔を見た。

「そうだとすると、ちょっとまずいかもしれないわね」

　まずい？

「どういうことですか？」

「いや、契約の内容よ。悪魔が契約に持ち出すのは、必ず何が起こっても自分にとって有利に働くものばかりなの。となると、今回の契約はきっと……」

　わたしには話が全まつたく見えてこなかった。

「でも、捜査に予断は禁物よね。うん。よく気づいたわ、わたし！」

「あの、どういうことか全まつたく分からないんですけど……」

　真面目まじめな顔が一変、永なが音ね先生はいつものだらしない笑顔に戻った。

「とりあえず、真ま帆ほちゃんが今からすべきことは決まってるわん」

　きっと、宮みや脇わきさんと話し合うことだ。休み時間とか、いくらでも話すチャンスはあるはず。

「化学準備室の掃除ね」

　……本当に、このボケ天使の羽を毟むしって、焼き鳥にしてやろうか。





　永音部屋の掃除を一段落させると、わたしは窓から外を眺めた。四階のこの部屋からは、校門から生徒玄関へと向かう、高校のメインストリートが見下ろせた。合あい服ふくを身にまとった生徒たちが、続々と登校している。その中で、わたしは一いち之の瀬せ先輩を見つけた。こんなに距離が離れているのにすぐに分かった。

　一之瀬先輩は、わたしの知らない男の人と一緒に歩いていた。

　ただ、遠くから見つけただけなのに、わたしは鼓動が速くなるのを感じた。



    

  
    
      



    

  
    
      　自分でも、自分がおかしいと思う。ちょっと前の自分に今の自分を見せたら、きっと呪のろい殺されていたに違いない。だけど、今わたしが感じている気持ちに嘘うそはない。

　わたしは純粋に、本当にただ純粋に一いち之の瀬せ先輩が好きなのだ。

　窓から体を乗り出して、一之瀬先輩に挨あい拶さつしようかな。だけど、ここから一之瀬先輩に声をかけるとなると、かなり大声を出さなくちゃいけないことになる。それは、恥ずかしい。結局、わたしは窓を閉め、一之瀬先輩が見えなくなるまで彼の姿を追った後、大人おとなしく教室に戻ることにした。

　廊下を歩き、自分の教室を目指す。化学準備室と同じ階にある生徒会室の前を通るとき、わたしはあまり会いたくない人物に遭遇してしまった。

　銀縁眼鏡をかけ、その奥から鋭い視線を放つ少女。キャリアウーマンみたいにきっちりまとめられた髪の毛と、完かん璧ぺきに整った身だしなみ。性格はきつそうだけど、どこに出しても恥ずかしくない優等生。わたしがある意味で一番苦手なタイプ。

　それは、生徒会の副会長だった。どんな理由なのかは知らないが、生徒会はやたらと演劇部に対して嫌がらせをしてくる。入学式のときも、その陰湿な嫌がらせを受けながらやる新入部員獲得運動は大変だったのだ。

　わたしは下を向き、副会長と目を合わせないように、こっそりと生徒会室の前を通り過ぎようとする。しかし、部屋の前で誰だれかを待っている様子の副会長に、見つからないわけがなかった。

「あら、あなた」

　わたしはびくっと体を震わせる。俯うつむきがちな顔をさらに俯かせ、聞こえない振りをする。

「演劇部の二年生ね？」

　わたしは早足気味に廊下を歩く。大丈夫、あれはわたしに言っているんじゃない。わたしに言っているんじゃない。わたしに言っているんじゃない……。

「空そら口ぐち真ま帆ほ！」

　生徒会室の前を通り過ぎたところで、甲かん高だかく威圧的な声が突然名前を呼んだ。

「はい！」

　わたしは思わず背筋を伸ばして返事をしてしまった。ゆっくり振り返ると、副会長がロボットみたいな無機質な表情でこちらを見ていた。

「ど、どうも」

　わたしは軽く会釈をする。顔と名前を覚えられてる……。

「あなた、こんな時間にここで何をしていたの？」

「化学準備室で、ちょっと……」

「化学準備室は生徒は立ち入り禁止のはずです」

「いえ、そうなんですけど、先生に頼まれて、掃除をしていたんです」

「先生？」

　副会長が眉まゆをひそめる。端正な顔立ちをしているのだが、どうしても攻撃的な性格が前面に出てしまい、臆おく病びようなわたしはその顔を直視できない。

「誰だれですか？」

「えっと、永なが音ね先生です」

「ああ、あの人……。まったく、生徒を勝手に使って、あの部屋を掃除させるだなんて、規則に違反しています」

　わたしは自分が怒られているような気持ちになって、体を小さくした。

「今後は、先生の命令だったとしても、生徒立ち入り禁止の区域に入る場合は、生徒会もしくは職員会の許可を取ってください」

「はい……」

　わたしは大人おとなしく返事をした。本当はそんな面倒なことはしたくないのだが、ここで反抗すればもっと面倒なことになりそうだ。

「お待たせ」

　わたしの背後から声がした。

「いえ、わたしも三分四十二秒前に来たところです。わたしの中で、待つの定義は五分以上の待機ですので、待っていません、会長」

　副会長が眼鏡を直しながら時計を見る。

　会長？　うちの高校の生徒会長か。

　わたしは振り返って、その顔を確認する。

　生徒会選挙の立会演説会で、わたしはたしかに会長の姿を見ている。だけど、それは体育館の後ろの方からステージに立つ姿を眺めただけで、間近で会長の姿を見たことはなかった。

「君は？　うちに何か用事？」

　柔和な声だった。

「いえ、生徒会には用事はありません」

　わたしは首を振りながら一歩下がった。

　わたしは人見知りが激しい。だけど、会長から離れた理由は、それだけじゃない。

　わたしだって女の子だ。かっこいい人を見たら、よく見てみたいな、くらいは思う。だけど、あまりにもかっこよすぎると、飛びつくのではなくて一歩引いてしまうのだ。

　一いち之の瀬せ先輩よりも背が高く、髪も長い。何かのスポーツをやっているのか、肩幅が広く、腕も太かった。だけれど、全体としてはしなやかなイメージを受けた。凛り々りしい瞳ひとみと整った眉。綺き麗れいな肌に白い歯。雰囲気は一之瀬先輩に似ているのだが、彼よりも逞たくましく見える。

　これが、うちの学校の生徒会長なのか。

　生なま唾つばが出た。なんだか、テレビに出てくる芸能人が目の前に現れたみたいだ。

「あ、あの、それじゃあ、わたしはこれで！」

　見ているだけで恥ずかしくなる。わたしは駆け足で生徒会室の前から飛び出した。

　世の中に、あんなにかっこいい人がいるのか……。目の保養になったかも。

　わたしは自分の教室までノンストップで走りぬけ、ぜぇぜぇいいながら、教室に入った。既に、教室にはたくさんの生徒たちが集まっていた。

　そして、そこには宮みや脇わきさんもいた。わたしは激しく運動する心臓を押さえながら、宮脇さんの姿を見て、鼓動が再び速くなるのを感じた。

　学校に悪魔はついてきていないらしい。

　だけど、昨日は駅で確かに見てしまった。

「おっはようさん！」

「はうあっ!?」

　わたしは背中を叩たたかれて、いつもみたいに悲鳴をあげた。

「ははは！　朝から元気だねぇ」

　学習しない女、大おお河内こうちだった。わたしはただでさえオーバーヒート寸前の心臓に、更なる負担を与えてくれた大河内を睨にらみつける。心の中では、三日以内に病気になる呪じゆ文もんを何度も唱えた。

「どうしたの、宮脇さんが気になる？」

　大河内は、いつものがさつな大声でわたしに話しかける。

「別に、気になりませんけど……」

「そういや、昨日は一緒に弁当食べてたね」

　こいつ、ちゃんと観察しているな。大河内はクラスの誰だれと誰が仲良しで、誰と誰がケンカしているか、といったクラス情勢というかパワーバランスを調べる能力に長たけていた。

　まぁ、結局はそういう奴やつがクラスの中心になるのだと思う。

「そうですけど、だからといって、別に気になるわけじゃありません」

「わたし以外の女の子と仲良くしないでよっていう嫉しつ妬と？　空そら口ぐちさんって、そっちの気があるの？」

　大河内はげらげらと笑った。本人は最高級のギャグを放ったつもりなのかもしれないが、わたしは少しも笑えない。ふつふつとわき上がる殺意を冷凍保存することだけに専念していた。いつか、この気持ちがレンジで解凍されたら、きっとこの街には血の雨が降り、内臓の雹ひようが落ちることになるぜ。げへへ。そんなことを思いながらも、無表情で大河内を見つめるわたしだった。

　それに、もしもそっちの気があるとしたら、宮脇さんの方がよっぽど怪しい気がする。

　まぁ、あんまり人のことを勝手に想像するのはよくないと思うけど、昨日の雛ひな浦うらさんに対する態度は、ちょっと行き過ぎていた気がする。ああいう愛情表現をする人なのかもしれないけどね。

　わたしは大おお河内こうちを無視して自分の席に着く。そして、かばんを置くと、意を決して宮みや脇わきさんのところに向かった。何人かの女子が宮脇さんの机に集まって何か話をしている。わたしは、そういう状況の中で話に割ってはいるのが苦手だ。どうしても、輪の外で話が一通り終わるまで待ってしまう。しかし、女の子の会話において、話が一通り終わるなどという現象は起こらない。つまり、わたしは永遠に会話に入れない。いつも、そんな感じだ。

　だけど、今日は違った。

「あ、真ま帆ほちゃんさん、おはよう」

　宮脇さんが、近づいたわたしにいち早く気づいて声をかけてくれたのだ。周りの女の子もわたしに挨あい拶さつをする。わたしは感動してしまった。

　人にこんなに優しくされたことはあまりない。挨拶くらいされるだろう、と思うかもしれないけれど、わたしにとってこんな何気ないことですらもちょっとした感動の対象になるのだ。やっぱり、宮脇さんはいい子だなぁ。だけど、応こたえたわたしの挨拶は、蚊かの羽音くらいの音でしかなかった。

「あ、あの」

　わたしはがんばって宮脇さんに話しかける。どうやって悪魔の話題を切り出せばいいのか、まだ分かっていない。だが、話さなければならない内容であることは間違いない。

　周りの女子もわたしに注目する。自分の体温が上昇するのが分かる。背中に嫌な汗が流れた。

　自分はネクラで内気な少女から、少しは変わったと思っていた。だけど、それは一部の人間の前だけの話だった。普段から話さない人の前では、前のネクラ少女のままだ。

　言葉が出てこない。

　これじゃ挙動不審だ。

　そう思えば思うほどに、体は言うことをきかなくなった。

「何の用なの？」

　周りの女子が言った。その言葉には、少し攻撃的なニュアンスが含まれていた。

　わたしはうつむいて、思考を停止させた。

　もう、嫌だ。ここから逃げ出したい。今日を最初から全部やり直したい。というか、人生を最初からやり直したい。

「大丈夫だよ。どうかしたの？」

　救いの手が差し伸べられた。一度はフリーズした脳が再起動する。わたしの目に初めに映ったのは、宮脇さんの優しい笑顔だった。

「わたしに何か話があるの？」

　宮脇さんは小首をかしげる。わたしは小さく深呼吸をして、切り出した。

「悪魔とかに興味ある？」

　周りの女の子に配慮しつつ核心に触れる、完かん璧ぺきな質問だった。だが、その言葉はその場にいた全ての人間の目を丸くさせた。

　黒魔法がやっちまった。漫画だったら、全員の頭の上にそんな吹き出しが出てきそうな雰囲気だった。

「え、えっと……。あんまり、ないかな」

　宮みや脇わきさんは苦笑いを浮かべて、そう言った。わたしは自分がした恥ずかしい質問を心の中で反はん芻すうし、それがどれだけ場違いだったのかを反省した。

　顔が赤くなる。目が潤む。先ほど以上にいたたまれなくなる。

「だけど、天使には興味あるよ」

　宮脇さんが続けた。

　天使。

　わたしが知っている天使は、自己中心的なバカ天使だ。

　わたしはその天使のことを思い出し、自分がそいつにこき使われて今のような質問をしたのだと思い出すと、ますます気が滅め入いった。

「そうですか……。ごめんなさい」

　わたしは真っ赤にした顔を下に向けて、逃げるように宮脇さんから離れた。

「知ってた？　幸せの鳥の正体は天使なんだよ」

　宮脇さんが近くの女の子にそんな話をしているのが聞こえた。幸せを呼ぶ鳥が天使か。

　確かに普通の天使ならば、その羽に幸せを背負ってやってきてくれるのかもしれない。だけど、わたしに運ばれてくるのは災厄と面倒ばかりだ。

　わたしはただ黙って、自分の席へと戻った。

　はぁ、朝からとんだ恥を晒さらしてしまった。

　わたしは脱力しておでこを机にくっつけた。ああ、眼鏡がないとこういうときは楽ね。

　外さなくていいもんね。フフ……。

「おはよう」

　わたしの精神が世界から切り離された空間に逃げ込んでから数分後、わたしを現実世界へと引き戻す声がかかった。

「とりあえず、元気ないね」

　雛ひな浦うらさんだった。わたしは力なく挨あい拶さつを返す。

「大丈夫？」

「それなりに」

　わたしの声は、きっと少しも大丈夫そうではないと思う。

「体調不良？」

「精神不良です」

　わたしは真面目まじめに言った。しかし、雛ひな浦うらさんはそれを冗談だと解したらしく、安心したような表情になった。

「ところで、今度の日曜日は暇？」

「日曜日ですか？　暇ですけど」

「演劇部の女の子だけで、買い物に行こうと思うんだけど、空そら口ぐちさんも一緒にどう？」

　買い物……。それは、きっと服とか、アクセサリーとかそういった類たぐいのものを買いにいこうという誘いなのだろう。わたしのイメージする買い物、つまり藁わら人にん形ぎようやお札や魔道書を購入する買い物とは違うはずだ。

　……どうしよう。

　はっきり言って、わたしの私服の趣味は飛びぬけている。一般の人が、イメージする暗くて地味な女の子の服装に、ダークでコアな黒魔法色を付け加えたら、わたしの私服が出来上がる。

「日曜日は暇だけど……」

　わたしは遠慮しておくよ。そっちの方が、みんなのためだ。

「じゃあ、小こ清し水みずの広場に朝十時に集合ね」

「あうぅ……」

　反論は許されなかった。わたしは頷うなずいて、その日にどんな服装をして、店ではどんな服を選べばみんなが驚かないかを考えた。



　なんだか、悩み事がどんどん増えている気がする。若い頃ころの苦労は買ってでもしろ、というけれど、わたしには苦労を乗り越える前に、次の苦労がどんどん送られてくる。きっと、カード破産する人は、こうやって滅びの道を進むのだな、となんとなく思った。

　わたしは授業を受けつつも、脳みそは違うことを考えるのに一生懸命になっていた。

　宮みや脇わきさんのこと、悪魔のこと、今度の日曜日のこと……。

　質の違う悩みでも、わたしにとっては大問題に違いない。

　余計なことを考えていたためか、午前中の授業は思いのほか早く終わった。これからは、嫌いな科目は妄想の時間にしようかな。

　昼の時間。昨日と同じように、宮脇さんは雛浦さんのところにやってきた。雛浦さんはわたしの机で食べるから、宮脇さんも一緒にわたしの机にやってくることになった。

「これ、昨日のお礼に作ってきたんだ」

　宮脇さんはそういうと、弁当箱を入れてきた袋の中から、小さいタッパを取り出した。

　ふたを開けると、中にはコロッケのようなものが入っているのが見えた。

「ホワイトソースから自分で作ったクリームコロッケだよ」

　もちろん、そのクリームコロッケは雛ひな浦うらさんに差し出された。

　甲か斐い甲が斐いしいじゃないか。他人に弁当を作ってくる女子高生なんて、きっとギアナ高地みたいな秘境にしか生き残っていないと思っていたけど、現代日本に残っていたなんて。

　ますます、宮みや脇わきさんの雛浦さんに対する感情を勘繰ってしまう。

「ありがとう」

　さすがの雛浦さんも、ここまで熱烈な愛情攻撃を受けると、これは異常事態だと気づいたのだろう。少し戸惑っている様子だった。だが、食べないわけにもいかない。雛浦さんはクリームコロッケに箸はしをつけた。惚ほれ薬とか媚び薬やくとかが入っていないといいんだけど……。まぁ、そういうものの生成はわたしの専門分野なんだけどね。

　雛浦さんはクリームコロッケを口に運び、もぐもぐとそれを噛かんだ。わたしと宮脇さんは、それぞれ違った種類の心配を胸に彼女を見つめた。

「ん……」

　雛浦さんが小さな声を漏らす。

　やはり、何か心を惑わすような薬品が入っていたのか！

「おいしい？」

　宮脇さんがすぐさま尋ねる。

「……」

　雛浦さんは、無言で噛み続け、やがて全てを飲み込んだ。

　変な味がしたのならば、吐き出した方がいい。あとで、胃の洗浄をすることになるのではないか……。

「おいしい」

　雛浦さんは意外そうな顔でそう言った。

「表面はカリカリしているのに、中はふわっとしていて、味が口全体に広がるね」

　料理漫画の審査員みたいなことを、雛浦さんはすらすらと語った。

「やった」

　宮脇さんは小さくガッツポーズを決める。小さな三つ編みが可愛かわいく揺れた。今のを男子の前でやれば、きっとどんな男の子でも落とせるのではないのか、と思った。

「真ま帆ほちゃんさんもどうぞ」

　雛浦さんに褒ほめられて満足したのか、宮脇さんはにこにこしてわたしにもお手製のクリームコロッケを勧めてくれた。

「わたしはいいです」

　首と手を振って遠慮してしまうわたし。別に、宮脇さんが嫌いなわけでも、クリームコロッケが嫌いなわけでもない。ただ、好意で何かを勧められても、ついつい断ってしまう癖があるのだ。自分でも損な性格だと思う。

「これ、すごくおいしいよ」

　雛ひな浦うらさんにも勧められ、わたしはようやくクリームコロッケに箸はしを伸ばした。タッパの中から一番小さい一つを選ぶと、それを口に運ぶ。

　香ばしい衣の香りが口の中に広がる。その衣を破ると、中から濃厚なクリームがこぼれだしてきた。

　おいしい。普通においしいよ、これ。

「おいしい」

　わたしが呟つぶやくと、宮みや脇わきさんはまた小さな声で、やった、と言った。

「これ、お母さんに作り方を教えてもらったんですか？」

「……うん」

　わたしの質問に、宮脇さんは少し遅れて反応した。視線を僅わずかにずらし、その話題に拒否感を示した。

　わたしの直感が、その話題に警告を出す。

「そうなんですか。いいお母さんですね」

「うん。料理とかも教えてくれて、いいお母さんだと思うよ」

　宮脇さんが明らかに暗くなっている。まずい。これはまずいって。わたしは次の話題を探す。

「わたし、ジュース買いにいくけど、何か買ってきてほしいものある？」

　完かん璧ぺきなタイミングで雛浦さんが話題を投げてくれた。きっと、彼女はわたしのピンチを察してくれたのだ。だって、弁当の途中で雛浦さんがジュースを買いにいったことなんか、一度もないんだもん。

「あ、わたしはいいです」

　やっぱり最初は遠慮するわたし。これはもはや、ＤＮＡレベルで染みついた反応であるといわざるを得ない。

「じゃあ、わたしはカフェオレ系がほしいな」

　宮脇さんは、一緒に買いにいく、とは言わなかった。雛浦さんは注文を覚えると、そのまま教室から出て行ってしまった。

　わたしと宮脇さんが残された。

「あ、あの」

　朝のことを謝ろう。

「朝のことなんですけど……」

「悪魔の話？」

　宮脇さんは自分の弁当を食べながら、こちらを見る。よかった。いつもの宮脇さんに戻っている。

「ええ、変な話をしてごめんなさい」

「別に大丈夫だよ」

「あの、でも……」

　わたしはまっすぐに彼女の目を見る。人の目をしっかり見て話すことを、わたしの本能が嫌がっている。だけど、今からの話は、しっかりと相手を見据えて話さなくちゃいけないものだ。

「その、本当に悪魔に関して、何か心当たりはありませんか？」

　きっと、普通ならば頭のおかしい人間の妄もう言げんだと取られてしまうだろう。だけど、宮みや脇わきさんの反応は違った。本当に、自分が悪魔と何か関連していないだろうか、と真剣に考えている様子だった。やっぱり、心当たりがあるんだ。

「青い悪魔なんですけど……」

　その言葉を聞いて、宮脇さんは驚きの表情を浮かべた。そして、目を細める。彼女は声を潜めて、それでもはっきりと言った。

「青い天使なら知ってる」

　青い天使……。

　――幸せの鳥の正体は天使なんだよ。

　今朝の言葉を思い出す。

　鳥の正体が天使。

　幸せの青い鳥。

　そして、鳥型の青い悪魔。

　わたしは思わず立ちあがった。

　全てのキーワードが一緒になる。どうして、朝の時点で気がつかなかったのだろう。

「その鳥は天使じゃない！」

　わたしは叫んだ。クラスの中の何人かがこちらを見た。

　宮脇さんは、黙ってわたしを見つめた。

「そうかもね」

　宮脇さんは小さな声で言う。

「真ま帆ほちゃんさん、幸せの青い鳥のことをどこまで知ってるの？」

　幸せの青い鳥？　それは、童話の話だろうか。

「どういうことですか？」

「わたしと契約した、あの天使。あの青い鳥が、悪魔だっていうの？」

　わたしは背筋がぞくぞくするのを感じた。やはり、宮脇さんには悪魔がついている。そして、もう既に契約をしてしまっていた。

「宮脇さんが天使だと思っている、その青い鳥は悪魔です。わたしは悪魔を捕まえられる人を知っています。その人のところに行って、悪魔を追い払ってもらいましょう」

　悪魔と契約をして、幸せになることはないと思う。悪魔は人間の負の感情を高めさせるために契約をするのだ。そこに、本当の幸せはない。

「悪魔を追い払う？」

　宮みや脇わきさんの表情が険しくなる。

「あの青い鳥をどこかにやってしまうっていうの？」

「あいつは悪魔です。宮脇さんはどんな契約をしたんですか？」

　宮脇さんは一瞬泣きそうな表情になったが、一度瞬まばたきをすると、それは強い意志を持った決意の顔になった。

「あの鳥は天使だと思う」

「天使じゃありません」

「わたしを幸せにしてくれる」

「あの鳥は悪魔なんです。本当の幸せはもらえません。悪魔は不幸しか運びません」

「わたしは、もう十分不幸なの！」

　今度は宮脇さんが大声で叫んだ。わたしよりも大きな声だったので、これにはクラスのほとんどの人間が気づいた。

「わたしはもうどん底なの……これ以上、不幸になんかならないよ」

　呟つぶやくような弱々しい声だ。そして、宮脇さんは早口に続けた。

「あの鳥が天使じゃなかったとしても構わない。わたしは、幸せになりたいの」

　そう言うと、宮脇さんは突然立ち上がった。そして、そのまま教室から駆け出した。

「ちょっと待って！」

　わたしも教室から廊下に飛び出すが、宮脇さんは既に角を曲がって見えなくなっていた。これでは、後を追うこともできない。わたしの目に入ったのは、前方から歩いてくる雛ひな浦うらさんだけだった。

「どうしたの？」

　雛浦さんが、不思議そうな顔でわたしを見る。

「宮脇さんが、どっかに行っちゃった」

　わたしは恐ろしいほど端的に事実だけを伝えた。

「トイレ？」

「だといいですけど……」

　雛浦さんに詳しい話はできない。わたしは底知れぬ不安を抱えたまま、教室に戻った。



    

  
    
      


第三幕　使命と誤解の協奏曲コンチェルト





　帰りのショートホームルームが終わった後、わたしは永なが音ね先生に、状況を報告した。宮みや脇わきさんはその後も帰ってこず、そのまま無断早退扱いになったので、永音先生も大体のことは予想していたようで、すぐにわたしの話を飲み込んでくれた。

「これはちょっとまずいわよぉ」

　ここは化学準備室。わたしと永音先生は、今後のことを相談していた。

　外からは野球部の声が聞こえてくる。ああ、今日もまた部活に遅れていくことになってしまう……。これでは、神門ごうどと同じじゃないか。

「まずいですよねぇ」

　わたしは色々な気持ちを込めて、永音先生に同意した。

「さっき、弥生やよいちゃんのおうちにも連絡を取ったんだけど、やっぱり帰ってないみたい。本当に、警察に捜してもらった方がいいかもね」

　警察に連絡か。なんだか、事態がどんどん大きくなってきた気がする。

「もしくは、真ま帆ほちゃんがさっさと見つけちゃうか、どっちかよね」

「わたしが見つけるっていっても、どうやって見つけていいのか分からないです」

　人捜しなら、警察やら探偵の方が向いていると思う。

「あら？　昨日言わなかったかしら。悪魔の探し方」

　悪魔の捜し方？　そう言われて、わたしは自分に残された切り札を思い出した。ゴブリンだ。

「弥生ちゃんは悪魔と一緒にいるのよね？　それなら、悪魔を見つけ出せば、弥生ちゃんも見つかるんじゃないの？」

　確かにその通りだ。

「明日、土曜日だから学校がお休みよね。そこで、ちょっと捜してもらえるかしら？」

「そんな気軽に言わないでください。ていうか、わたし一人でやるんですか？」

「それは危険よね。相手は悪魔ですもの」

　そうだ。しかも、強力な悪魔だという話ではないか。昨日の時点では、そういった配慮を全まつたくしてくれなかったが、どうやら改心してくれたみたいだ。

「だったら、裕ひろ貴き君を連れて行くといいわ」

　永音先生はさらりと言った。

「はい？」

「裕貴君と一緒に宮脇さんを捜すといいわ」

　わたしは耳の穴をほじり、音の通りをよくした。

「パードゥン？」

「杏あん仁にん豆どう腐ふの恨みは忘れてないぞ」

「途中から内容を変えないでください！」

「聞こえてるじゃないのぉ」

　永なが音ね先生は膨れっ面をする。

「大人おとなをからかったらダメよ」

「そんなことより、どうして神門ごうど君を連れて行かなくちゃいけないんですか」

「だって、裕ひろ貴き君は強いわよぉ。彼が頼りになることは、前回の一件でよく分かってるでしょ？」

　前回の一件……。それは、神門の魔力が暴走しかかった事件だ。

　神門裕貴は人間ではない。というよりも、半分しか人間ではない。彼は、悪魔と人間のハーフなのだ。そのため、彼は無意識のうちに魔力を放出してしまうことがある。わたしは、以前に彼が出した魔法の炎で丸焼きにされかけたことがあった。

　確かに、神門は悪魔探索の役に立つかもしれない。だけど、あいつと街を歩くのには抵抗があった。

　もしも、その姿を一いち之の瀬せ先輩に見つかったら……。考えただけでも恐ろしい。

「一人で行動して返り討ちにあうか、神門君を連れて行って、見事に宮みや脇わきさんを救い出すか。どちらでも、好きな方をチョイスしてねん」

　明らかに、選択の余地がない。いや、待てよ。

「どうしてそこに、永音先生と一緒に捜すっていう選択肢がないんですか？」

　永音先生は可愛かわいらしく舌を出した。

「てへ。面倒だから嫌なの」

　わたしの手はごく自然に永音先生の舌を掴つかんでいた。

「いへへ！」

「もう一度訊ききます。永音先生が一緒に来ればいいんじゃないんですか？」

　わたしは永音先生の舌を引っこ抜くぐらいの勢いで引っ張った。永音先生が、涙を流して痛がったので、手を離してあげた。

「冗談なのにぃ……。あたしの舌は食べられないのよぉ……。いてて」

「冗談だったんなら、一緒に行けるんですね？」

「それがね、会議が入っちゃったのよ」

　このダメ教師は、まだ言い訳をして逃げる気なのか。わたしが周りの空気を黒く染めるくらいの怨おん念ねんを放出し始めると、永音先生は外に出して冷やしていた舌をすぐにしまった。どうやら、また掴まれると思ったらしい。

「ちょっと待って。これは本当なの。かなり大事な会議。ほら、前に言っていた悪魔事件の裏にいる悪魔の話よ。こいつを何とかしないと、同じような事件がまた起こっちゃうかもよ。そしたら、真ま帆ほちゃんはまた大変な目にあっちゃうかもよ。そうしたら、また面倒なことになっちゃうかもよ」

「うぅ……。じゃあ、探索を日曜日にします。それなら、来られるんですか？」

「弥生やよいちゃんは一分一秒を争う危険な状態かもしれないのに、そんな悠長なことよく言っていられるわね！」

　なら、お前も会議なんか放ほうり出だして、こっちを手伝えよ！　と、心の中で叫んだ。口に出さなかったのは、わたしが喋しやべるよりも先に、永なが音ね先生が言葉を吐き出したからだった。

「それに、日曜日は予定があるんでしょ？」

「なんで、そんなことを知ってるんですか」

　永音先生が妖あやしく微笑ほほえむ。

「アスガルズの情報収集能力を甘く見ないでほしいわぁん」

　……どこに力を発揮しているのだ、アスガルズ。

「なんにせよ、わたしは明日忙しいから、真帆ちゃんは裕ひろ貴き君と一緒にデート！　以上！」

「デートじゃないです！」

「同じようなもんでしょ？」

「どういう語学センスをしてるんですか！」

　そこで、わたしは恐ろしいことに思い至って青くなった。

「まさか、永音先生。まだ、わたしと神門ごうど君をくっつけようとしてるんじゃないでしょうね？」

「うぅ！」

　アホ天使はあからさまに視線をそらす。図星らしい。

「わたしは神門君と付き合うつもりはありませんからね」

「神門君を管理する側としては、そっちの方が楽なのよねぇ」

　こいつは、本当に自分が楽をすることしか考えていないのか。わたしの体からより強力な怨おん念ねんが滲にじみ出し始めた。

「ま、明日神門君と真帆ちゃんが出かけることは決定ね。それはいいわね？」

「……納得できないところがたくさんありますけど、とりあえずは了解しました」

　それでも、了解してしまうところが、わたしの弱さだと思う。それに、宮みや脇わきさんが危険な状態にあるというのは本当のことだ。彼女を救ってあげたいという気持ちは強かった。

　そして、彼女を助けるためには、わたし一人では力不足なのも事実だ。

「それじゃあ、体育館に行きましょうか」

　永音先生は、椅い子すから立ち上がると伸びをしながら言った。

「え？　永音先生も行くんですか」

　わたしはこれから部活がある。だから、体育館に行くわけだが、永なが音ね先生が行く理由は思い当たらなかった。

「そりゃ行くわよ。だって、顧問なんですもの。知ってる？　学校の先生って、部活動の顧問をやっても給料はほとんど変わらないのよ？」

　顧問……。ああ、そういえばそうだった。

「永音先生、演劇部の顧問でしたね」

　一度も練習に顔を出していないから忘れていた。

「さぁ、体育館にレッツゴー！」

　永音先生はスキップするように化学準備室を出て行った。わたしも続いて部屋から出る。廊下の先で、永音先生が止まってこっちを見ていた。

「ちゃんと鍵かぎを閉めてきてねぇ」

　そう言われて、わたしは前に預かった鍵を、まだ返していないことに気がついた。

　……わたしは、いつの日かこの部屋の管理人になれそうな気がする。



　体育館が僅わずかにどよめいた。

　香水の匂においをぷんぷん匂わせた、永音先生が登場したからである。彼女は、体育館シューズもスリッパも持っていなかったので、素足で体育館に入ったのだが、ミニスカートから伸びるその生足は、女のわたしから見てもうっとりするくらいに綺き麗れいだった。体育館で練習していた男子たちは、みんな動きを止めて突然の訪問者に注目する。主に、彼らが注目したのは胸と脚なわけだが。あぁ、バカな男ばっかり。どうか、一いち之の瀬せ先輩だけはこいつらとは違いますように……。

　わたしはトラの威を借る狐きつねのように、注目を浴びる永音先生の後ろをこそこそと歩いた。練習時間は既に始まっている。この時間ならば、恐らく神門ごうども来て筋トレを始めているはずだ。理由があるとはいえ、二日連続で遅刻するのは気が引ける。

　舞台袖そでからステージへ上がると、案の定、そこには全員揃そろっていた。わたしは急いで放送室に上がって着替えを済ませた。わたしが戻ってくると、永音先生を中心に、部員が全員集まっていた。

　ミーティングでもやっているのだろうか。わたしは急いでその輪に加わる。

「次の目標は、夏にある全国高校演劇連盟の大会です」

　一之瀬先輩のその言葉から、わたしも話を聞く。

「それは大きい大会なの？」

　永音先生が尋ねる。その質問に、すぐに一之瀬先輩が答えた。

「連盟に加盟している高校演劇部は、全国に二五〇〇ほどありますから、実質的には全国大会みたいなものです。ブロックごとに予選を行って、勝ち抜いた高校が全国大会に進めます」

　どうやら、次の大会の話をしているらしい。顧問のくせに、何も知らないんだな。

「なるほどねぇ。その予選が夏にあるわけね」

「正確には、二次予選です。大会の最初の予選は去年の冬から始まっていて、うちの高校はその予選は突破しているんです」

　そうだったんだ。わたしは初めてそのことを知った。となると、演劇の大会というのは、かなり長い時間をかけて勝ち上っていくことになる。まぁ、一つのお芝居を完成させるのには時間がかかるから、それは仕方がないのかもしれない。

「そして、全国大会は冬です」

　最初の予選から、全国大会までが丸一年か。壮大な大会だ。

「となると、勝ち抜くと受験勉強にかなり影響が出るってわけね」

　永なが音ね先生は色っぽい表情でさらりと言った。

「大丈夫ですよ。わたしたちはちゃんと勉強もしてますから！」

　そう言って飛び跳ねたのは、三み癒ゆ先輩だった。確か、演劇部の先輩は、基本的に成績のいい人が多いという話を聞いたことがあった。

「いや、まぁ、お前はいいだろうよ」

　湊みなと山やま先輩がポツリと呟つぶやく。どうやら、彼はわたしが聞いた話の例外らしい。

「八月にはその舞台がありますから、そろそろ脚本を決めなくちゃいけないんです」

　今はまだ五月だ。こんなに早い時期から、大会に向けた準備は始まるのか。わたしはちょっと驚いた。永音先生のことを、何も知らないとバカにしたものの、部員であるわたしも何も知らない。

「なるほどねぇ。とりあえず、青春ってことね」

　永音先生は腕組みをして頷うなずいた。きっと、この人には何も伝わっていないのだろうなぁ、と思った。

「でも、大会までまだ間があるなら、明日とかは練習しなくていいのよね？」

　永音先生が、一いち之の瀬せ先輩に確認する。わたしの反射神経と推理力がもっと鋭ければ、永音先生が次の一言を繰り出す前に、彼女の口に手を突っ込んで、舌を引き抜いてしまうこともできただろう。だけど、わたしにはそれだけの能力は備わっていなかった。

「ええ、そうですね、明日は休みのつもりですけど」

「よかったわねぇ、真ま帆ほちゃん。明日は裕ひろ貴き君とゆっくりできるわよ」

　全員に衝撃が走る。特に、その衝撃が一番大きかったのはわたしだった。

　このアンポンタンエンジェル！　棒棒鶏バンバンジーの具にしてやる！

「おう。楽しみだな、真帆」

　神門ごうどがそう言って、嬉うれしそうに笑った。

　お前も了承済みなのか！

　わたしはつかつかと永なが音ね先生まで歩み寄ると、背伸びをしてその耳元に囁ささやいた。

「どういうことですか？」

「どういうって、宮みや脇わきさんを捜すためのデートでしょ？」

　永音先生も小さい声で答える。

「何で、みんなの前で言うんですか」

「一応、練習があるかどうかを確認しただけじゃない」

「扼やく殺さつと撲ぼく殺さつ、この場でできるのはこの二つですけど、どっちがいいですか」

　永音先生は黙る。どっちがいいかで迷っているのではないと思うけど。

「ごめんて」

　彼女は静かに謝った。

「あとで、アスガルズ自慢の力で記憶を消しておいてください」

「あれって、そんなに気安くできるものじゃ……」

　わたしは右手を永音先生の首筋に持っていく。今なら、リンゴを握りつぶすくらいならできる気がした。

「稟りん議ぎ書しよをあげておくわ」

「お願いします」

　わたしは永音先生から離れる。他ほかの部員は、わたしの方を不思議そうな顔で見ていた。

「べ、別にデートとかじゃありませんからね」

　わたしは主に一いち之の瀬せ先輩に向かって、釈明する。

「そんなに赤くなって、照れなくてもいいよ。まぁ、明日は学校もないし、楽しんでおいで」

　一之瀬先輩は爽さわやかにそう言った。

「だから、違うんです！」

　わたしは声を張り上げる。

「ま、楽しんでこようぜ、真ま帆ほ」

　いきなり、神門ごうどが後ろから抱きついてきた。

「やめんかい！」

　わたしは後ろから抱きつく神門を全力で引き剥はがした。

「ラブラブですねぇ。わたしもくっつくー」

　三み癒ゆ先輩がはしゃぎながら、わたしのお腹なかにくっついた。彼女は、そのままぐりぐりと頭をわたしに押しつけてきた。

「三癒先輩も！　やめてください！」

　もうめちゃくちゃだった。

「ところで、昨日の新入部員は？」

　湊みなと山やま先輩がぼけっとした声できいた。後で聞いた話によると、湊山先輩以外の部員は、雛ひな浦うらさんから早退のことを聞いていたらしいが、なぜか湊山先輩にだけは伝わらなかったらしい。これはもう、湊山先輩のキャラが為なせるわざと言わざるをえない。

「はーなーしーてー！」

　わたしは遠心力で全ての付着物を取り除くために、ぐるぐる回りながら絶叫していた。

　このまま、世界も一緒に吹き飛んでしまえばいいのに、と一瞬思ったりした。





　結局、その日の練習中に、わたしに向けられた誤解が解かれることはなかった。土曜日に空そら口ぐちと神門ごうどがデートをする。空口はそれを恥ずかしがって隠そうとしている。演劇部の認識は、そんなストーリーだった。

　最悪だ。本当に、もうどうしようもないくらいにひどい状況だった。わたしは、こんなに一いち之の瀬せ先輩のことばかりを考えているのに、その気持ちを理解されないどころか、逆の方向へ認識されてしまっている。相手に好かれないのも辛つらいが、自分の好意が相手に伝わらないのも辛い。

　わたしは家に帰り、部屋にこもった。



    

  
    
      



    

  
    
      　どうしたら、このどうしようもない誤解を解くことができるだろうか。わたしの悩みは既にそこに集約していた。もちろん、宮みや脇わきさんのことも心配だ。だけど、人間とは残酷なもので、いくら身に危険が迫っている知り合いがいようとも、自分の問題がちらつくと、どうしても意識の矛先が揺らいでしまう。ごめんね、宮脇さん。

　今のわたしにできることはなんだろうか。できるだけ早く宮脇さんを見つけ出して、神門ごうどと一緒にいる時間を短くすることだ。うん。それしかない。

　そのためには、わたしは奴やつをまた召喚しなければならないのか。

　わたしが召喚した最強の魔獣。

　その名はゴブリン。

　名前は下っ端っぽいけど、非常に獰どう猛もうな黒い獣で、魔法の炎をものともしない強きよう靭じんな体毛と皮膚。人間の言葉を解する高い知能。鋭く光る赤い瞳ひとみ。それらを備えた、最強の名に相応ふさわしい究極の召喚獣だ。

　まぁ、実際は子猫くらいの大きさがある馬ば鹿かでかいネズミなんだけどね。でかすぎて、ちょっと気持ち悪いし。

　わたしは愛用のローブと魔術書を持つと、部屋から出た。一階へ下りるための階段で、運悪く夏なつ樹きと遭遇した。

　階段は狭い。どちらかがバックしないと、もう片方は通れない。

「どきなさい」

　わたしが先制攻撃をしかける。

「お姉ちゃんはまだ三段しか下りてないでしょ？　わたしはここまで十二段も上ってきたんだから、お姉ちゃんが戻るのがいいんじゃない？」

　相変わらずの減らず口だ。

「わたしは姉。あんたは妹。つまり、わたしが偉い」

「はいはい。そうだね。ありがたい、ありがたい。お姉さまのおかげで、わたしたち平民はいい暮らしをさせていただいてますよぉ」

　そう言いながら、夏樹は階段を上ってきた。わたしは手をふりまわしたが、力比べでわたしに勝機はない。

「ふが！　やめなさい！」

　夏樹はわたしをぐいぐい押して、そのまま二階へと押し出した。

「こら！　元の場所に戻しなさい！　もしくは、わたしの三段下りた分だけの体力を返せ！」

「なに、訳分かんないことを言ってるの。はい」

　そう言うと、夏樹はわたしの脇わきの下に手を回すと、わたしの体を持ち上げた。

「うんしょ。あれ、お姉ちゃん結構重たくなったね」

「うっさい！」

　夏なつ樹きは、わたしの体を元の場所へと戻した。自分で要求したものの、実際にやられると自分の小柄さが嫌になる。

「お姉ちゃん、また公園で魔法ごっこ？　やめた方がいいんじゃない？」

　愚妹はわたしを哀れむような目で見る。わたしは妹を睨にらみ返した。

「ごっこじゃないから大丈夫」

「もっと心配だよ、それ」

　わたしはまだ何か言おうとした夏樹を無視して、さっさと階段を下りてしまった。すると、次は父親が玄関から室内に入ってくるところに出くわした。今日は、やけに関門が多いな。

　わたしの父親は中古自動車屋に勤めている、ごく平凡で典型的な普通の人物である。身長、体重、年収、全てが日本人サラリーマンの平均くらい。奇妙な点をあげるとすれば、異様に夫婦仲がよいのと、娘が黒魔法に傾倒しているアスガルズの特派員だということくらいだろうか。

「真ま帆ほ、こんな時間に外出か？」

　革靴を脱ぎながら、父はわたしに問いかける。

「うん、まぁ、そんな感じ」

「また、魔法ごっこか」

「うん」

　さすがに父親には、夏樹と同じ言葉はかけられなかった。わたしは良識派なのだ。

「最近、部活を始めたそうじゃないか」

　わたしは話が長くなる予感を感じる。

「うん。そうだよ。始めたよ。演劇部だよ。楽しいよ。それじゃあ、行ってきます」

　わたしは、父親が靴を脱ぎきる前に、ちゃっちゃと自分の靴をはいて外に飛び出した。

「おい、真帆。まだ話が終わっていないぞ」

　その言葉を無視し、わたしは近所の公園を目指した。そこは、わたしが召喚魔法を成功させたところだ。

　既に日は完全に没している。昼間とは違い、厚い雲がかかっているために月明かりすら見えない。わたしは街灯の明かりを頼りに、道を進む。

　それにしても、両親ともどもどうしてわたしが部活を始めたことに対して、あんなに過敏に反応するのだろうか。そんなのはわたしの勝手だ。放ほうっておいてほしい。

　ちょっとイライラしながら公園にたどり着くと、わたしは前回と同様の魔方陣と呪じゆ文もんを唱える。

「Numts are muai ze……」

　今夜は月が見えない。

　街灯だけが静かに光る夜の公園。

　わたしの呪じゆ文もんが幽かすかにこだまする。

　今夜は星が見えない。

　わたし以外に誰だれもいない夜の公園。

　魔を呼ぶ音が確かに響く。

　今夜は空も眠っている。

　わたしだけが滑こつ稽けいに見える夜の公園。

　僅わずかな心音が緩やかに伝わる。

　儀式が終了した。

　わたしは周りを見回す。

　さぁ、出いでよ、わが最強の僕しもべよ！

「ちゅー」

　懐かしい鳴き声が聞こえた。わたしは辺りを見回す。しかし、音は聞こえても姿は見えない。まさか、召喚は失敗で、声だけしか呼び出せなかったのか？

　わたしは、黒い巨大なネズミを見つけ出そうと、暗い公園を目を凝らして隈くまなく見渡した。

　そして、公園の花壇の隅で震える、小さな黒い塊を発見した。

「いるなら早く出てきなさいよ、ゴブリン」

　ほっとしてわたしがそう声をかけると、黒い塊はびくっと震えた。そして、必死で花壇の奥に逃げ隠れようとした。だが、何かに引っかかっているのか、巨大なネズミの体は、その場でごそごそ動くだけで、それ以上奥に入ることはなかった。

　わたしはゆっくりと、ゴブリンに近づく。

「そんなところに何があるの？　誰かの死体でも見つけた？」

　わたしが近づくにつれ、ゴブリンの動きは激しくなった。それでも、相変わらず体はそれ以上花壇には入らなかった。

「こら、やめなさい」

　わたしは尻尾しつぽを見つけ出すと、それを引っ張ってゴブリンの頭を花壇から抜き出した。

「ちゅー！」

　ゴブリンの悲痛な叫び声が公園に広がる。

「どうしたの？　ご主人様を忘れたの？」

　ゴブリンは必死でもがいて、わたしから逃げようとする。わたしはゴブリンの首根っこを掴つかむと、無理矢理その目線をわたしの顔に向けさせた。

「ほら、覚えてるでしょ？　空そら口ぐち真ま帆ほ様。ね？」

　ゴブリンの体は震えていた。その顔は何かに怯おびえる小動物のものだった。

　あ、そういえば、前に召喚したときに、ちょっとひどいことをしたんだっけ。

「もしかして、わたしのことを忘れていたから逃げたんじゃなくて、覚えていたから逃げようとしたのかな？」

　わたしはにっこりしてできるだけ優しく問いかけた。わたしの優しい様子に安心したのか、ゴブリンの体の震えは止まった。

「ちゅ！」

　漆黒の召喚獣は首を軽く縦に振った。

「あらら。ご主人様を覚えているのに逃げちゃうなんて、ダメな子ねぇ」

　ゴブリンは、わたしの握力が強まったのを感じたのか、再びわなわなと震えだした。

「お仕置きが必要？」

　ゴブリンは首を横に振る。

「それじゃあ、もう逃げない？」

　ゴブリンは首を縦に振る。

「それじゃあ、一緒に次の悪魔を捜すの手伝って」

　ゴブリンの動きが止まった。

「できるわよね？」

　ゴブリンは動かない。

「安心して。きっと、あんたでもできるって言えるようになるから」

　ゴブリンは召喚獣なんだ。だから、もっと自分に自信を持たなくちゃいけない。わたしは召喚した人間として、こいつを教育してやるんだ。

　珍しく真面目まじめな熱意に燃えるわたし。

　わたしはゴブリンの尻尾しつぽを持つと、ジャイアントスイングの要領でそれを振り回し始めた。

「ゴブリン、自分に自信がついたら言いなさい！」

「ちゅ、ちゅー！」

　わたしのスパルタ指導は、その後二時間ほど続いた。





　土曜日は朝から集合だった。わたしは宮みや脇わきさんの悪魔を見た、あの駅で神門ごうどを待っていた。わたしから少し離れた場所に、ゴブリンも来ている。ゴブリンは、昨日のスパルタ特訓の成果か、かなりわたしに従順になっていた。ただし、なぜかかなりぐったりとしている。情けない召喚獣だ。

　予想外なことに、神門は集合時間ちょうどに現れた。

「遅刻しなかったですね」

　わたしは思わず言ってしまった。

「オレが真ま帆ほとのデートに遅刻するわけねぇだろ」

　神門ごうどはなぜか自信満々でそう言う。それならば、普段の部活の練習でも遅刻しないでほしい。

「あと、今日はデートじゃありませんからね」

「ああ、永なが音ね先生から聞いたよ。なんか、行方不明の子を捜すんだろ？」

　あの先生も、ちゃんと基本的な説明はしていたのか。

「他ほかに、何か永音先生から聞いたことはありますか？」

「二人っきりになるチャンスだから、この機会を逃すなってさ」

　……今度、化学準備室にブービートラップでも仕掛けようかな。

「まぁ、それはいいです。だから、今日は遊びに行くんじゃないということは、ちゃんと理解してください」

　わたしは神門に指を指して確認する。この男が暴走するのは防がなければいけない。

「分かってるよ。捜すのは、この前演劇部に来ていた女だろ？」

「そうです」

「なんか、あの女、ちょっと不思議な感じがしたんだよな。上う手まくいえなけど、空気が違うっていうか、なんていうか……」

　神門は自分では知らないが、半人半魔だ。きっと、悪魔の部分が宮みや脇わきさんとシンパシーを感じたのだろう。

「ところで、捜すってもどうやるんだ？　オレたちは警察じゃないんだぞ？」

「大丈夫。警察犬よりも優秀な、うちのペットがいるから。おいで、ゴブリン」

　わたしが呼ぶと、よろよろとゴブリンがわたしたちの前に姿を現した。

「こ、このネズミ！」

　神門はとび上がった。彼は、ゴブリンと面識がある。それは、神門にとっても、ゴブリンにとっても悲惨な思い出だった。

「まさか、このネズミを使うのか？」

「ネズミじゃなくて、ゴブリン。これからはそう呼んでください」

「ちゅー」

　ゴブリンは力なく鳴いた。本当に疲れているらしい。昨日はやりすぎたか。ちょっと反省。

「よし、それじゃあ、ゴブリン」

　わたしはゴブリンを抱き上げると、その耳元に口を寄せた。

「ここら辺で悪魔の魔力の匂においがするところを教えて。分かってるとは思うけど、神門の匂においにごまかされないでね」

　わたしは小声でそれだけ伝えると、ゴブリンを下ろした。神門ごうどは悪魔の存在を知らない。永なが音ね先生によると、悪魔の存在は人間の世界に住む人が知っていていいことではないらしい。だから、わたしとしても注意を払っているのだ。

「本当に、こいつで大丈夫なのかよ」

　神門はゴブリンよりだいぶ離れたところに立っている。ちょっと震えていた。この不良高校生は、悪ぶっているくせにネズミが苦手なのだ。情けない。

「ゴブリン、宮みや脇わきさんの居場所を教えて」

　ゴブリンはひくひくと鼻を動かすと、ゆっくりと動き始めた。

「おい、まさかこのネズミについていくのか？　カラオケとかに行くんじゃねぇの？」

「嫌なら帰っていいですよ。さよなら」

　わたしは駅から街の方に向かうゴブリンを追いながら、神門に冷たく言い放った。

「バカ言うな！　オレは真ま帆ほとデートするために来たんだから、帰るわけないだろ！」

　そう言って、神門はわたしの後ろについた。わたしがちょっとドキッとしたのは秘密にしておいた。

　こうして、わたしたちの宮脇さん探索は始まった。

　ゴブリンの嗅きゆう覚かくが素晴らしいのか、わたしたちはどこかに迷うこともなく、どんどんと街を進んでいった。ネズミの後を追いかける、少年と少女。それは、かなり不思議な風景だと思う。それでも、わたしたちは必死でゴブリンの後を追いかけ続けた。初めは、色々と文句を漏らしていた神門だったが、途中からゴブリンを見失わないように必死になっていた。神門も、前まではこんな風に他人のために必死になることなど、絶対にない奴やつだったのだけれど、ここ最近で随分変わったと思う。演劇部の練習も、遅刻はするけど毎日参加するし、メニューも真面目まじめにこなしていた。

　真面目にしていれば、素直でまっすぐでいい奴なんだよな……。わたしは、神門を時々ちらちらと見ながらそんなことを考えた。

　いくつも信号を渡り、だんだんと駅から離れてきた。栄えていた駅周辺から遠ざかり、人通りの少ない道を進む。ゴブリンは全まつたく迷うことなく、道を進んでいた。

　駅から歩き始めて二十分ほど経たった頃ころだろうか、ゴブリンは一軒の古いアパートにたどり着いた。

　周りには音のしない工場と、荒れた空き地ばかりが目立つ、寂れた場所だった。ここが宮脇さんの居所なのだろうか。だけど、家には帰っていないと言うことなのだから、ここが自宅だとしたら無駄足だったことになる。

「このアパートにいるのか？」

　神門が尋ねる。

「分からない。だけど、ここが宮みや脇わきさんに関係のある場所みたい」

　わたしはアパートの表札を見て回った。一階と二階にそれぞれ五部屋ずつあったが、宮脇という表札は見つけられなかった。どうやら、現在ここに住んでいるということではないらしい。そもそも、このアパートには一人でも人間が住んでいるのだろうか。どの部屋からも、何の音も聞こえてこなかったし、玄関の前も、何年も放置されているような汚れ方だった。

「どうしようか」

　一通りアパートとその周りを見て回った後で、わたしは神門ごうどに言ってみた。神門は、知らねぇ、と一言返してくれた。全まつたく、頼りになる後輩だ。

「このまま、ここにいても仕方ないし、一回帰ろうか。永なが音ね先生に、宮脇さんの住所を聞いて、今度はそっちに行ってみよう」

「ええ？　じゃあ、今日のデートはこれで終わりなのかよ？　なぁ、捜索が一時中断なら、遊んでから帰ろうぜ」

　わたしはため息をつく。宮脇さんがピンチだっていうのに……。詳しい事情は知らないだろうから、仕方ないんだけどね。

「あんたたち、なにやっとんの」

　神門が馴なれ馴なれしく肩を組もうとするので、それを振り払ったとき、わたしたちに声がかかった。その声の主は初めて見る老婆だった。腰が曲がり、杖つえを突いている。髪は完全に白くなり、顔は原型がよく分からないほどしわだらけだった。彼女は、道路に立って、アパートの前でケンカするわたしたちをじっと見ていた。

「いえ、ごめんなさい。ちょっと……」

　その後の言葉が続かない。

「そのアパートには、もう人はおらんぞ」

　わたしが無理矢理言葉をつむぐ前に、老婆はアパートを見上げながら寂しそうに言った。

「え？　人がいないんですか？」

　どうりで人の気配がないはずだ。

「もうすぐ、取り壊しよる。わしゃ、このアパートの管理人だったんよ」

　おばあさんはこちらに近寄ってきた。

「あんたらは、前にここに住んでいたわけじゃないね」

「え、ああ、はい」

「ここに住んどった人は、みぃんな覚えとるでねぇ。この前だって、十年も前に引っ越した子がやってきたときも、もう高校生になってたけど、ちゃぁんと分かっただよ」

　十年前に引っ越した子？　高校生になっていた？

　色々なことが頭の中で符合する。わたしはゴブリンをちらりと見た。こいつの嗅きゆう覚かくが本物なら、ここは宮みや脇わきさんと関係のある場所のはずだ。

「あの、すみません。その子って宮脇弥生やよいっていう名前でしたか？」

　わたしが直球勝負で尋ねてみると、おばあさんはわたしの目を見て、しばらく固まった。

「なんでぇ、宮脇さんとこの知り合いかい？」

　やっぱりそうだ。となると、ここは宮脇さんが十年前に住んでいたアパートということか。

「あの、わたしたち宮脇さんの友達なんです。それで、実は宮脇さんにちょっと大変なことがありまして、彼女のことを調べているんです。もしよければ、宮脇さんのお話を聞かせてもらっていいですか？」

　いきなりの申し出に、おばあさんは顔をしかめた……と思うのだが、その変化はよく分からなかった。

「老人の話は長くなっぞ？」

　神門ごうどは嫌そうな顔をしたが、わたしは大きく頷うなずいた。それを見たおばあさんは、わたしたちを近くの公園に案内してくれた。

「長くなっぞ？」

　神門がわたしの耳元でおばあさんの口くち真ま似ねをする。わたしはつんと顔を背けてやった。

「嫌なら帰っていいですよ」

「冗談だって。んで、そろそろ何で真ま帆ほが宮脇先輩を追ってるのか教えてくれよ」

「それは秘密です。あと、宮脇さんはちゃんと先輩つけるんですね」

「真帆は特別だからな！」

　そう言って、神門は後ろから抱きついてきた。ぎゃあっ。

「ええい、鬱うつ陶とうしい！」

　そんなわたしたちを、老婆はじっと見つめていた。

「若いもんは乱れとるな。お前ら、バカップルか？」

「違います！」

　おばあさん相手にムキになるのも嫌だが、それは全力で否定しておいた。

「オレらはバカじゃないもんな」

　お前はバカだけど、わたしたちがカップルじゃねぇんだよ！　本当はそう叫びたかったけど、おばあさんが驚いて心臓麻ま痺ひを起こしてもいけないので、やめておいた。

　わたしたちは公園のベンチに座った。ゴブリンは何が楽しいのか、壊れかけたシーソーの上を行ったり来たりして遊んでいた。

　狭いわりに、やたらに木の多い古めかしい公園だった。近くに大きい道路もないため、公園はとても静かだ。

「宮脇さんとこは、娘さんが生まれるちょっと前に、あのアパートに引っ越してきた」

　おばあさんはゆっくりと話し出した。

「仲のいい夫婦でな。奥さんの方とはよく喋しやべったけど、気立てのいい別べつ嬪ぴんさんだったよ。昨日会った娘さんも、お母さんによう似とるわ。それで、娘さんが小学生くらいのときに、引っ越しただ。旦だん那なさんの会社が成功したらしくて、もっといいところに越していった。ほれ、最近の若い人は綺き麗れいで新しいところの方が喜ぶだろ？」

　いつの時代でも、綺麗で新しい方が喜ばれるのでは、と思うのは、わたしが今の若い人だからだろうか。

「ただ、まぁ、奥さんの方はあんまり体が強い方じゃなかったからな。宮みや脇わきさんとこの娘に聞いたら、やっぱり病気で死んじまったらしいなぁ」

　母親が病死。それは初めて聞く話だった。

「あそこの親子は仲がえがったからなぁ。そりゃあ、辛つらかったと思うよ」

「お母さんが亡くなったのは、いつ頃ごろなんですか？」

「えっと、確か二年くらい前だって言うとったぞ」

　母親の死に、悪魔が関連しているかと思ったが、それはないようだ。悪魔が現れたのは最近のはずだからね。

「ただ、今は新しい母親がおるらしいな」

「新しい母親？」

「ああ、再婚したらしい。ただなぁ」

「何かあるんですか？」

　わたしは体をおばあさんの方に少し近づけた。

「新しい母親と、なかなか上う手まく接することができんと言っとったなぁ。再婚の記念に、こっちに新しいマンションを買ってな、最近こっちに引っ越してきたそうなんだがなぁ。こっちでの生活はどうもよくないらしい」

　新しい母親か……。

　今のわたしは親が二人とも健在だ。そのことについて、特別にありがたいと思ったこともないし、感謝したこともない。だけど、もしも片方が病気や事故でいなくなったとしたら……。ダメだ。想像すらできない。

　だけど、これで宮脇さんがこんな時期に転校してきた理由は理解できた。

「宮脇さん、他ほかに何か言っていませんでしたか？　何か特別なことをしたりとかはありませんでしたか？」

　わたしは宮脇さんに近づいているような気がして、早口で質問をぶつけた。

「ちょっと話をしてすぐに帰っちまったからなぁ」

「そうですか……」

　ゴブリンは相変わらずシーソーで遊んでいる。どうやら、あいつにこれ以上の手がかりを求めるのは難しいらしい。だから、なんとしてでもここで、次の行動につながるような情報を得たかった。

「ああ、そういえば部屋に入れてほしいって言ってきたな。昔住んでいた部屋が懐かしいってな」

「それ、どの部屋ですか？」

「一○三号室だ。鍵かぎは壊れとるから、自由に入れるって言ってやったわい」

「そうなんですか。わたしもちょっと覗のぞいていいですか？」

「うん？　構わんが、何もないぞ。ああ、そうだ。最後にわしに訊きいていったなぁ。わたしは昔みたいに幸せになっていいのかって」

　おばあさんは少し間をおく。

「わしゃ、もちろん幸せになれ、と言ってやった」

　昔みたいに幸せになる？

「真ま帆ほ、どうするんだ？　その部屋に行ってみるのか？」

　神門ごうどが隣から尋ねてくる。わたしは力強く頷うなずいた。

「あんたたち、あの子の友達と言ってたな」

「え？　あ、はい」

「それなら、あの子に言っておいてくれや、幸せなんざどこにでもあるってな。あの子がまだ小さい頃ころに、わしはよく『幸せの青い鳥』を読んでやったもんだ」

　おばあさんは笑った。わたしは、ようやく彼女の表情の変化が分かるようになっていた。

　公園でおばあさんと別れると、わたしたちはもう一度アパートにやってきた。そして、宮みや脇わきさんが入ったという一○三号室へと入った。

　室内はあちこち傷ついているものの、家具が一いつ切さいないので、綺き麗れいに見えた。玄関で靴を脱ぎ、わたしたちは奥へと入る。玄関から入ってすぐのところに流し台とトイレがあった。風ふ呂ろは見当たらないので、ついていないらしい。奥へ行くと、広い畳の部屋があり、その奥にももう一部屋畳の部屋があった。

「どう、ゴブリン。何か匂におわない？」

　わたしは畳に鼻をこすりつけるゴブリンに語りかけた。ゴブリンは尻尾しつぽをピンと立てて、畳の上を隈くまなくかぎまわる。

「あのネズミ、本当に大丈夫なんだな？」

　神門はいぶかしげに言う。彼はまだゴブリンの力を信じていないらしい。

「ゴブリンはここまで連れてきてくれました」

　わたしがそうやってゴブリンを弁護したとき、ゴブリンが鳴いた。わたしたちは一番奥の畳の部屋に入った。

　そこで、ゴブリンが何か四角い紙状のものを銜くわえていた。わたしがゴブリンから受けとったそれは、写真だった。

「三年前だな」

　神門ごうどがわたしの後ろから写真を覗のぞき込んで言う。確かに、写真の隅に印字された日付は、今から三年前のものだった。

　写真には少し幼いが、確かに宮みや脇わきさんだと分かる少女が写っていた。そこは病院らしく、背景は白い病室だ。宮脇さんの隣には中年の優しそうな男性。そして、背後のベッドには、上半身だけを起こして写真に写る、宮脇さんによく似た大人おとなの女性が写っていた。

　これは家族写真だ。わたしはすぐに理解した。まだ、宮脇さんのお母さんが亡くなる前に撮った写真なんだ。

「どうして、こんな写真がここに……」

「ちゅー」

　ゴブリンは押し入れの前で、この中に何かあるとアピールしていた。わたしはゴブリンの力では開けられない、すべりの悪いふすまを開いた。

　押し入れの上段には何もなかったが、下段の奥には紙袋が入っていた。

「神門君、紙袋とって」

　わたしは神門にお願いする。もしも、何か危険なものだったら大変だ。

「おう。任せろ」

　神門は何も考えずに押し入れの中に入り、紙袋を引っ張り出した。なんだか、初めて神門が役に立った気がする。神門が紙袋を開けると、中には写真や日記のようなものが詰まっていた。よかった爆弾とかじゃなくて。

「さっきの写真は、ここからこぼれたんだね」

　わたしは小さく呟つぶやく。写真はいずれも、宮脇さんのお母さんらしき人のものばかりだった。そして、そのほとんどには宮脇さんも一緒に写っていた。写真を見れば、この親子は本当に仲がよかったのだな、と分かる。それくらいに、全ての写真から幸せそうな笑顔が溢あふれていた。

　本当に幸せそうだった。だけど、この少女はもうすぐ母親と永遠に別れることになる。

　そう思うと、わたしは世のはかなさを痛切に感じた。

「多分、宮脇さんが昨日ここに持ってきたんですよね」

「宮脇先輩たちは、十年前にここを引っ越したんだから、普通に考えればそうだよな。こんなもんが、十年も残ってるわけねぇし」

　わたしは神門の口から、普通に考えれば、などという言葉が出てきたことにびっくりして、少し笑ってしまった。

「真ま帆ほ、何がおかしいんだよ」

「別になんでもないよう」

　言ってから、自分が神門ごうどに軽口をたたいていることに驚いた。男の子に対して、ここまで素直に自分の言葉を出せたのは初めてかもしれない。そう気がついたとき、ほんのちょっとだけ鼓動が速くなった気がした。

「こんな大事なものを置いていっているんだから、もしかしたら、ここに戻ってくるかもしれませんね」

「じゃあ、ここでずっと待つのかよ」

「まさか。わたし、明日は用事があります」

　わたしは部屋の隅でまだ畳の匂においをかいでいるゴブリンを見る。視線に気がついたゴブリンは体を硬直させた。

「ゴブリン、お留守番ってできる？」

　ゴブリンはゆっくり震えながら、首を縦に振る。昨日の教育的指導の効果がしっかり表れているようで嬉うれしい。

「じゃあ、ここで宮みや脇わきさんが来ないかどうか見張っておいて。それで、もしもここにやってくるようなことがあれば、追跡して居場所を突き止める。いい？」

　ゴブリンは数秒考え込んだが、もう一度首を縦に振った。きっと、それができるかどうかを考えたのではない。できないと言ったら、どうなるかを考えたのだと思う。

「よし。とりあえず、これで一通りの情報は調べつくしたし、わたしたちにできることはもうないね」

　わたしは神門にそう告げた。

「じゃあ、こっから本格的なデートだな」

「その逆でしょ。もう一緒にいる理由はないんだし、早く帰りましょう」

「何でだよ！　まだ昼前だぞ。昼飯くらい一緒に食おうぜ」

　そんなところを一いち之の瀬せ先輩に見られたら大変だ。

「ダメです。帰ります」

「おい！」

　神門が強引にわたしの肩を掴つかむ。その力が強くて、わたしは思わず悲鳴をあげた。

「乱暴しないでください！」

　わたしは大きな声で神門に言う。

　神門は何か言い返してくるかと思った。だけど、彼は驚くほど素直に頭を下げた。

「ごめん。力が強すぎた」

　わたしが準備した怒りの言葉は、吐き出されずに終わってしまった。

「オレはただ真ま帆ほとちょっとでも一緒にいたいだけなんだよ」

　はっきりとそう言われると、わたしも照れる。

「だけど……」

　わたしの気持ちは揺らいでいた。

「なぁ、昼飯だけだから。な、な？」

　神門ごうどはまっすぐにこっちを見て言う。わたしは恥ずかしくなって、思わず目をそらした。

「しょうがないなぁ。食べたら、すぐに帰りますからね」

　わたしは小さい子をあやすように言う。だが、単純少年はそんなことを気にも留めず、軽く飛び跳ねて大喜びした。その様子を見ていると、なんだかちょっといいことをした気分になった。





　状況は最悪だった。

　幸い、まだ誰だれも気づいていない。だが、誰がいつ気がついてもおかしくない状況だった。

　わたしは神門と一緒に駅の近くのファミレスに入った。別に、何か考えがあったわけではなかった。ただ、目についたから入っただけだった。

　だけど、今思えば、もっと人里はなれた場所にある、寂れた定食屋にでも入ればよかったと思う。

　神様はどれだけわたしに試練を与えれば気がすむのか。それとも、悪魔の罠わななのだろうか。

　最悪だった。

　わたしの斜め向かいの席に、一いち之の瀬せ先輩が座っていた。友達らしき人も他ほかに三人いる。

　一之瀬先輩は彼らと遊び、偶然このファミレスに入ったのだろう。神門は一之瀬先輩たちに背中を向けて座っているので、すぐには気がつかないと思う。一之瀬先輩もこちらに背を向けているので、よほどのことがない限り気がつかないはずだ。つまり、この状況を把握しているのは、わたしだけ。それが、せめてもの救いだった。

　先に入店していたのは一之瀬先輩たちだった。神門は一之瀬先輩の頭を見ても、それと気づかずに席に着いたが、わたしはすぐに分かった。そして焦った。

　一之瀬先輩は、わたしが神門と外出することを知っている。だから、今さら何を隠すというわけでもない。それは分かる。だけど、やはり神門と一緒にいるところを見せるのは嫌だった。

「真ま帆ほは何にする？」

　何も知らない神門は、大きな声でわたしの名前を呼ぶ。かといって、神門に状況を説明しようものなら、いきなり一之瀬先輩たちのテーブルに向かっていって、オレは真帆といるんだぜ、などと言い出しかねない。ここは、なんとしてでも神門にも気づかせずに乗りきらなければならない。

「神門君。実はわたし、耳の病気を持ってるの」

　わたしは神妙な顔で語った。

「病気？　どんな病気だ？」

「ウサギ病っていってね、音が大きく聞こえすぎるの。だから、あまり大きな声で喋しやべらないでね」

　わたしはがんばって微笑ほほえんでみせた。だが、神門ごうどはじっとこっちを見て黙っていた。さすがに、この嘘うそでは騙だませないか……。

　神門はただじっとこっちを見ている。仕方ない、今のは嘘だとばらすか。わたしが痺しびれを切らしかけたとき、先に神門が口を開いた。そして、とても小さな声で言う。

「小さな声なら、話してもいいのか？」

　神門の表情は真面目まじめだった。

　ほほほ。なんてバカな奴やつだ。これで、一いち之の瀬せ先輩がこちらの声に気がつくことはなくなった。

　神門は愚直にもわたしの言葉を守り、小さな声で喋り続けた。しかし、人を欺ぎ瞞まんすれば、その報いは必ずやってくるものらしい。注文を受けにきた店員がやってきたとき、事件は起こった。

「ご注文お決まりでしょうか？」

　若い女性のアルバイト店員は満面の笑みで、わたしたちに尋ねた。その声は他ほかの店員と比べても大きな方だった。わたしが注文をしようとしたとき、神門は店員を睨にらみつけた。

「おい、静かにしろ。真ま帆ほはな……」

　このバカ、人にわたしの嘘を言うつもりか！

「バカ！　そんなの嘘に決まってるでしょ！」

　わたしは恥を晒さらされる前に、神門を怒鳴る。すると、神門はしばらくきょとんとした後に、顔を真っ赤にした。

「オレを騙したのか！」

　神門はそう言って、立ち上がった。

「お、お客様？」

　困った店員はおろおろとするばかりだった。だが、本当に最悪なことはここからだった。

　騒ぎを不審に思った一之瀬先輩が、こちらを振り向いてしまったのだ。

　わたしは大慌てでメニューを広げ、顔を隠す。

　いや、これだけではダメだ。神門の顔を見られたら、すぐにわたしの存在もばれてしまう。この状況を打破するには……。「ごめんなさい！」

　わたしはメニューを顔に押し当てたまま立ち上がり、そのまま店から逃亡しようとした。

「お客様、メニューを返してください！」

　店員さんがわたしに向かって叫ぶ。しかし、わたしはそれを無視して走り出した。だが、メニューで目の前が見えない状態で走り出したため、最初の数歩で他ほかのテーブルに引っかかって転んだ。がしゃん、とはでな音が辺りに響き渡る。

　わたしが引っかかったテーブルの上のコップが倒れて、わたしの頭に水がかかる。

「真ま帆ほ、何やってんの？」

　一度は憤ふん怒ぬした神門ごうどだったが、わたしの異常行動で怒りも冷めたらしい。そして、わたしの方はこのまま石にでもなってしまいたかった。

　恐る恐る顔を上げて周りを確認する。最初に、神門の呆あきれた顔が見えた。そして、その背後には、こっちを見るたくさんの人の顔、と、一いち之の瀬せ先輩の顔……じゃないぞ。髪型はそっくりだけど、顔つきは全然違った。どうやら、わたしはその人と一之瀬先輩を間違えていたらしい。

　わたし、一人で何をやっていたんだろう。

　テーブルからコップが転がり落ちてきて、わたしの頭に当たった。

　いっそ、このまま死んでしまいたかった。



    

  
    
      



    

  
    
      


第四幕　過去と蘇生の狂想曲ラプソディー





　ファミレスから出た後、神門ごうどはしきりに他ほかの場所へとわたしを連れ出したがったが、わたしは断固としてそれを断り続けた。一いち之の瀬せ先輩に会ってしまったら大変、という気持ちだけではなく、早くあのファミレスでの醜しゆう態たいを忘れてしまうためには、神門と別れる必要があったのだ。

　わたしの不屈の精神は、ついに神門を諦あきらめさせ、わたしは一人で家路についた。

　だけど、まだ時間はお昼過ぎ。今から家に帰っても特にすることはないな。

　そう考えたわたしの足は、自然とあの場所へと向かっていた。

　わたしがどこよりも安心できる店。大好きな空間。それは、古本屋だった。わたしは自分の家の最寄りの駅で降りると、歩いて行きつけの古本屋を目指した。高い塀に囲まれた狭い路地を抜け、ほとんど古い民家と見分けのつかない店舗にたどり着く。伊丹いたみ書店だ。

「こんにちは」

　引き戸を開けて、中に入る。中は相変わらず薄暗くかび臭かった。

「いらっしゃい」

　店の奥からしわがれた声が聞こえる。この店は、狭いスペースに背の高い本棚がたくさん並べられているため、見通しがかなり悪い。だから、店の入り口から店主のいる一番奥を見ることができないのだ。

「空そら口ぐち君か？」

　どうやら、声だけでわたしだと分かってくれたようだ。わたしは、本棚を避よけながら店の最深部に入った。

　床から一段高くなったところに畳と机があり、そこに座布団を敷いて初老の男性が座っていた。彼こそがこの店の店主であった。

「久しぶりだな」

「ごめんなさい、おじ様。なかなか顔が出せなくて」

　わたしはおじ様に頭を下げて謝った。

「いや、構わんよ。別にここに来ることは義務じゃあない」

「だけど、やっぱりわたしは時々ここに来ないとダメみたいです」

　わたしはそう言って、近くにあった古い本棚に触れた。ここに来ると、田舎の祖父母の家に帰ったときのような、不思議な安あん堵ど感かんがある。懐かしさすら感じた。

「それで、今日はどんな本を探しているんだ？」

　おじ様はちょっと店の中を見渡す。

「ここに、本を買いに来たんだろ？」

「違います」

「じゃあ、いつもみたいに貸してくれ、というのか？」

　わたしは、いつもこの古本屋で本を借りて帰る。買うのではなく、借りる。レンタル料金を払うわけでもない。普通の人が、友達から漫画を借りるような感覚で、わたしは伊丹いたみ書店から本を借りるのだ。普通に考えれば営業妨害に近いようなことを、わたしは日常的にやっていた。最近はしていないけどさ。

「いえ、ちょっとお話ししにきただけです。さっきも言ったとおり、わたしは時々ここに来ないとダメみたいなんです」

「ダメとはどういうことだ？　禁断症状でも出るのか？」

　おじ様はいたずらっぽく微笑ほほえんだ。わたしもつられて表情を崩した。

「そんな感じです」

　おじ様はわたしに椅い子すを勧めてくれた。わたしはそれに座り、さっきのおじ様みたいに、静かな店内を見回してみた。

　他ほかの客はいない。というか、わたしはこの店にわたしとおじ様以外の人間がいるのを見たことがない。よくもまぁ、こんな店で生計を立てられるものだ、と思う。もしかしたら、おじ様は既に年金暮らしをしていて、この店は道楽でやっているのかもしれない。それならば、わたしが本を借りていったとしても、利益を追求した経営じゃないのだから、特に問題はないだろう。というか、自分を正当化するためにも、ぜひそうあってほしい。

「最近は、怪しい本を読んでいないのか？　そういえば……」

　おじ様は机の上にあった濃い緑色の表紙の本を手にとる。わたしはそれを見てどきっとした。

「前に探していた本はこれか？」

　わたしはおじ様から本を受け取る。だが、それはわたしが探していた本ではなかった。

「違うのか」

　わたしの表情から、おじ様は察してくれた。

「はい。でも、見つからないんでしたら、探してもらわなくていいです。解決……はしてませんけど、とりあえず納得はさせられましたから」

　おじ様は不思議そうな顔をした。確かに、今のわたしの台詞せりふからでは何のことか少しも分からないだろう。だけど、わたしたちの記憶を奪ったのは悪魔じゃなくてアスガルズという天使の組織で、わたしはその組織の特派員です、とはさすがに言えない。

「そうか。よく分からんが、空そら口ぐち君がいいなら、まぁいいとしよう」

　おじ様の、一番素敵なところは、こういうこだわらないところだと思う。

「あの、おじ様」

　わたしはジーンズの膝ひざの上で手をにぎり、おじ様の目をじっと見る。

　おじ様は、わたしがどんな話をしても親身になって聞いてくれる。そして、最適な助言をしてくれる。はっきり言って、会議だとかでわたしに協力してくれない永なが音ね先生などよりも、よっぽどおじ様の方が頼りになる。

　わたしは、宮みや脇わきさんのことをおじ様に話すことにした。

「ちょっと、現実離れした話をしていいですか？」

「空そら口ぐち君の話は、ほとんどが現実離れしとるだろう」

　おじ様は咳せき込こむように笑った。多分、最初は普通に笑っているのだが、途中から咽むせてしまい、本当に咳き込んでいるのだと思う。だから、笑い声は後半になると、死んでしまうのではないのか、と思うほど苦しそうなうめき声が混じることがあった。

「そう言われると、そうなんですけど……。だけど、今回は特に現実離れしてるんです。話したこと、信じてもらえますか？」

「前も言っただろう。空口君が信じろというのなら、わしは何でも信じるぞ」

　そう言って、おじ様はいつもの穏やかな表情に戻った。その顔を見ると、わたしはなぜか不思議と落ち着き、心が安らかになる。

　やっぱり、おじ様のところに来てよかった。わたしは安心して口を開いた。

「わたしのクラスメイトに、悪魔がついてしまったんです」

「ふむ」

　ここで、また悪魔の話か、などと言われていたら、わたしはそこで話すのを止やめてしまっただろう。しかし、幸いおじ様は真面目まじめな顔で頷うなずいただけだった。

「それで、その子が行方不明になってしまったんです」

「警察には届けたのか？」

　至極まともな意見だった。そのあたりの手はずは永音先生がしてくれているはずだ。

「はい。だから、多分大丈夫だとは思うんですけど……」

「何か心配なことがあるのか？」

「悪魔は、人の弱みにつけ込むんですよね？」

　おじ様は、二度瞬まばたきをしてから小さく頷いた。

「人は必ず心に弱い部分を持っている。悪魔はそこを突き、そこから漏れる負の感情を糧とする」

　そうだ。悪魔は人を困らせて、負の感情をわかせる。そして、それを自分の力に変えるのだ。

「おじ様、相変わらずの博識ぶりですね」

　おじ様の名誉のために付け加えておくと、おじ様はオカルトな知識以外もたくさん持っている。ただ、わたしが持ち出す話題がそっちの方面ばかりだから、どうしてもおじ様から出てくる情報がオカルト関連のことばかりになってしまうのだ。

「それで、さっき言っていた子のことなんですけど、その子はすごく強いんです。ものすごく嫌なこととか不幸なこととかがあっても、それでも笑っていられるというか、気にしないというか……」

「弱い部分が見えない、と言いたいのか」

「そうです。だけど……」

　わたしは宮みや脇わきさんを深く知っているわけじゃない。だけど、わたしが見た限り彼女は何かに簡単にへこたれるような人間じゃない気がした。

「だから、逆に不安なのだな」

　わたしの心の中にあった言葉にならないものを、おじ様はずばりと言ってくれた。

「弱いところを見せないから、逆に何かあるのではないのか、と勘ぐってしまう。そして、そこを悪魔に付け込まれるのではないのか、と心配してしまう」

　おじ様は、まるでわたしの心の中を見通すようにすらすらと喋しやべった。わたしは何度もその言葉に頷うなずいた。

「それと、もう一つ気になることがあるんです」

　わたしは、宮脇さんが前に住んでいたアパートに死んだ母の写真や日記を置いていったことを話した。

「母親の写真？」

「えっと、死んでしまったお母さんです。宮脇さんは、二年前に母親を亡くしているんです。それで、今は新しいお母さんがいるらしいんですけど……」

「右から三番目の列、奥から五番目、上から四段目を見にいってくれ」

　わたしの言葉を遮るように、おじ様は言った。わたしは口を開けたまま一秒ほど固まった後、おじ様の言う本棚のところへ向かった。

「そこに、『屍し者しや』という本があるだろう」

　まさか、今の話だけで関係のある本をすぐに思い出したのだろうか。普段から只ただ者ものではないと思っていたが、おじ様は本当に超人なのかもしれない。

「あ、見つけました」

　わたしは触っただけでぼろぼろに崩れてしまいそうな一冊の本を、慎重に本棚から取り出した。かなり古い本のようだ。わたしはおじ様のところに戻り、その本を手渡した。おじ様は、本を受け取ると丁寧にページをめくった。

「これだ」

　ページの真ん中辺りで、おじ様の手が止まる。そして、本の内容をわたしに見せてくれた。旧字が交じった古い文章で読みにくかったが、わたしは必死で文字を追う。

「これ、もしかして」

　そこには、死んだ人間を蘇よみがえらせるための方法が紹介されているようだった。わたしは声に出して、文章を読んでみる。

「肉体が既にない場合、死者の魂を呼び寄せる方法をとるのがよい……。新しい体を用意して、そこに魂を移す……」

　わたしは興奮しながらも、体の一部は急激に冷え始めていた。

「魂は、死者が生前暮らした場所に集める。そこに、死者の姿を描いたものや死者本人が書いたものを集める……」

　ここまで読めば十分だった。

「もちろん、そんなもので人は蘇よみがえることはない。この本に書いてあることは、ほとんどが適当に書かれたことだ」

　おじ様がはっきりと言った。

「はい。それは、分かります」

「だが、これを信じる人間もいる」

　宮みや脇わきさんは、自分の母親を復活させようとしているのか。きっと、悪魔に騙だまされて、効果のない儀式をやらされようとしているのだ。そして、そこで絶望させて悪魔は力をつけるつもりに違いない。

　せこい奴やつだ。永なが音ね先生は、今回の悪魔はわたしと契約した悪魔よりもずっと強力だと言っていたが、やることは同じだ。どうしようもない欺ぎ瞞まんで人間を騙すだけということか。

　だけど、もちろんそれを許すことはできない。宮脇さんのお母さんを思う気持ちを踏みにじろうとしているのだから、それは止めなければならない。

　文章はまだ続いている。もしも、宮脇さんがこの本と同じ方法で死者を復活させようとしているのならば、彼女がこの後何をしようとしているのか分かるではないか。

「えっと、マンドラゴラを用意って……」

　マンドラゴラとは、ファンタジーの世界でよく聞く名前の植物だ。

　もう、この時点で胡う散さん臭くささ抜群である。確かに、ナス科にマンドラゴラという植物は実在する。だけど、本の挿絵には、実在するとは思えないはっきりと人間の形をした植物が描かれていた。こんなのが実在するならわたしだってほしい。

「そして、満月の晩に、マンドラゴラを服用して呪じゆ文もんを唱える」

　どうやら、この本は翻訳版らしく、呪文はアルファベットで書かれていた。

「どうも、きな臭いな」

　おじ様が言う。

「これ、おじ様の店の本ですよ」

　間。

「わしも、時としてそういうことをする」

　ほとんどのオカルト関連書籍は、普通の神経で読めばおかしなものが多い。やはり、おじ様とはいえ、こういった本を間違って買い取ってしまうこともあるのだろう。

「だけど、何かの手がかりになるかもしれません。借りていっていいですか？」

「ダメだと言ったら？」

「言われたことないから、言われたら泣くかもしれません」

　おじ様は困ったように笑う。わたしは微笑ほほえんでみせた。

「持っていけ。それと、今度の満月は明日だぞ」

　明日。

「ありがとうございました。なんだか、かなり前進した気がします」

　わたしは今まで一番深い礼をした。

「死者を蘇よみがえらせるか……」

　おじ様は小さな声で言う。わたしはそのかすれた音を聞き逃さなかった。

「気になりますか？」

「いや、なんでもない」

　おじ様はそれだけ言うと、店の奥に引っ込んでしまった。店の奥はおじ様の居住スペースがあるのだ。入ったことはないが、そうなっているという話は聞いたことがある。

　一人だけ店に残されたわたしは、おじ様が入っていった部屋に向かってもう一度お礼を言い、店を出た。





「お姉ちゃん！」

　夏なつ樹きが姉妹共用の部屋に飛び込んできたのは、夕方頃ごろだった。彼女は学校に部活の練習に行っていたらしく、ジャージ姿だった。

「ものすごいこと聞いたんですけど！」

　夏樹の剣幕は凄すさまじい。伊丹いたみ書店から借りてきた本を読んでいたわたしは、彼女の勢いに本がダメージを受けるのではないか、と心配した。

「今日の午前中、どこに行っていたの！」

　こいつは朝一番で家を出て、ずっと部活をしていた。だから、わたしが外出したことを知らなかったのだ。

「ちょっと、遠くの方までね」

　適当にごまかす。行方不明の友人を捜しに行った、と言っても信用しないだろうから、そのことは黙っておいた。

「男の子と歩いていたでしょ！」

　夏樹はさらにヒートアップする。

「なんで、そんなこと知ってるの！」

　ついついわたしも大きな声になった。

「ほほぅ。認めましたね、お姉さま」

　夏なつ樹きの顔に、勝者の笑みが浮かぶ。わたしは心の中で、しまった、と思った。

「今日、友達の一人が午前中に病院に行っていて、練習に遅れてきたの。その子が、街中でお姉ちゃんに似た人を見たっていうからさ」

　夏樹の友人の中に、わたしの顔を知っている奴やつがいようとは……。油断も隙すきもないな。

「そして！」

　夏樹はびしっと指をこちらに向けた。そして、なぜか勝ち誇ったかのように、大きな声で言う。

「お姉ちゃんは、男の子と一緒に歩いていたという証言をしたのです！　不良の中学生っぽい奴とね！」

「中学生じゃないし」

「え？　そうなの？　なぁんだ、じゃあいらない心配だったね」

「どんな心配してたのよ」

「お姉ちゃんがわたしよりも年下と付き合ってたら、二人が結ばれたときに、義理のお兄さんが、わたしよりも年下になっちゃうでしょ」

「アホか！」

　わたしは近くにあったティッシュの箱を夏樹にぶつけた。けれども、その程度の攻撃でひるむような我が妹ではなかった。

「でも、お姉ちゃんが不良少年ねぇ」

　夏樹はじっとこちらを見る。

「一応確認だけど、その男って、前にお姉ちゃんが言ってた、鼻にいきなりキスする男じゃあないよね？」

　う！　情けないことに、わたしはその言葉に戸惑いの反応をしてしまった。その動揺の後に、行動の浅はかさに気づき混乱し、ますます次に何を言えばいいのか分からなくなる。わたしは、ただただ上気していく夏樹の様子を黙って見ていることしかできなかった。

「ちょっと、お姉ちゃん！」

「は、はい……」

「どこまでされたの！」

「何もされてねぇよ！」

　さすがに、ここはわたしも反論する。だけど、そんな言葉は聞いていないように、夏樹はずんずんとこちらに近づいてきて、椅い子すに座るわたしの目の前で仁王立ちをした。

　なぜか、その目は潤んでいた。

「お姉ちゃん、そいつのこと好きなんだね」

「そいつって誰だれよ」

「純愛なのね」

「恥ずかしいこと言わないで」

「もう、わたしの言葉は届かないのね」

「どっちかというと、わたしの言葉の方が不通気味な気が……」

　夏なつ樹きはがばっとわたしに抱きついた。前にあった同じようなシーンがデジャヴする。

「分かった！　お姉ちゃんは大人おとなの階段を上っていって！　そして、遊ばれて捨てられるがいいわ！」

「おい」

　いい加減に、愚妹の妄もう言げんを止めなければいけない。わたしは妹の頭をがっちりと両手でホールドすると、彼女をわたしから引き離した。

「ねぇ、夏樹。誰が、わたしと神門ごうどが付き合っているって言ったの？」

「その彼氏は、神門っていうの？　い、痛いです。お姉さま」

　わたしは孫そん悟ご空くうの頭の輪のように、夏樹の頭をぎりぎりと締めつける。

「これ以上締めると、中身が出てきちゃうぅ。いたいー！」

　夏樹は悲鳴をあげた。え？　この中には姉を困らせる戯ざれ言ごと以外に、何か入っていたかしらん？　それなら、それを出してみましょう。うふふふ。

「もう無理。ホント勘弁してください」

　夏樹はじたばたと暴れる。

「じゃあ、しっかりと理解してね。わたしは、その不良少年とは何の関係もないの。部活の先輩と後輩。ただ、それだけ。分かった？」

　もう、声を出すこともできないのか、夏樹は何度も無言のまま頷うなずいた。

　わたしが力を緩めると、夏樹は鋭くこちらを睨にらんだ。

「じゃあ、何で新学年になってから急にコンタクトにしたり、髪型変えたりしたの？　その人と付き合い始めたからじゃないの？」

「違う。そういうお告げがあったから」

　夏樹の目が、姉を心配するモードから、気持ち悪いものを見るモードへと移行した。わたしの場合、この手の冗談を冗談と解されないからすごいと思う。

「そういえばさ」

　そうだ。わたしは夏樹に訊きいてみたいことがあった。

「あんたってさ、自分を幸せだと思う？」

「……お姉ちゃん、何かの宗教でも始めたの？」

　夏樹はますます人を汚物でも見るかのように見つめてきた。わたしはめげずに続ける。

「そうじゃなくてさ、世の中にはどれだけ不幸でも、それに負けないでがんばってる人がいるわけでしょ？　だから、そういう人たちと比べると、わたしたちは幸せだなぁって思わない？」

　宮みや脇わきさんの話を、具体的に持ち出すことはできない。何とかして、ぼかしながら表現してみた。

「うーん。まぁ、自分が不幸せだとは思わないけどさ。どちらかといえば、幸せな方なのかなぁ。一応、三食食べて生きていけてるし」

「でしょ？　世の中には、もっと不幸な人はいくらでもいるんだからさ」

　わたしはしみじみと語る。夏なつ樹きの視線は、先ほどの軽けい蔑べつするようなものから、人を怪しむようなものへと変化していた。

「何で、そんなことを訊きくの？」

「わたしの知り合いにさ、ものすごく不幸な子がいるのよ。その子はどれだけ自分に不幸があっても、自分は不幸に慣れてるから、って平気なわけよ。やっぱり、がんばっている子がいたら、自分もがんばらなくちゃって思うよね」

「ふーん」

　夏樹は、どこか納得がいかないように返事をした。

「なによ。あんただって、その子の不幸を聞いたらびっくりするわよ」

「わたし、その人を知らないから、あんまり勝手なことを言いたくないけどさ」

　夏樹はわたしから離れて、ドアの方に向かった。

「なんか、自分のことを不幸だって言いきる人、あんまり好きじゃないかも」

　そう言って、夏樹は部屋から出て行った。

　自分のことを不幸だと言いきる人が好きじゃない？

　だけど、宮脇さんは間違いなく不幸じゃないか。

　歩けば何か降ってくるし、止まれば何かがぶつかってくる。

　体はいつも生傷が絶えないし、お母さんのことだってある。

　あれで、彼女は自分で不幸だと言って何の問題があるというのか。

「それと！」

　突然、部屋のドアが開いて、夏樹が首だけを出した。

「人のことを、勝手に不幸だって決めつけるのも、よくないよ！」

　それだけ言って、夏樹は姿を消した。

　勝手に不幸だと決めつけるか。

　わたしは反論する言葉が見つからず、一度軽く頷うなずいて、夏樹の言葉を反はん芻すうした。

　宮脇さんはアパート管理人のおばあさんに、幸せになりたいとこぼしたらしい。宮脇さん自身も、自分がどれだけ不幸なのかということを理解していたのだ。確かに、彼女の境遇は恵まれたものではないと思う。そんな人が、自分のことを不幸だというのは、そんなに悪いことなのだろうか。

　わたしだって、別にものすごく幸せな人生を歩いてきたわけじゃない。というか、かなり日陰を通ってきたつもりだ。自分が世界に受け入れられないと考えて、自分ばかりが損をして、自分ばかりが疎外されていると考えたこともあった。だけど、その状況と宮みや脇わきさんの状況は違う。宮脇さんは、わたしみたいに自分が勝手に不幸だと思い込んでいるのではない。

　わたしだって、もしも母親を亡くしてしまったら、自分のことを不幸だと感じるだろう。そりゃ、うるさいことを言われるとムカつくこともあるけど、いて当たり前の人だ。

　不幸だって思うのは、間違いなのか。仕方ないことじゃないか。

　わたしはしばらく考えてから、首を何度か振って頭をすっきりさせようとした。だけど、頭ず蓋がい骨こつの中にしまわれた重たい悩みは、そう簡単には出てきてくれなかった。

　幸せか……。

　わたしは幸せなのか。それとも不幸なのか。改めて考えると分からなくなる。幸せな部分もあるし、不幸な部分もある気がする。それを、全てひっくるめて『わたし』が幸せとか不幸とか言うのは難しい。

　宮脇さんには幸せな部分はないのだろうか。

　もしも、ないのだとしたらそれを見つけようとすることは悪いことじゃないはずだ。

　……宮脇さんは過去の幸せを取り戻そうとしているのか。大好きだった母親と過ごした日々。愛する家族との日常。そういう昔の幸せを、もう一度手に入れようとしている。

　確かに、おじ様から借りた本の方法だけでは死者を復活させることはできないだろう。

　だけど、そこに悪魔の力が加われば、もしかしたら本当に宮脇さんは母親の命を手に入れることができるかもしれない。それは、彼女にとってこの上ない幸福に違いない。

　悪魔が対価として何を求めているかは分からない。だけど、宮脇さんがそれで幸せになれるのならば、わたしは彼女を止めていいものなのか分からなくなる。

「幸せか……」

　難しい問題だ。少なくとも、わたしの頭ではよく分からない。

　わたしは部屋を出ると、一階に下りた。リビングでは、家族が全員揃そろっていた。

「鼻がいいわね」

　ちょうど夕飯をテーブルに並び終えた母親が言う。別に、晩御飯の匂においをかぎつけて下りてきたわけではないのだが、確かに完かん璧ぺきなタイミングだった。

「母さん、今日の料理も素晴らしいね！　感動したよ！」

　お父さんが嬉うれしそうに言って、抱き寄せたお母さんの頬ほおにキスをした。アホらしい。夏なつ樹きも同じ気持ちらしく、うんざりしたようにわたしと目を合わせた。

　一家四人で食卓を囲む。

　当たり前の風景。

　当然の日常。

　これは幸福なことなのか。

　いや、これは特別なことじゃない。こんなのを幸せとは呼ばない。

　だけど、宮みや脇わきさんはこれを求めているんだ。

　……本当に、幸せとは何なのだろうか。

　わたしは黙って食事を始めた。





　落ち着かない。わたしは足をもじもじさせていた。

　まさか、こんな服を着る日が来るとは思わなかった。

　うららかな日和の日曜日。今日は雛ひな浦うらさんたちと約束した買い物の日だった。今朝、わたしはいつものジーパンをはいて家を出ようとしていた。しかし、そこを夏なつ樹きに止められた。

「どこに出しても恥ずかしくない姿にしてあげる！」

　そう言って夏樹が持ってきたのは、彼女が最近購入したミニのフレアスカートだった。

　短かった。わたしの持っている私服のスカートは、全て膝ひざが見えないくらいの長さがある。だけど、彼女の差し出したスカートは、わたしがはいても膝上二十センチくらいになりそうな短さだった。わたしは反対したが、妹の強引な説得により、そのスカートをはいて買い物に行くこととなった。

　自分の足に自信がない。足が遅いっていう意味じゃないよ。まあ、足も遅いんだけど見た目の話だ。別にシミとか傷跡とかがあるわけじゃないけど、世間様にお披露目するほど立派なものじゃないと思う。だから、歩いているときも、電車に乗っているときも、わたしはちょっとでもみんなの目につかないようにしようとしたが、それも無理な話で、結局はトイレに行きたいみたいにずっともじもじしていることになった。

　そして、今。わたしは相変わらずもじもじしていた。スカートの裾をひっぱってみたけど、もちろん伸びるわけもない。場所は界かい隈わいでは一番大きな街、小こ清し水みずの駅前。そこは、一いち之の瀬せ先輩と一緒に映画を観みにいったときに待ち合わせをした場所でもあった。とはいっても、一之瀬先輩はそのときのことを、アスガルズの大変優秀な天使たちによって忘れさせられているから、その思い出は今じゃわたしの妄想とそんなに大差はないんだけどね。

　ああ、恋って切ない。

　日曜日ということもあって、駅周辺は人で溢あふれていた。集合時間の十分前に着いたわたしが一番乗りだった。しばらくすると駅から可愛かわいらしいちびっ子が出てくるのが見えた。

　胸のすぐ下をリボンで結んだベージュのワンピースを着たその少女は、こちらに向かって楽しそうに駆けてくる。わたしはそれが誰だれなのか、一瞬分からなかった。だが、ある程度近づいてくると、それが三み癒ゆ先輩だと分かった。いつもは二つにまとめている髪が、今日は全て下りていた。そのため、印象が違ったのである。普段の元気なお転てん婆ば娘むすめといった印象から、今日は良家のお嬢様といった印象へと変わっている。

「真ま帆ほちゃん、おはようございまーす！」

　三癒先輩は元気に突進してきた。髪型が変わっても、中身は変わっていない。当たり前だけど。

「どうしたんですか。今日はなんだかいつもと違いますね」

　わたしは目の前で止まってちょっと息が荒くなっている三癒先輩の髪を、じろじろ見ながら言った。

「たまにはこういうのもいいかなって思ったんです。ちょっと、髪の毛で遊んでみようかなって。どうですか？」

　三癒先輩はそう言うと、わたしの前で一回転した。髪の毛とスカートがふわりと広がる。

　髪で遊ぶか。わたしにはない発想だ。今でも、寝ね癖ぐせがちょっと残ったまま学校に行くことがあるしな。一いち之の瀬せ先輩に会うまでには直すけど。

「可愛かわいいと思います」

　わたしは素直にそう言った。三癒先輩なら、たとえアフロヘアにしても可愛いのだろう。神様は本当に不平等な人間のつくり方をしたものだ。

「本当？」

　三癒先輩はわたしを上目遣いで見つめる。この表情は反則だと思う。

「ものすごく可愛いです」

「どれくらい？」

　しばらく考える。

「距離で言うと、四パーセクくらいです」

「四パーセクも？　やった！」

　それでいいのか、三癒先輩。

「あ、しのちゃんだ！」

　三癒先輩が駅の方を指差す。集合時間の一分前に、雛ひな浦うらさんがやってきた。紺のプルオーバーにロングスカートをはいていた。

「今日は、みんなスカートですね」

　三癒先輩が言う。まさか、その中でわたしの丈が一番短いとは……。なんだか、自分のキャラを見失っている気がする。

「おはよう」

　雛浦さんはわたしたちのすぐ前まで来るとそう言った。だが、心なしかその顔は少しやつれて見えた。

「あれ？　どうかしたんですか？」

　三み癒ゆ先輩が雛ひな浦うらさんの疲れた様子に気づき、心配そうに声をかける。雛浦さんの方は、ちょっと微笑ほほえんでみせたが、やはりいつもとは違った。

「ちょっとね」

「うー！　水臭いですよ！」

　そう言って、三癒先輩は雛浦さんの胸の辺りに頭突きをした。その様子は、仲のよい姉妹に見える。もしも、夏なつ樹きがわたしにそんなことをしようものなら、血しぶき舞う姉妹喧げん嘩かが始まるだろうけど。

「宮みや脇わきさんのことです」

　三発目の頭突きを食らう前に、雛浦さんの口から言葉が漏れた。

「メールも返ってこないし、やっぱり心配で……」

　多分、学校中で一番宮脇さんと親しくしていたのは雛浦さんだと思う。雛浦さんが宮脇さんのことを心配するのも当然だろう。

「警察に捜索願も出されたらしいから、わたしができることなんて何もないことは分かっているんですけどね」

　そう言う雛浦さんは、本当に疲れている様子だった。もしかしたら、昨夜はメールが返ってくるのを寝ずに待っていたのかもしれない。

「雛浦さん、宮脇さんと仲良さそうにしていましたからね」

　わたしが言うと、雛浦さんはちょっと間をおいてから口を開いた。

「なんていうか、妹みたいな感じなんだよね。まぁ、同級生なんだけど」

「うー……」

　雛浦さんの沈んだ声に三癒先輩が悲しそうに唸うなる。

「あんまり思いつめて、雛浦さんまで倒れちゃったら、宮脇さんが帰ってきたときに悲しむと思います」

　わたしは雛浦さんに言う。雛浦さんは、ちょっと驚いたような顔をすると、すぐに優しい表情になって頷うなずいた。

「さっすが、真ま帆ほちゃん！」

　そう言って、三癒先輩はジャンプしてわたしに抱きついた。この人は、本当に身軽なんだな、と思う。このまま持って帰りたくなるくらい、小動物的な可愛かわいらしい動きだ。きっと、大草原で三癒先輩がプレーリードッグと一緒に地面の穴から顔を出して周りを見渡していても、なんの違和感もないんだろう。

「それじゃあ、れっつごー！」

　片手をふり上げた三癒先輩を先頭にわたしたちは街の中へと飛び出した。

　とにかく、わたしたちは色々な店を回った。三み癒ゆ先輩は色々なものを見たがったし、色色なものを試したがった。実際、三癒先輩が試着した服は二十着以上になった。ただし、店員さんが購入を勧めても、雛ひな浦うらさんが断固とした態度でそれを断った。見事な連携プレーだった。

　わたしたちは何かを買うこともなく、ひたすらに商品を見て回り、それについて談笑しては、次の店へ向かった。女の子の買い物というのはこんなものなのだな、と女の子のわたしは初めて知った。そういえば、友達と一緒にこんな風に遊ぶのは初めてかもしれない。そう考えると、変に行動を意識してしまう。

　どうすれば、普通の女の子みたいなんだろう。

　どうするのが、友達っぽく見えるのだろう。

　どう振る舞うのが、自然に見えるのだろう。

　だけど、だんだんとそんな風に迷っている自分が愚かしく思えてきた。

　そんなことは考えなくていい。

　わたしは、わたしとしてそこにいよう。わたしが違う空そら口ぐち真ま帆ほを演じても、結局はわたしが辛つらくなるだけだ。そう考えると、ただただぶらぶらとするだけの買い物も楽しくなってきた。

　わたしは普段の二倍くらいよく喋しやべっていた。わたしが、普段の二倍喋るというのは、普通の子の元気がないときくらい喋っていたことになる。何日か分の言葉を、ここで使ってしまったような感じだ。

　こうして、わたしたちの楽しい時間はどんどん過ぎていった。雛浦さんも、途中からよく笑うようになり、元気も出てきたようだった。

　お昼を食べた後、三癒先輩がカラオケに行きたいと言い出したが、わたしはこの前のドナドナ事件の記憶が蘇よみがえったため、その提案に拒否感を持った。だけど、それを口には出さなかったため、三癒先輩によってわたしたちはカラオケ屋へと引っ張られていた。

　だけど、そんな愉快な休日は一瞬で凍りつくことになる。

　わたしの心臓が縮み上がったのは、そのカラオケ屋へと向かう途中だった。

　駅前の大通り。たくさんの人が歩くその中で、わたしは暗くら闇やみの中にいきなり投げ込まれたような恐怖を抱いた。

　心に影が入り込んだような感覚に浸食される。

「どうかしたの？　真っ青だよ」

　わたしの横を歩いていた雛浦さんが、心配そうにわたしの顔を覗のぞき込む。わたしは、周りの人から見ても分かるくらいに震えていた。

　嫌な感覚。

　この前も感じた。

　ああ、青い炎を感じる。

　近くにいるんだ。

　悪魔が近くにいる。

　わたしは視線を上げて、周りを見回す。がくがくと震える体が、わたしの動きを制限する。きっと、わたしにこれ以上悪魔に関かかわるなと伝えたいのだろう。しかし、わたしは己の使命を思い出し、勇気を持って辺りを見回した。

　あった。禍まが々まがしい光が瞳どう孔こうを狭める。

　道路を挟んだ反対側の歩道に青い炎が見えた。ここからだと二〇〇メートルほど離れているだろうか。しかし、青い炎は確かにそこにあった。そして、その炎の中には、はっきりと鳥の形が浮かんでいた。

　ということは、あの鳥の下に宮みや脇わきさんがいる。

　恐怖に戦慄おののく自分に鞭むちを打つ。

「真ま帆ほちゃんは、どんな歌を歌うんですか？」

　先頭を歩いていた三み癒ゆ先輩がこちらを向く。しかし、わたしは三癒先輩の首が動くとほぼ同時に、車線を越えるために走り出していた。

「ごめんなさい！」

　わたしは二人に向かって叫ぶと、車を避よけながら片道三車線の道路を渡った。クラクションが何度も鳴らされ、二回轢ひかれかけたが、ぎりぎりのところで車線を渡りきる。し、死ぬかと思った。

「宮脇さん！」

　わたしは青い炎に向かって叫んだ。そしてすぐに、こっそりと近づいた方がよかったかも、と後悔した。わたしの人生は失敗と後悔の連続だ。

　そして、その考えは的中した。青い炎が明らかにわたしから逃げるように移動を始めたのである。わたしは、人と人の間を抜けながら青い炎の鳥を目指して走った。

「大丈夫？」

　不意に後ろから声がかかる。

「雛ひな浦うらさん！」

　なんと、雛浦さんがわたしのすぐ後ろを走っていた。

「どうしたの？」

　雛浦さんがわたしに並ぶ。わたしは必死で走っているつもりなのだが、隣にいるスポーツ万能の武道家少女は涼しい顔で並んでいる。

「宮脇さんが、いた、んです」

　わたしは切れ切れに話した。雛浦さんの表情が真面目まじめになる。

「本当？」

「あっち、です」

　わたしは青い炎が見える方を指差した。すると、青い炎は太い道路から細い路地へと入っていった。

「あ！　曲がりました！」

　わたしがそう言うと、雛ひな浦うらさんが驚いたような顔をする。

「どうして、分かるの？」

　確かに、わたしたちから見えるのは近くの人の姿ばかり。一〇〇メートル以上離れた人間の姿など確認できるわけもない。

「勘です！」

　わたしはそう言った。そう言うしかない。

　雛浦さんはわたしの目を見る。普通に考えれば、わたしの言うことなど信用できないだろう。だけど、雛浦さんはしばらく見つめた後に軽く頷うなずいた。

「信じる」

　そう言うと、わたしの手をとって、雛浦さんは猛烈な勢いで走り始めた。わたしはその手にぐいぐいと引っ張られた。

　青い炎が入っていった路地。わたしたちはそこを曲がる。そこは人の気配がほとんどない、暗い空間だった。落書きやゴミが目立ち、明らかに先ほどの道とは違う雰囲気がただよっている。

　青い炎が見えない。見失ってしまった。

「ここ、やばいってよく聞くよね」

　雛浦さんが小さい声で言う。

　確かに、治安はあまりよくなさそうだ。

「今度はどっち？」

「えっと……。ごめんなさい。分からなくなって……」

　その時、聞き覚えのある声が耳に入った。

　少し離れた場所からの声。

　甲かん高だかい、助けを求めるメッセージ。

　それは、宮みや脇わきさんの悲鳴だった。

「今のって……」

　わたしが言葉を口に出す前に、雛浦さんが動いていた。先ほど以上のスピードで雛浦さんは薄暗い路地裏を進んでいく。わたしも彼女を必死で追いかけた。

　三回角を曲がり、わたしが雛浦さんを見失いかけたとき、ついに目的地にたどり着いた。

　薄汚れた建物に囲まれた少し開けた空間。そこに、制服姿の宮脇さんがいた。彼女は、五人ほどの男に囲まれていた。男たちのうち、二人はジャケットを羽織っていたが、明らかに一般のサラリーマンとは違う。いかにも、その筋の人といった感じだった。残りの三人は若い不良たちだ。宮みや脇わきさんも含めて、彼らは、まだわたしたちには気づいていない。

「麻薬売買の現場にでも出くわしたか？」

　わたしよりも先に現場に到着していた雛ひな浦うらさんは、小さくそう呟つぶやいた。

　宮脇さんは、男たちに囲まれて怯おびえきった様子で壁に追い込まれていた。青い炎に包まれた、青い鳥ははるか上空で、その様子を見下ろしている。自分の宿主を助けるつもりなど、全まつたくないらしい。

「五人か」

　雛浦さんは呟く。そして、一回肩を回すと、男たちに近づいていった。

　まさか、戦うつもりなのですか？

「雛浦さん！　それは危ないです！」

　わたしの叫び声に、宮脇さんと男たちが気づいた。

「雛浦さん。真ま帆ほちゃんさん」

　宮脇さんは泣きそうな声で言った。それにしても、路地裏に逃げ込んだらこんな怖い人たちに出くわすとは、どれだけ不幸なんだ。

「わたしの友達に、何か用？」

　雛浦さんは臆おくすることなく、男たちの方に近づく。

「なんだ、お前は」

　若い男の一人が雛浦さんの方に近づいてくる。かなり背が高い。雛浦さんよりも頭一つ分は大きいだろう。

「わたしの友達に何をしてるのかって訊きいてるの」

　男はポケットからビニールの袋を取り出す。わたしの位置からはよく見えないが、何か白い錠剤のようなものが入っているように見える。

「商談だよ。いいクスリがあるんだ。お前も高校生？　これキメて俺おれたちと一緒に……」

　素早い一いつ閃せん。

　風を切る音。

　一瞬の光景。

　美しい。

　ふわりとスカートがめくれて、そこからしなやかな足が伸びていた。片方の足は、まだ宙に浮いている。

　わたしは目を丸くして、一瞬の出来事を脳内で再生した。雛浦さんが男の頭に、ハイキックを炸さく裂れつさせたのだ。

　男は既に雛浦さんの足元に倒れて意識を失っている。

　本当に僅わずかな時間だった。

　だけど、雛ひな浦うらさんの今の攻撃は息をのむくらいに美しいのは分かった。それにしても、一撃で相手を行動不能にさせるとは、どれほどの威力なのだろう。

「とりあえず」

　足を下ろした雛浦さんは小さくジャンプする。

「一人目」

　かっこいい！

「随分元気がいいね」

　男たちが四人とも雛浦さんに近づく。周りの男たちが離れた宮みや脇わきさんは、その場に座り込んだ。

「だけど、あんまり調子に乗ってると怪け我がするぞ」

　ジャケットの男の一人はポケットからバタフライナイフを取り出した。

　いくら雛浦さんでも、四人を同時に相手にするのは無理だ。

「宮みや脇わきさん、逃げて！」

　わたしは叫んだ。しかし、地面に座り込んだ宮脇さんはなかなか立ち上がらない。足がすくんでしまっているのかもしれない。これでは、雛浦さんが逃げ出すこともできない。

「こんなに可愛かわいいのにもったいないなぁ」



    

  
    
      



    

  
    
      　若い不良の一人が、雛浦さんの肩に手をかけようとする。雛浦さんはその手をとると体を反転させて、一いつ切さい無駄のない、流れるような動きでそのままその男を投げ飛ばした。

「二人目」

　その台詞せりふと男が地面にぶつかり鈍い音をたてるのは同時だった。そして、残りの三人が雛ひな浦うらさんに襲いかかってきたのも、それと同時だった。彼らは雛浦さんを囲もうと、正面、左右に分かれた。雛浦さんは拳こぶしを構え、一人目を倒したときのように軽くジャンプをする。最初に仕掛けてきたのは雛浦さんの右側の男だった。彼は雛浦さんに向かって拳を突き出す。雛浦さんは、その拳をさらりとかわしたが、今度は左の男の蹴けりが彼女に飛んできた。

　低い声が雛浦さんから漏れる。左側の男の足は、雛浦さんの腹にめりこんでいた。前のめりになって腹を押さえようとする雛浦さんの背中を、今度は右側の男が思いっきり殴った。

　とても見ていられない。これじゃあ、リンチだ。しかも、こいつら、女の子相手なのに、本気で殴っている。わたしは自分にまで痛みが伝わるような感覚で、その喧けん嘩かを見ていた。本当は何かして助けたいのだが、あいにくわたしは相手を倒せるような攻撃力を持ち合わせていない。また、わたしは炎や氷の塊で敵を殲せん滅めつするような攻撃魔法も習得していない。それならば助けを呼ぼうと思っても、この入り組んだ路地裏の近くに人がいるはずもない。わたしは、無力な自分を呪のろいながら、雛浦さんを応援することしかできなかった。ああ、こんなことなら攻撃魔法も勉強しておくんだった！

　雛浦さんは膝ひざをついて嗚お咽えつを漏らす。男たちはそれをニヤニヤして見下ろしていた。

「ほら、立てよ。苦しいんなら、苦しいのを忘れられるクスリを売ってやろうか」

　男の一人が雛浦さんの肩に手をかける。その余裕の表情から読み取れることは、男が油断しているということだった。

「あら、嬉うれしい」

　雛浦さんが肩に置かれた手に、自分の手を重ねる。

「とりあえず、これが代金！」

　そういうと、男の腕を引き、立ち上がると同時に男の鼻頭に肘ひじ打ちを炸さく裂れつさせた。鼻頭を折られた男は、そのまま後ろに倒れた。

「てめぇ」

　左側の男と正面の男が、再び同時に襲いかかる。正面の男の手にはナイフが光る。鼻血を流しながら倒れている男の方を向いていた雛浦さんは、振り向きざまに左の男の顔面を蹴った。蹴られた男は、驚きの表情を浮かべながら、そのまま白目をむいて倒れた。ここまで、雛浦さんは全員を一撃必殺で倒している。

　しかし、相手はもう一人。無防備な雛浦さんに向かって、ナイフが振り下ろされた。

「危ない！」

　わたしが叫ぶ。

　横目で一瞬だけナイフを確認した雛ひな浦うらさんは、ぎりぎりのところでそれをかわすと、ナイフを持った男から少し距離をとった。わたしの心臓の動きはどんどんと速くなる。

　雛浦さんの息が荒い。もしかしたら、先ほどの攻撃で、骨にヒビが入ってしまったのかもしれない。

「姉ちゃん、やるなぁ」

　ナイフを持った男は、じりじりと雛浦さんに詰め寄る。雛浦さんは、少しずつ後ろに下がった。やはり、ナイフを持った相手にはうかつに飛び込めないのだろう。

「どうした！」

　男はナイフを突き出して、雛浦さんを追い詰める。雛浦さんは、後ろに下がりながら攻撃をかわすだけで精一杯の様子だった。それでも、その動きはだんだんと悪くなっているように見える。やはり、さっきのダメージがきいているのだ、「ねぇ」

　そう言って、雛浦さんはスカートに手をかけた。そして少しずつスカートをたくしあげていく。男の動きが止まった。

「色仕掛けのつもりか？　そんなんじゃあ、大人おとなは引っかからないぞ」

　男はそう言い、まっすぐに雛浦さんの目を見つめる。彼の注意は、確実に雛浦さんの次の攻撃へと向けられていた。これじゃあ、この男に隙すきをつくるのは難しそうだ。わたしは、雛浦さんと男の駆け引きを息をのんで見守った。

「本当？」

　それは、ぞっとするほど艶つやのある声だった。既に、雛浦さんの足は太ももの辺りのきわどいところまで露出していた。

　男の目が、僅わずかに下へ動く。

　次の瞬間、雛浦さんの手が男のナイフを持った手をはじいた。

　一歩踏み出し、脇わきをしめて拳こぶしを構える。

　最初の右ストレートは男の顎あごを正確に打ち抜く。本当に、目で追えないくらいのスピードだった。男は大きくのけぞる。だが、相手はまだ倒れていない。男がナイフを持つ手に、力を込めたのが分かった。しかし、雛浦さんはすかさず間合いをつめて、男の胸倉を掴つかんだ。

　男を掴んだまま体を素早く反転させ、左足を広げて力の入る体勢になる。

「とりゃああああ！」

　勇ましい掛け声と共に、雛浦さんはそのまま男を背負い、地面に叩たたきつけた。

　地面が僅かに振動したのを感じる。鈍い音も聞こえた。

　男は痙けい攣れんし、しばらくすると動かなくなった。

　風が路地裏を吹き抜ける。

　雛ひな浦うらさんの髪とスカートが、その風で揺れた。

「すごい」

　それは、わたしの中から純粋に出てきた言葉だった。ずっと、すごい人だとは思ってきたが、まさかここまでとは思わなかった。

「宮みや脇わきさん」

　雛浦さんはそう言うと、相変わらず地面に座ったままの薄幸少女に歩み寄った。雛浦さんの言葉を聞き、わたしはそもそものきっかけが宮脇さんにあることを思い出した。

「雛浦さん」

　宮脇さんは泣きそうな声で、いや彼女は実際に泣きながらそう言った。

「いままでどこに行っていたの？　心配したよ」

　雛浦さんの声はどこまでも優しい。先ほどまでの阿あ修しゆ羅らのごとき戦士とは別人のようだ。

「……ごめん。わたし……」

　宮脇さんは言葉に詰まる。泣いていることも原因の一つだろうが、きっと他ほかの要因もあるに違いない。

「言いづらいことなら、無理に言わなくていいよ」

　だけど、と雛浦さんは続ける。

「とりあえず、わたしが力になれるのなら、なんでも協力する。だから、いつでも相談して」

「雛浦さん……」

　宮脇さんはうるうるした目で雛浦さんをみあげる。ピンク色のオーラが見えそうだった。

　わたしはここにいちゃいけないんだろうか。気を利かしてどこかに行くべきなのかな。

　わたしは、二人の間から僅わずかにそんな空気を感じ取った。

　違う。違う空気を感じる。いやらしい湿った空気。

「あの、わたし、実は……」

　宮脇さんが涙声で話し始める。だが、それを遮るような、粘っこい陰いん鬱うつな声がした。その音は、この暗い場所にぴったりの邪悪さを持っていた。

「あなたの幸せを思い出して」

　わたしは上を見上げる。上空の青い炎と、その中の鳥が見えた。わたしは声の主が、その鳥型の悪魔だと直感する。

「幸福を掴つかむのです」

　雛浦さんを見てみても、何の反応もしていない。恐らく聞こえていないのだろう。

　わたしは再び、視線を上空に戻す。すると、突然悪魔が急降下を始めた。同時に、猛烈なダウンバーストが吹き荒れた。地面に落ちていたゴミなどが吹き飛び、細かい砂なども巻き上がった。私はあわてて短いスカートの裾を押さえた。雛浦さんとわたしはその強烈な風のため、宮脇さんに近づくことはおろか、まともに彼女の方を見ることすらできない状況になってしまった。

　さっき男たちにからまれていたときは助けなかったくせに、こういうときは宮みや脇わきさんを逃がそうとするのか。やっぱり、あいつは悪魔だな。

「なに！　この風！」

　雛ひな浦うらさんがそう叫ぶ。そして、突風の轟ごう音おんが響く中、わたしは確かに宮脇さんの言葉を聞いた。

「ごめんなさい。わたしだって幸せになりたいの」

　そして、わたしたちがまともに目を開けられるようになったとき、宮脇さんの姿は既にどこにもなかった。





　その後、わたしと雛浦さんは必死で宮脇さんを捜したが、結局見つけることはできなかった。わたしたちは一応、警察に目撃情報を報告し、ついでに麻薬密売人たちのことを通報し、夕方くらいに駅で別れた。後で、携帯電話の着信履歴に三み癒ゆ先輩から着信が残っていたことに気がつき、ひたすら電話で謝った。

　今日は満月。

　もしも、宮脇さんがあの本の通りにことを起こすのならば今夜。

　一度、家に帰ったわたしは、すぐに家を出た。目指す場所は、宮脇さんが昔住んでいたアパートだった。

　電車を降り、夜の街を歩いて目的地を目指す。

　周りから明かりが減っていくにつれ、わたしの心も暗くなっていった。

　畏い怖ふ。悪魔に対する恐怖がある。

　不安。宮脇さんをどうやったら説得できるのか分からない。

　躊ちゆう躇ちよ。彼女の幸せを邪魔することは、果たして正しいことなのか。

　結論。わたしは無策で決着の場所へと向かっている。

　誰だれも住んでいないアパートに到着した。

　そこで、わたしは足が竦すくんだ。誰かがいる。

　宮脇さんが住んでいた部屋から、僅わずかに明かりが漏れている。電気は止められているだろうから、おそらく何か光源を持ち込んでいるのだろう。確かに、ドアの横の小さな窓から、ちらちらと光が見えることがあった。

　人がいる。そして、それはかなりの高確率で宮脇さんだ。

　先ほどの思考が、全て頭の中でぐちゃぐちゃになる。体が自由に動かない。

　ダメ。ここで、逃げちゃダメだ。

　わたしは奮起すると、命令どおりに動こうとしない足を力ずくで働かせ、アパートに近づいた。

　どうすれば、いいのだろうか。

　もしかしたら、神門ごうどをつれてきた方がよかったかもしれない。あいつに、悪魔をやっつけてもらった方が、宮みや脇わきさんをどうこう説得するよりも、よほど確実で迅速な解決になるんじゃないだろうか。

　ドアに手をかける。

　ドアは力を加えなくても、わたしの方に向かって開かれた。

「弥生やよいちゃん？」

「きゃっ！」

　わたしは驚いて、思わず悲鳴をあげてしまった。

　中から、女性が出てきた。どうやら、その人とわたしで、同時にドアを開けようとしたらしい。

　女性は懐中電灯を持っている。その光がわたしに向けられたので、わたしはまぶしくて目を細めた。女の人の顔はまぶしくてよく見えない。

「ああ、ごめんなさい」

　懐中電灯が降ろされた。わたしの目の前にはもやもやとした光の煙が残った。

「えっと……」

　わたしは視界が回復するまで待ち、相手の顔を確認する。

　わたしの母よりもずっと若そうな、初めて見る女性だった。

「えーっと……」

　わたしたちはお互いに言葉を探り合う。いや、言いたいことは二人とも同じだと思う。

「あなたは誰だれ？」

　女性に先手を取られた。

「えっと、空そら口ぐちっていいます」

　わたしは頭を下げる。

「えっと」

　人見知りの激しいわたしは、初対面の人と上う手まくコミュニケーションがとれない。だが、相手の女性はわたしの気持ちを察してか、自分から名乗ってくれた。

「わたしは、宮脇です」

　宮脇？　それじゃあ、まさか……。

「もしかして、宮脇さん、じゃなくて弥生さんのお母さんですか？」

　女性は、お母さん、というところで少し戸惑うような反応をした。

「弥生ちゃんを知ってるの？」

「知っています。同じクラスなんです」

「そうなの……。ええ、わたしは彼女の母です」

　語尾に力がない。

　この人が宮みや脇わきさんの新しいお母さんなのか。

　それにしても、どうしてここに、そんな人がいるんだろうか。そして、これも二人の心に浮かんだ共通の疑問だったらしい。

「どうして、ここに？」

　またしても先を越された。

「え、いや、ちょっと散歩がてら……あ！　そうそう、この辺りでわたしのペットが逃げ出しちゃって」

　わたしはゴブリンのことを思い出した。

「この中に逃げ込んだような気がしたんですよね」

　わたしは演劇部失格の、白々しい演技をする。ああ、ごめんなさい一いち之の瀬せ先輩。せっかくの指導も、実戦では上う手まくいきません……。

「おーい、ゴブリン」

　わたしは部屋の奥に向かって叫んだ。しかし、反応はない。あいつ、勝手に帰ったな。

　後でおしおきだ。

　宮脇さんの義母はわたしを不思議そうな目で見つめる。確かに、わたしの奇行は目に余るものがあるだろう。

　何とか自然に取り繕おうと、あたふたとしているとき、わたしの目に気になるものが映った。それは、彼女の手に握られた一枚の写真だった。

「それ……」

　わたしが写真を見て言うと、義母はさっとそれを隠した。

　多分、宮脇さんと生母の写真だ。

「あなたも、ここに来るように言われたわけじゃないの？　本当にペットを捜しに来たの？」

　義母はごまかすように言う。

「いえ、誰だれにも呼ばれてはいません」

「そうなの……。そういえば、さっき押し入れの中から、ごそごそと音がしていたような気がするわね……」

　女性の言葉がそこで止まる。わたしは不思議に思い、彼女の目を見ると、その視線はわたしではなく、わたしの背後に向かっていた。

　弥生やよいちゃん。

　声にはならないが、わたしは女性の口がそう動くのを確かに見た。

　背筋が凍りつく。

　振り返ると、闇やみ夜よに浮かぶ青い炎が目に入った。

　壊れかけた薄暗い街灯に照らされた少女。それは、間違いなく宮みや脇わきさんだった。

　わたしが恐怖を感じたのは、悪魔が恐ろしかったからじゃない。

　宮脇さんが恐ろしかったのだ。

　彼女は泣いていた。だけど、笑っていた。

　その手には、ぎらりと輝く金属光沢。

　大きな包丁だった。

　ぞぞっと体中を気持ち悪い冷気が走った。

「弥生やよいちゃん」

　今度こそ、義母はしっかりと発音した。

「写真、見たよ」

　彼女の声は震えていた。

「弥生ちゃん、前のお母さんのことを、本当に好きだったんだね」

　宮脇さんはその声を聞いていないのか、何の反応も示さずにこちらに歩いてくる。

「その人を忘れてほしいとは言わない。だけど、わたしもあなたの新しいお母さんとして認めてほしいの」

　宮脇さんはゆっくりと、ふらふらしながらもこちらに近づいてくる。

「わたし……」

　宮脇さんと、わたしたちの距離があと三メートルほどにまで縮んだとき、宮脇さんがようやく口を開いた。わたしなど見えていないかのように、彼女は義母の方しか見ていない。

「わたしね」

　ぼろぼろの薄幸少女は震えていた。涙をぼろぼろこぼしながら、口元だけは無理矢理に押し上げたみたいに笑顔を保っていた。

「生まれたときから不幸だって言ったけど、だけど本当は幸せだったの。お母さんが生きている頃ころは、本当に……」

　宮脇さんはゆっくりと、さらに一歩こちらに近づいた。

　その一歩はまるで鎖につながれた足を引きずるみたいに、重い一歩だった。

「お母さんが死んで、わたしは本当の意味で不幸になったの」

　二歩目。まるで、死刑囚の最後の一歩みたいだ。その歩みから、宮脇さんの辛つらさが伝わる。

「わたしが、幸せになっちゃいけないの？」

　もう、彼女の口元は笑っていない。唇はわなわなと震え、すがるように言葉をつむぎ続ける。

「ううん。弥生ちゃんは、幸せになっていいのよ」

　義母は言った。

「本当に？」

　宮みや脇わきさんは三歩目を踏み出した。もう、わたしたちの距離は一メートルほどだ。

　わたしは宮脇さんが手にした包丁に目を向ける。どこかで買ってきたのだろうか、それはまだ新しく、よく切れそうだった。

　いやな予感がする。いや、これはもはや確信だ。この状況で、他ほかにどんな可能性があるというのか。

　義母だって分かっているはずだ。

「わたしはあなたのお父さんも、あなたのことも本当に愛している」

　義母は言う。そして、目を瞑つぶる。

「さぁ、自分の手で幸せを掴つかむのです」

　この声は、人間の声ではない。

　青い鳥は、宮脇さんの背中の真後ろまで下りてきていた。

「決心を鈍らせてはいけない。あなたの不幸はここで終わる」

　宮脇さんは小刻みに、何度も頷うなずいた。

「もはや、あなたがかつての幸せを取り戻すには、これしかない。あなたのどうしようもなかった災厄の日々は、これをもって終わるのです」

　宮脇さんは震える手を持ち上げる。彼女にその凶器は重すぎるみたいだった。

「ちょっと、何するつもりなんですか！」

　わたしは思わず声を出す。あまり、他人の家族のことに口を出したくないけど、目の前でこんなことをされては、止めざるをえない。

「宮脇さん！　悪魔に何を言われたか知りませんけど、自分で何をやろうとしているのか、分かっているんですか？」

　宮脇さんは涙で濡ぬれた瞳ひとみをこちらに向けた。

「真ま帆ほちゃんさん。あなた、『幸せの青い鳥』が見えるのね？」

「それは悪魔です！　『幸せの青い鳥』でも天使でもありません！」

「そんなことはどうでもいいの！　わたしは……」

　宮脇さんは決意をしたように、包丁を両腕で持つと、それを自分の胸の前で構えた。

「わたしは、自分の手で自分の幸せを掴むの！　お母さんを取り戻したいの！」

「それと、その包丁にどんな関係が……」

　……まさか！　わたしの心に一つの考えがよぎる。

「それが、契約の対価なんですか？　悪魔と、新しいお母さんの命を対価にして契約したんですか？」

　わたしの言葉に、宮脇さんの表情が強こわ張ばる。

「そうなんですね？　ダメです！　悪魔に……」

　人を蘇よみがえらせることなんかできやしない。それは、全て悪魔の嘘うそだ。

　わたしが言おうとした後半の言葉は、全て口から外に出ることはなかった。

　体が竦すくんでしまったのだ。情けないことに、喋しやべることはおろか、瞬まばたきすることすらできないほど、わたしの体は恐怖で硬直した。

　目の前が真っ青になっている。

　巨大な鳥の顔が目の前にあった。近くで見ると、その巨体がよく分かる。その頭回りはわたしがちょうど腕をまわせるくらいあった。

「わたしの姿が見えるのだな？　以前、悪魔と契約したことがあるだろう？」

　青い鳥がわたしに語りかける。わたしは何もできない。ただ、汗をかきながら震えるだけだ。

「今は悪魔と一緒にいないようだな。なぜ、アスガルズに記憶を消されていない？　まぁ、それはわたしには関係ないことだ」

　鳥の嘴くちばしが、わたしの眼球の目の前に突きつけられる。

「邪魔をするな」

　わたしはその場にしゃがみこんだ。

　立てない。動けない。喋れない。



    

  
    
      



    

  
    
      　宮みや脇わきさんを止めなくちゃ。それは分かっている。だけど、その通りの行動を体がしてくれない。

　宮脇さんは戦慄おののく腕を義母に向ける。

　そんなことをしても、お母さんは蘇よみがえらない。

「お前は、死者の蘇そ生せいを不可能だと考えているのか？」

　青い鳥がわたしに問いかける。

「この世界には、死者を復活させる魔法が確かに存在する。そして、わたしはその儀式を知っている」

　それは、あの胡う散さん臭くさい本に書かれていた儀式と同じものなのだろうか。

「必要なものは、魔方陣でも魔法の薬草でもない」

　それでは、何が必要だというのか。

「必要なのは契約者の意思と覚悟だ。それさえ揃そろえば、わたしの魔法で死者を蘇らせることができる」

　意思と覚悟。

「思い出の場所に思い出の品を集め、誰だれを蘇らせたいのかの意思を明確にする。そして、生いけ贄にえを差し出して覚悟を示す」

　青い鳥の悪魔がやろうとしていたのは、あの本の儀式ではなかったのか。おじ様の勘は外れたけど、結果としてこいつのやろうとしていたことをかなり正確に当てたことになる。さすがはおじ様。いや、今はそれどころじゃない。

「そうすれば、生贄の体に死者の魂を吹き入れることができる。結果として、生贄の命は余分になり、その魂をわたしがいただく。これで、ギブアンドテイクの関係が出来上がり、契約が成立だ」

　いいや、違う。悪魔は必ず人間を絶望させようとするはずだ。

　その契約の中には、必ず落とし穴がある。

「ごめんなさい。死んでください」

　宮脇さんが呟つぶやくように言う。包丁はゆっくりと義母の胸の辺りまで伸ばされていた。

「弥生やよいちゃんの好きにして。わたしは、弥生ちゃんを信じているから」

　その声に動揺はない。

　宮脇さんが強く目を瞑つぶる。ダメだ。あれじゃあ、勢いで本当に刺してしまう。

「ダメ！」

　わたしは恐怖を振りきり、大声を出した。

「お前に、他人が幸せになろうとするのを邪魔する権利があるのか！」

　悪魔の怒声が、すぐにわたしの声などかき消した。

　こんなのは間違っている。

　どんな理由があっても、人を傷つけるのはよくないはずだ。ましてや、殺すなんて許されるわけがない。

「ちゅいーっす」

　緊迫した中で、緊張感のない鳴き声が届いた。

　わたしの強こわ張ばった体が、少しほぐれる。

　アパートの部屋の中から、ゴブリンが出てきた。心なしか、少し太っている。それに、口の周りには、クッキーの食べ残しのようなものが付着していた。

　こいつ、飯を食ってたな。

「ち、ちゅ……」

　ゴブリンはアパートの外の様子を見て、固まる。まさか、こんな修羅場が繰り広げられているとは思っていなかったのだろう。ゴブリンは、そのままアパートの中に帰ろうと踵きびすを返した。

「待て、ゴブリン！　宮みや脇わきさんを止めなさい！」

　ゴブリンに宮脇さんと言っても、分からないだろう。だけど、この状況ならば止めなくちゃいけない相手は一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「ちゅ？」

　わたしの召喚獣は、まじっスか、というような表情をする。わたしは、まじっス、というような顔で頷うなずいた。

　わたしはゴブリンを本気で睨にらむ。このチャンスを逃したら、取り返しのつかないことになる。

「ちゅー！」

　わたしの本気の態度が伝わったのか、恐怖心が蘇よみがえったのかは分からないけど、ゴブリンは、宮脇さんの腕に飛びついた。

「きゃ！　やめて！」

　いきなり巨大ネズミに襲われた宮脇さんは、必死でゴブリンを振り払おうとする。悪魔も、そちらに注意を向けて、わたしの前から離れた。恐怖心が少し和らぐ。

「今は逃げましょう！」

　わたしはそう言って立ち上がった。

　大丈夫。体は動く。

　わたしは、目を瞑つぶり黙って立っている宮脇さんのお母さんの腕を掴つかむと、全速力で走った。彼女も、僅わずかに抵抗したものの、そのままわたしと一緒に走ってくれた。

　ゴブリンはそのままにしてきちゃったけど……多分、問題ないだろう。

　わたしたちはかなり走った。駅の近くまで走って、ようやく止まった。わたしも、宮脇さんの義母もかなり息が切れていた。

「どうして、逃げようとしなかったんですか？」

　わたしは彼女に問いかけた。

「信じていたから」

　信じていた？　あの状況では、ゴブリンがいなかったら、確実に刺されていた。

「殺されそうだったんですよ？」

「信じていたから」

　同じ言葉を繰り返す彼女の目はまっすぐだった。

　わたしはそれ以上何も言えなかった。

「ところで、さっき悪魔とか何とかって……」

　その話題は、ますます何も言えない！　わたしは駅に逃げ込み、そのまま電車に乗った。



    

  
    
      


第五幕　幸と不幸の交響曲シンフォニア





　朝が来た。

　わたしは制服に手を通しながら、ため息をついた。

　わたしは逃げるようにして、宮みや脇わきさんの新しいお母さんと別れた。本当ならば、もっと色々な話を彼女から聞くべきだったのかもしれない。そうすれば、もっとたくさんの情報を引き出せたはずだ。恐らく、宮脇さんはあのアパートに戻ってくることはないだろう。

　これで、完全に彼女の行方を追う方法を失ったことになる。

　だけど、宮脇さんの目的ははっきりした。

　彼女は死んだ母親を蘇よみがえらせようとしている。それは、彼女が遠い昔に置いてきた幸せを、もう一度手にしようとしているということだ。

　宮脇さんは幸せになろうとしている。だけど、そのために生いけ贄にえを差し出さなくちゃいけないなんて間違っている。

　……何か違う気がする。

　わたしは宮脇さんのやっていることは間違っていると思う。だけどその理由は、それは彼女が人を殺そうとしているからだけではない気がする。

　わたしが何に引っかかっているか、それはわたし自身もよく分からない。

　月曜日の朝は憂ゆう鬱うつだ。最近はそんなこともなかった。学校が楽しくなった、とは言わないけれど、行けばみんなに会える、と思えるようになった。ちょっと前のわたしなら、とても信じないだろうな。だけど、宮みや脇わきさんの一件のお陰で、今朝は昔みたいに憂鬱だった。

　着替えが終わり、部屋から出ると、廊下に夏なつ樹きがいた。

「お姉ちゃんのクラスの人が、行方不明になったんでしょ？」

　夏樹は少し心配そうに尋ねてきた。わたしは、家でその話をしたことはない。恐らく、どこかから聞きつけてきたのだろう。全まつたく、噂うわさ好きの困った奴やつだ。

「そうらしいね」

　わたしは適当に答えた。

「友達じゃないの？」

「転校してきたばかりの子だから、あんまり仲良くはない」

　それは、本当のことだ。

「そうなんだ……じゃあ、まあいいけど」

　こいつは、他人の心配をする前に、自分の受験の心配をした方がいいと思う。

「あ、そういやさ、夏樹」

　わたしはずっと悩んでいることを、夏樹にも訊きいてみようと思った。それにしても、なんだか、夏樹にこういった話を振ることが多くなったな、と思う。

「あんたさ、大切なものをなくしたことある？」

「は？　どゆこと？」

「そのままの意味。大切なもの、なんでもいいからさ」

　夏樹はしばらく考えると、一回頷うなずいた。

「まともな姉。小学校低学年くらいの頃ころは、もうちょっとまともだったのにねぇ」

　愚妹はにやにやしながらそう言う。普段だったら、わたしのローリングソバットが炸さく裂れつするところだが、今回は煮えくり返るハラワタを冷却し、無表情で質問を続ける。

「それじゃあ、やっぱり昔に戻ってほしい？　なくなった大切なものは、戻ってきてほしい？」

　夏樹はわたしが怒らなかったことに肩透かしをくらったような感じで、ちょっと意外そうな顔をした。

「いや、お姉ちゃん、冗談だよ」

「わたしも真面目まじめに訊いてるの。やっぱり、昔に戻ってほしい？」

　夏樹は真面目な顔になって考えた。そして、ふっと息を漏らして笑顔になる。

「別にいいよ。今のままでも」

「どうして？　昔の方がよかったんでしょ？」

「昔もよかったけどさ、今のお姉ちゃんの方に慣れちゃったからなぁ。いまさらまともになっても、そっちの方が不自然な感じになっちゃうかも」

　なんだか、質問の目的がずれてしまった。だけど、わたしは夏なつ樹きの言葉を本当に嬉うれしく思った。

「だから、わたしは気持ち悪くて、暴力的で、いい加減で、男にもてないお姉ちゃんのままでも別に……あ、やっぱ、あんまりよくないかも……」

　夏樹はわたしがポケットの中から呪のろいの札を取り出すのを見て、狼ろう狽ばいし始めた。

「いやぁ、やっぱり人間優しさが一番だよね。今のお姉ちゃんに足りないものだよ。それを、補給してパーフェクト姉になった方が……学校行ってきます！」

　そう言って、夏樹は逃げるように走り出した。せっかく通販で買った、確実に呪いを届ける札の効果を試すいい機会だったのに。

　……宮みや脇わきさんは、新しい母親をどう思っているのだろうか。夏樹は、今のわたしでも昔のわたしでも関係ないと言った。だけど、それは同一人物だという点が大きい。宮脇さんの場合、新しい母親は、生母とは全まつたく別の人間だ。それを、どちらでも関係ないというのは難しいだろう。

　やっぱり、宮脇さんの願いは否定することができない。ただ、その願いを叶えるために人を殺すという点が許されないのだ。

　わたしは、自分を無理矢理納得させて、学校へと向かった。





「ということです。だから、もう手がかりがなくなってしまって……」

　授業後の化学準備室。わたしは、永なが音ね先生に土日の報告をした。永音先生は、いつもの椅い子すに座り、机に肘ひじをついていた。顎あごをその上に置き、わたしの方を気だるそうに見ていた。

「何で、日曜日はわたしを呼ばなかったのよう。わたしがいたら、その場で悪魔を捕まえて終わりだったのにぃ」

　永音先生は、不満そうに口を突き出して言う。

「だって、連絡したくても、連絡が取れないじゃないですか。それなら、携帯の番号でも教えてください」

　わたしは不当に叱しかられている気がして、反論した。

「ごめんね。生徒とプライベートの情報をやり取りするのは、よくないって言われてるのよねぇ」

「……そうですか。じゃあ、いいです」

　わたしは諦あきらめた。最近では、怒りがわく前に、諦てい観かんの念が生まれるから不思議だ。きっと、体が永なが音ね先生との付き合い方を覚えてきたのだと思う。

　それに、悪魔を捕まえても事件の解決にはならないと思う。

　宮みや脇わきさんは泣いていた。震えていた。怯おびえていた。

　自分の母親に包丁を突きつけ、幸せがほしいともがいていた。

　きっかけは悪魔だったのかもしれないけれど、悪魔がいなくなれば全てが解決するような事態じゃないと思う。

「それにしても、亡くなったお母さんの復活ってのは泣かせるわねぇ」

「でも、それって本当にできることなんですか？」

「うーん。どうなのかしらねぇ。そういう魔法もあるかもねぇ」

「先生、天使のくせに知らないんですか？」

　永音先生はちょっとむっとした顔をする。

「あのね、魔法っていうのは体系的に扱えるものじゃないのよ。どんな魔法があっても不思議じゃないの！」

「そうなんですか……」

　ぴしゃりと怒られた。この人、変なところでプライドが高いのかもしれない。

「ただ、人を蘇よみがえらせると言って、本当は幻覚を見せるだけっていう可能性はあるわよねぇ」

　確かにそうだ。相手は悪魔なのだから、いくらでも嘘うそをつくことは考えられる。

「今日も弥生やよいちゃんは見つからなかったようだし、やっぱり心配よねぇ」

　永音先生は、組んでいた指を自分の髪に持っていき、パーマのかかった髪をくるくるいじりだした。この人が本当に自分の生徒を心配しているのかは、甚はなはだ疑問だった。

「だけど、まぁ手がかりがないんじゃ仕方ないわね。ここからは、アスガルズの本部が捜査を引き継ぐから、真ま帆ほちゃんはもういいわ」

「え？」

　それは、全まつたく予想していない展開だった。

「どういうことですか？」

「だから、アスガルズのちゃんとした捜査官が地上に送られることになったから、もうわたしたちが悪魔の捜査をする必要ないってことよぅ。真帆ちゃんも、特派員としてなかなかがんばってくれたって報告しとくわね」

　ここまで来て、手を引けというのか。

「ですけど……」

「仕事を途中で放棄するってことは気にしなくていいわよ。悪魔が鳥型だって分かっただけでかなりの情報だから。真帆ちゃんはものすごく活躍してくれたのよぉ」

　そうじゃない。

「アスガルズが宮脇さんを見つけたら、悪魔を捕まえて記憶を消すんですよね」

「そうなるわね」

　それじゃダメだ。

　宮みや脇わきさんの、自分を不幸だというときの、あの悲しそうな笑顔は何も変わらない。

　悪魔は宮脇さんの心に隙すき間まがあったから、そこに入り込んだんだ。そこから、悪魔を引き出しても、宮脇さんの心の隙間は埋まらない。

「もう少しだけ、わたしにやらせてください」

　永なが音ね先生の目が細くなる。

「仕事に対する責任感？　わたしも見習いたいわぁ」

「違います」

「それじゃあ、正義感？　メサイア・コンプレックス？」

「それも違います」

「まさか、ついこの間会ったばかりの子に、友情なんて言葉は使わないわよね？」

「……」

　友情も少し違う気がする。だけど、赤の他人よりも助けてあげたいという気持ちが強くなっているのは事実だった。

「……宮脇さんが困っているから、じゃダメですか？」

　結局、そういうことだった。一緒にお弁当を食べた子がいて、その子が悪魔にとりつかれるほど悩んでいた。それを何とかしたい。それだけだった。

　だけど、今のわたしが宮脇さんに会って、一体何をするのだろう。彼女を止める言葉を、わたしは持っているのだろうか。そもそも、わたしは手がかりを持っていないのだ。

「損する性格ね」

　そう言うと、永音先生はにやりと笑った。

「ところで、あのキモ可愛かわいいペットはどこに行ったの？」

「ゴブリンですか？　宮脇さんにくっついてから、行方不明です」

　そういえば、結局あいつは家には帰ってきていないな。帰巣本能とかはないのだろうか。というか、そもそもわたしの家はあいつの巣じゃないか。

　ん？　ということは、ゴブリンは今どこにいるんだ？

　わたしはそこでようやく気がついた。

「ゴブリンちゃんが弥生やよいちゃんの後を追っていたら、弥生ちゃんの居場所が分かるんじゃないかしら？」

　永音先生はそれだけ言うと、大きく伸びをして机に突っ伏した。お昼寝の時間らしい。

「ありがとうございます！」

　わたしは化学準備室から飛び出した。

　すぐにゴブリンを召喚しなおそう。そして、ゴブリンに宮脇さんのところまで道案内をさせればいい。そうなると、今日は部活に出られなくなるけれど、今回ばかりは仕方がない。わたしは欠席の連絡をするため、体育館に向かった。

　全速力で生徒会室の前を通りぬけ、階段を三段飛ばしで駆け下りて、体育館に向かう廊下に出る。

「あ」

　そこで、わたしの足が止まる。

　一いち之の瀬せ先輩がいた。彼も、体育館に向かう廊下を歩いていた。

「こんにちは、空そら口ぐちさん」

　一之瀬先輩が爽さわやかに微笑ほほえむ。

「こ、こんにちは」

　一之瀬先輩に挨あい拶さつするとき、わたしはどうしても声が小さくなってしまう。

「今から、体育館だよね？」

　一之瀬先輩がわたしの横に並ぶ。きっと、一緒に行こうという意味だ。それとも、これはわたしが自意識過か剰じようだから勝手にそう解釈しているだけなのか。わたしはどきどきして、ちょっと一之瀬先輩から離れて歩いてしまう。ああ、情けない。

「あ、あの、今日の練習ですけど……」

「実は、脚本が決まったから、今日はその話があるんだ」

「ごめんなさい！」

　わたしは、進行方向から一之瀬先輩の方へと体の向きを変えて、頭を下げた。

「どうしても、やらなくちゃいけない用事があるんです。ですから、今日は練習をお休みさせてください」

「そうなんだ」

　一之瀬先輩は少し残念そうに言う。

「大切な用事なら仕方ないね。分かった」

　そういう彼は、やっぱり優しそうな目で頷うなずいた。わたしはもう一度、ごめんなさい、と小さな声で謝った。

「それじゃあ、俺おれは体育館に行くね」

　一之瀬先輩が立ち止まっているわたしを残し、体育館の方に歩いていく。

「あ、あの」

　わたしは勇気を出して、声を出した。その音は廊下の空気を伝わり、確かに一之瀬先輩の耳に届いた。

　彼が振り向く。ふわりと髪が揺れる。

　周りには誰だれもいない。

　長い廊下に二人だけだ。

　外から若葉が風に揺られる音がした。

「ちょっとだけ、お話ししてもらっていいですか？」

　一いち之の瀬せ先輩は少し不思議そうな顔をしたが、すぐにいつもの柔らかな笑顔になって、いいよ、と言ってくれた。

「一之瀬先輩は、誰だれかに蘇よみがえってほしいと思ったことはありますか？」

「蘇る？　亡くなった人がってこと？」

　さすがに、この質問は唐突すぎただろうか。一之瀬先輩も困惑気味だった。

「……ごめんなさい。いきなり、変なことを訊きいてしまって」

「そう思ったことは……あるかな」

　わたしは、そう言う彼の表情がふっと曇くもるのを見た。彼はわたしの顔をじっと見て、そして、視線を外した。

　わたしは彼と目が合って鼓動を速くする。

　ああ、わたしは何て鈍感なんだろう。

　わたしは自分の愚かさを恨んだ。

　一之瀬先輩が蘇ってほしいと願う人は……。

「渋しぶ谷たに先輩だろう？」

　階段の上の方からの声だった。わたしは、自分の心の中を読まれたようでどきっとした。だが、そうではなかった。階段から二人の生徒が下りてくる。

「部活動をしない生徒は、いつまでも校舎に残らず、速やかに下校してください」

　先に下りてきたのは、副会長だった。彼女は、銀縁の眼鏡に手をかけ、わたしと一之瀬先輩を冷たい目で睨にらむ。しかし、先ほどの声は彼女のものではなかった。

「一之瀬、お前が蘇ってほしいと思っているのは、渋谷先輩なんだろう？」

　一人の男子生徒がゆっくり階段を下りてくる。

　それは、わたしが前に生徒会室の前で見た男。

　生徒会長だ。

「吉よし野の……」

　一之瀬先輩が呟つぶやく。それは、生徒会長の名前だった。

「なぁ、そうなんだろ？　正直に答えろよ」

　会長は階段を下りきると、まっすぐ一之瀬先輩のところへ向かった。

「なにせ、お前は渋谷先輩を……」

「うるさい！」

　わたしはその怒声に耳を疑った。それは、一之瀬先輩の声だった。それは、苛いら立だちと僅わずかな悲しみを混ぜたような低い声だった。一之瀬先輩がこんな風に怒鳴るなんて、思いもよらなかった。

「校内で大きな声を出さないでください。それと……会長も少し言いすぎです」

　そう言って、副会長はさらに詰め寄ろうとする会長の肩を掴つかんだ。

「なに、これくらいでちょうどいいさ」

　会長はそう言って笑った。

　なんだか、悲しい笑顔だった。

　一いち之の瀬せ先輩と会長。この二人に一体何があるというのか。ただ、一方がからかって、もう一方が怒ったというだけではない。二人とも、心のどこかに悲愴感を秘めている。なんだか、それが染み出して、廊下の下の方からたまっていくような錯覚を感じた。

「言いたいことはそれだけか？」

　一之瀬先輩が低い声で言う。

「ああ、お前の答えをまだ聞いていないけどな」

　一之瀬先輩は、会長のその言葉を無視して、体育館の方に歩き出した。

「演劇部の練習か？　一之瀬、忘れたわけじゃないよな？　それが……」

　会長は言葉を切る。それは、一之瀬先輩が彼を睨にらんだからだった。

　怖い。わたしの体がぶるっと震えた。それほどまでに、一之瀬先輩の瞳ひとみは恐ろしい光を放っていた。

「いい目だ。忘れてはいないようだな。それで、お前はまだ渋しぶ谷たに先輩の影を追ってるのか？」



    

  
    
      



    

  
    
      　そう言って、会長の顔が動く。彼の人形みたいに綺き麗れいな顔は、わたしに向けられた。

「いい後輩を入れたな。人形遊びのつもりか？」

　人形遊び？

「お前には関係ない」

　それだけ言うと、一いち之の瀬せ先輩はそのまま廊下を抜けて、体育館の方へ行ってしまった。

　わたしは、急いで一之瀬先輩を追おうとする。

「君、空そら口ぐちさんだっけ？」

　わたしは自分の名前を呼ばれ、驚いて振り向く。会長がわたしの方を哀れむような目で見ていた。

「一之瀬には気をつけるんだ。あいつには近づかない方がいい」

「嫌です！」

　わたしはそう断言すると、走って一之瀬先輩を追った。

　渋しぶ谷たに沙さ倖ゆき先輩。それは、一之瀬先輩が昔付き合っていた女性だ。一之瀬先輩の一つ上の学年にあたり、一之瀬先輩の前の演劇部部長でもある。ただ、彼女は病気でこの世を去ってしまった。そしてわたしは、その沙倖先輩に姿が似ているのだという。好きな人の元彼女に自分が似ている、というのはあまりいい気分がしない。わたしは、果たして空口真ま帆ほとして見られているのか不安になる。もしかしたら、わたしは沙倖先輩の代用品としてしか認識されていないのではないのか、と勘繰ってしまう。

　体育館の入り口付近で、一之瀬先輩に追いついた。

「あの」

　わたしは何て声をかければいいのか分からなかった。

「沙倖の話を聞いたことある？」

　体育館へ入るため、体育館シューズを履きながら、一之瀬先輩は尋ねてきた。声はいつもの調子だが、目を合わせてくれない。わたしは切なくなった。

「はい。少しは……」

「生き返ればいいと思っていたよ」

　一之瀬先輩はしゃがんで、自分の足元を見ていた。

「本当に好きだった」

　その言葉を聞いて、わたしは目の前が暗くなっていくような感じがした。立っているのもきついくらいのダメージ。

「生き返って、また二人で一緒に芝居ができたら、どれだけいいことかって思ってたよ。沙倖が生きていれば、もっといいものができるのにと愚痴っていた。そんな感じだったから、亡くなってすぐの頃ころは演劇部の練習もサボりがちだった」

「そうですよね……」

　右足の靴くつ紐ひもを結び終え、一いち之の瀬せ先輩は左足の靴紐を結び始めた。

　愛した人の復活を祈るのは、当たり前のことだ。その人への愛が深ければ深いほど、その気持ちは大きくなる。

「だけどね」

　一之瀬先輩は、靴紐を結び終え、立ち上がった。今度は、わたしの方をしっかりと見てくれた。

「蘇よみがえってほしいという気持ちがなくなったわけじゃないけど、いつまでもそんなことを思っていてもしょうがない、と思えるようになった」

　彼の目は優しい。それは、いつもの一之瀬先輩の目だった。

「俺おれは弱いから、どうしても昔の幸せばかり思い出すけど、それじゃあ進歩がないからね」

「だけど、本当に好きなのなら……」

「本当に好きだから、彼女の死を自分の言い訳にするのはやめた。沙さ倖ゆきがいなくなったせいで自分が不幸になったなんて考えたら、沙倖に申し訳ないって気がついた。沙倖はもういない。だから、ありえないことを願うことはしないことにしたんだ」

「もしも、それがありえないことじゃなかったら……」

「死んだ人は蘇らないよ。思い出が残るだけだ」

　後ろを向くことは悪いことじゃない。昔の幸せを思い出すことはいけないことじゃない。だけど、それだけでは何も変わらない。思い出はいつだって優しいけど、そこにいつまでも甘えられない。

　それじゃあ、わたしのこともちゃんと空そら口ぐち真ま帆ほとして見ていてくれるんですね？　その質問は、心の奥から引き出せなかった。その代わり、わたしは別の質問をしてみる。

「あの、会長と何かあったんですか？」

　二人の様子は、普通ではなかった。明らかに、何かの因縁があるように感じた。

「……ちょっとね」

　一之瀬先輩は何かをごまかすように、ふっと視線をずらした。

　やはり、沙倖先輩のことなのだろうか。

「あの、わたしはネクラで非力で、全然頼りにならない奴やつかもしれませんけど……」

　わたしは勇気を振り絞って、一之瀬先輩に向かって言う。

「もしも、わたしに何か手伝えることがあったら言ってください！」

「ありがとう」

　一之瀬先輩は、優しく微笑ほほえんでくれた。

　今がチャンスだ！　もう、この勢いで言ってしまうしかない！

　わたしは、一之瀬先輩が好きなんです。だから、一之瀬先輩の力になりたいんです！　わたしがそう言おうとしたときだった。背後から大きな声が聞こえた。

「真ま帆ほちゃん。連れてきてあげたわよ」

　永なが音ね先生の声だ。連れてきた？

　もう嫌だ。これは、嫌な予感なんてものじゃない。確信だ。今のわたしには三秒後の未来が見える。

「おう、真帆！　行こうぜ！」

　わたしが振り向くと、永音先生と神門ごうどがいた。神門が、永音先生からどんな話を聞いたのか知らないけれど、彼はやる気満々の様子だった。

「もしものことを考えて、一緒の方がいいと思ってね。準備いいでしょ？」

　永音先生がウィンクした。

「今日の用事って、神門君とのデートだったんだね」

　一いち之の瀬せ先輩は少し困ったように笑い、わたしの肩をぽんと叩たたいてから、体育館に入った。

　わたしは膝ひざをついた。

　永音先生と神門は笑っている。

　ああ、こいつらに隕いん石せきとか衝突しないかな……。





「だから、ついてこないでいいって言ってるんです！」

「だけど、永音先生は一緒にいてやってくれって言ってたぞ」

「てか、その永音先生はどこにいるんですか？」

「会議だってさ」

　またか。あの役立たず教師め。

　わたしたちは公園にいた。前にアパートの管理人のおばあさんと話した公園だった。この前は近くで宮みや脇わきさんと別れたのだから、ゴブリンを召喚して彼女を捜し始めるのならば、ここからスタートするのがよいだろうと思ったのだ。日もかなり沈み、空には一番星が輝き始めている。

「本当に、わたし一人で大丈夫だから、神門君は帰っていいです。ていうか、ちゃんと体育館に行って、練習をしてください。それで、神門君はわたしと一緒にいたわけじゃないっていう証明をしてきてください」

　神門はわたしの言葉を聞いていたのか、嬉うれしそうにわたしの両肩に手を置き、わたしと向かい合う。

「真帆、キスと抱きつくのだったら、どっちがいい？」

「人の話を聞け！」

　わたしは神門の鼻めがけて、自分の頭をぶつけた。

「いて！　何するんだよ」

　神門ごうどは鼻をさすりながら、わたしから離れた。もう、今はこいつと遊んでいる場合じゃないんだ。

「もう！　じゃあ、神門君は邪魔しないでくださいね！」

　わたしはイラつく気持ちを抑えて、棒切れを探す。とりあえず、ゴブリンを召喚することから始めないと。

「なぁ、今から何するんだよ」

「ちょっと、着替えるからあっち向いてて」

　魔法を使っているところを見られたら厄介だ。わたしは適当なことを言って、神門にこちらを見せないことにした。

「着替える？　何に着替えるんだよ！　ってか、ここは公園だぞ？　なに考えてんだよ！」

　さすがの神門も、この嘘うそは見破ったか。というか、顔を赤らめて本当に慌てているぞ。

　意外とうぶな奴やつなのかもしれない。

「冗談です。あ、そうだ。神門君、お金あげるからジュース買ってきてください。わたし、喉のどが渇きました」

　わたしの演技は、相変わらずの白々しさだった。

「そうか。何がいい？」

　神門の単純さも、相変わらずだ。

　わたしは神門が見えなくなると、急いで魔方陣を描き始めた。すぐに召喚をしてしまわないと神門が帰ってきてしまう。地面に全ての図形を描ききったとき、わたしの目の前に見慣れた黒い物体が現れた。

「ちゅ」

　それはゴブリンだった。まだ、魔方陣を描いただけで、呪じゆ文もんは唱えていない。どうして、ゴブリンがこんなところに……。

「あんた、まさかあれからずっとここら辺に隠れていたの？」

　わたしは眼光を鋭くする。もしも、ゴブリンが宮みや脇わきさんを追わずに、ずっとこの辺りにいたのだとしたら、本当に彼女を追う術すべはなくなってしまう。

「ちゅちゅ」

　ゴブリンは首を横に振った。

「それじゃあ、宮脇さんの近くにずっといたの？」

「ちゅ」

　ゴブリンは頷うなずいた。

「じゃあ、なんで今ここにいるのよ！」

　わたしの怒鳴り声に、ゴブリンは震え上がった。そして、ゴブリンは尻尾しつぽである方向を示した。わたしはその尻尾の指す方向を見た。

　赤い夕暮れ空に、不自然なくらい青空が残っている。

「この近くに来てたんだ……」

　まさか、ここら辺にまだいるとは思わなかった。わたしはゴブリンを抱き上げると、そのまま頭をなでた。ゴブリンは嬉うれしそうに身を捩よじった。

「それにしても、よくわたしがここにいるって分かったね」

　すると、ゴブリンは自慢げに自分の鼻を手でこすった。どうやら、この鼻は魔力の香りとやらの他ほかにも、ちゃんとした匂においをかぎ分ける機能もあるらしい。

「よし！　それじゃあ、さっそく悪魔を倒しに行くよ！」

　ゴブリンの動きが止まる。

「なに？　どうしたの、ゴブリン」

　わたしの腕の中の巨大ネズミはもがきだし、急にわたしの胸から下りたがり始めた。

「あんた、ご主人様が今から悪魔と戦おうっていうのに、自分だけ逃げようとしてない？」

　ゴブリンはそれでもなお動きを止めない。わたしは、腕の力を強めて、ゴブリンを圧迫する。

「ねぇ、あんたでもやっぱり悪魔は怖いの？」

　わたしはゴブリンの耳元で尋ねた。ゴブリンは首を縦に振る。

　それもそうか。あんな、化け物みたいな鳥、誰だれだって怖いに決まっている。

　わたしは腕の力を緩めてその場にしゃがんだ。ゴブリンはいそいそとわたしから下りた。

「もういいよ。あとはわたしだけでやるから」

　その言葉を聞いたゴブリンの目が大きくなる。

「確かに、あの悪魔はやばそうだし。ゴブリンは逃げていいよ。今度は、もっと優しい人に召喚されるといいね」

　わたしはそれだけ言うと、もう一度悪魔の青空を見た。ここから、ちょっと離れた場所に宮みや脇わきさんはいるみたいだ。

「ちゅ」

　ゴブリンは申し訳なさそうに、こちらを見ている。そして、

「ちゅー！」

　ゴブリンは雄お叫たけびのような鳴き声をあげると、くるっと後ろを振り返り、宮脇さんたちがいる方とは逆向きに走り始めた。

「待たんかい！」

　わたしは近くにあった石をゴブリンにぶつける。

「今みたいなシーンの後は、勇気を振り絞ってついてくるもんだろ！」

　わたしは頭に巨大なたんこぶをつくったゴブリンの尻尾しつぽを掴つかむと、そのまま引きずるように、宮脇さんがいる方向へと走った。



　ひたすら上を見ながら走る、巨大なネズミを引きずった女子高生。人ひと気けの多い街なら、通報されてしまうかも。そして、悪いことにわたしはどんどんと街中の方へと戻っていた。

　わたしは必死で走った。何度か道を戻ったりしながら、青い空を追った。かなりの距離を走った末、わたしは大きなマンションへとたどり着いた。周りは閑静な住宅街で、たった一人を除いて、そこに人の姿はなかった。

　何かの魔法が使われているのだろうか。そう疑ってしまうほど、周りは静かだ。生物の気配すらない。住宅街のはずなのに、一人しか人間がいないというのは異常だ。そして、恐ろしく不気味だった。わたしはその無機質な空間へと足を踏み入れた。

　マンションの前には青い光を浴びた、一人の少女がいた。

　ゴーストタウンに立ち尽くす少女。

「宮みや脇わきさん」

　わたしは彼女に呼びかける。

「ここ、どこですか？　どうするつもりなんですか？」

　宮脇さんはこちらを見た。顔はやつれ、髪もぐしゃぐしゃになっている。制服は汚れ、靴は泥だらけだ。手には、布に巻かれた何かがあった。それが何なのかは、昨日のことを思い出せばすぐに分かることだった。

「ここ、宮脇さんの家なんですか？」

　わたしはゆっくりと彼女に近づく。

　青い鳥が、ぎろりとこちらを見た。だが、昨日のようにわたしに迫ったりはしない。むしろ、余裕の表情で状況を見ている。

「違う」

　宮脇さんの口が開かれた。声がかすれている。彼女は目の焦点が合っていなかった。

「ここはわたしの家なんかじゃない」

　まるで自分に言い聞かせるような喋しやべり方だ。わたしは、彼女のその尋常ならざる様子に戦せん慄りつを覚えた。わたしたちが逃げた後に、何があったというのか。

「ここは、お父さんとあの女の家。こんなのがあるから、わたしは不幸になるんだ」

「何を言っているんですか！」

　わたしは彼女に駆け寄った。しかし、宮脇さんは素早く手元の布を外し、中から包丁を取り出してわたしに向けた。

「来ないで！」

　わたしは慌てて立ち止まり、宮脇さんと距離をとる。

「もうすぐ、あの女がマンションから出てくる。呼び出したの。そして、ここで殺す」

　宮脇さんは台詞せりふのように言った。だけど、それも自分を説得するような口調だった。

　わたしは雛ひな浦うらさんじゃないから、刃物を持った人に立ち向かっていくようなことはできない。

「落ち着いて、宮みや脇わきさん」

「わたしは落ち着いている」

　宮脇さんはようやくわたしと目を合わせた。悪魔の炎のせいで、彼女の顔は真っ青に見える。いや、実際に彼女は衰弱していた。

「わたしだって……」

　彼女は震える唇を開く。彼女の細い手は、前に見たときよりもさらに細くなったように感じる。

　この数日間、彼女にどれだけの苦悩があったのだろうか。

　新しい母親を殺し、死んだ母親を復活させる。

　かつての幸せを蘇よみがえらせるために、未来の幸せを殺す。

　それがまともな選択でないことは、彼女自身にだって分かっていたはずだ。それでもなお、生母を思う気持ちが強かったのか。

「宮脇さんは、幸せじゃないですか？」

　彼女に問う。

「わたしは……不幸です」

　宮脇さんは、そこで微笑ほほえんだ。

　体に染みついているのだ。不幸だと言いながら、微笑むことが。

　そうやって、自分を惨みじめなまでに強く偽ることが。強いと思っていた笑顔が、今は痛々しく見えた。

「わたし、お母さんが死んでから、一度も幸せだと思ったことなかった。あんなに好きだったお母さんが死んで、わたしは世界で一番不幸になったの！」

　宮脇さんはまだ笑っていた。その笑顔は強こわ張ばっている。何度も歪ゆがみそうな口元を、彼女は無理矢理引き上げて笑顔にしている。

「『幸せの青い鳥』はあの女を殺せば、わたしに昔の幸せを取り戻してくれるって言った。お母さんは、わたしが助けるの！」

「だからといって、人を傷つけていい理由にはなりません！」

「どうして？　一つの命が消えて、一つの命が生まれるのだから、何も失われないはずよ？」

　宮脇さんは語る。そんな理屈が通るわけない。命はそれぞれ別のもので、簡単に交換できるようなものではない。しかし、今の宮脇さんにそんな説得は無駄だろう。彼女は完全に自分の理論を信じきっていた。

　悪魔はおもむろに頷うなずいた。あいつが吹き込んだのか。宮脇さんは、精神をぼろぼろにされるまで、あの悪魔に囁ささやき続けられたに違いない。そう思うと、無性に腹が立ってきた。

「ねぇ、宮みや脇わきさん。あなたがそんなことをしたら、雛ひな浦うらさんもきっと悲しむ。わたしだって悲しい。だから、こんなことはやめて」

「雛浦さん……」

「まだ会ったばかりだし、まだ全然話してないけど、宮脇さんが不幸だと思うような生活は、わたしたちがさせないから」

「真ま帆ほちゃんさん……」

「話をすりかえられるなよ」

　頭上から声がする。青い鳥がゆっくりと下りてきた。そして、そのままわたしの目の前で翼を広げて威い嚇かくした。

「お前の求めるものは友人ではなく、亡き母のはずだ。それを取り戻さなければ、お前は一生不幸のままだ」

「わたしは……不幸のまま……」

　宮脇さんが俯うつむくのがぎりぎり見える。わたしの視界のほとんどは青い鳥が支配していた。

「ちょっと！　人を勝手に不幸だとか決めつけるな！」

　わたしは青い鳥を指差す。すると、青い鳥は鋭い動物の目をこちらに向けた。その迫力に、わたしは一歩身を引いてしまう。

「この娘を不幸と決めつけるな？　誰だれがどう見ても不幸だろう。運もタイミングも悪い。愛していた母は、車に轢ひかれてグチャグチャになって死んでしまう。さらに、父親が連れてきた新しい母親には心を開けずに、ぎすぎすとした関係。そのうえ、義母が仲良くなろうとして色々と画策しても結局は上う手まくいかず、その度に自分と義母を責める始末」

　青い鳥が言葉を吐き出す度に、宮脇さんの表情は辛つらそうになっていった。もはや、彼女に笑顔を保つだけの精神力は残されていなかった。頬ほおに大粒の涙がこぼれる。それは、彼女が悪魔と出会ってから流した、何度目の涙なのだろうか。

　誰だって、お前は不幸だ、と言われ続ければ、自分が世界で一番不幸なのではないかと思ってしまう。そうなれば、日常の中の本当の幸せを見失ってしまう。

　悪魔は笑っている。少女が泣くのを見て、嬉うれしそうに笑っていた。

「哀れな少女よ。だが、お前の不幸もここまでだ。さぁ、自らの手で幸福を掴つかみ取れ！」

　愚かなことに、わたしはそう言われるまで、青い鳥が下りてきて、自分の視界を塞ふさいでいることに気がつかなかった。奴やつが降下してきたのは、わたしたちに語りかけるためじゃない。わたしにマンションの入り口を見せないためだったのだ。

　青い鳥は空中に舞い戻る。そして、耳障りな高笑いを響かせた。

　視界が回復する。

　マンションの共同の廊下から出てきた一人の女性がいた。

　それは、宮みや脇わきさんの新しいお母さんだった。

　危ない！　心の中で叫んだ言葉を、実際に口にする前に、宮脇さんが動いていた。

　世界がスローモーションで見えた気がした。

　わたしは自分の体の運動神経の弱小ぶりを恨んだ。思考だけが先行していて、体のパーツの動きは、あまりに遅すぎた。

　黒っぽい血。

　青い炎。

　赤い夕暮れ。

　少女が突き出した凶器は、確かにその義母の腹に刺さっていた。

「あ、ああ……」

　宮脇さんは包丁から手を離さない。そのまましっかりと突き刺して命を奪うべきなのか、それとも包丁から手を離し、助けを呼ぶべきなのか。彼女の中で葛かつ藤とうがあるのだろう。

　救急車。救急車を呼ばなきゃ！　わたしも気が動転していた。慌てて携帯電話を取り出すが、上う手まく扱えず地面に落としてしまった。

　早く早く。そればかりが頭で繰り返される。

「弥生やよいちゃん」

　呻うめくような小さな声。

「ごめんね」

　それは義母の声だった。彼女は消え入りそうな小さな声で宮脇さんに語りかける。娘は無表情なまま、じっと言葉を聞いていた。

　宮脇さんの手から、包丁が離れた。だが、包丁はまだ腹に刺さったままだった。

「わたしね、昔から娘がほしかったの。髪の毛を編んであげたり、服を選んであげたり……そういうのが憧あこがれだった」

　義母は宮脇さんの体に腕をまわす。

「だから、あなたのお父さんに娘がいると聞いたときは、本当に嬉うれしかった。今でも、本当に幸せだと思う。わたしにこんな可愛かわいい娘がいるなんて」

　義母の手は宮脇さんの顔をさすった。彼女の手に涙がつく。その水を引きずったまま、手は彼女の頭をなでた。

「お願いだから、そんな風に泣かないで……。あなたは、こうしたかったんでしょ？」

　静かに涙を流す少女は、首を千切れんばかりに横に振った。

「そうじゃないの」

「これで、あなたは幸せになるって前に言っていなかった？」

「……言った」

「お母さんが二人もいるなんて……変なのかしらね」

　ガクリと、義母の体勢が崩れる。宮みや脇わきさんが体を支えなければ、崩れ落ちそうだった。

　血がどろどろとあふれ出ている。宮脇さんの足元には、水みず溜たまりができていた。

　上空から悪魔の笑い声が聞こえる。

　宮脇さんは義母に力強く抱きついた。

　赤い夕暮れ。

　黒い血がアスファルトを汚す。

　青い炎。

　優しき母の血色はどんどん悪くなる。

　そして、

　彼女は完全に倒れた。

　宮脇さんは、動かなくなった足元の義母をじっと見下ろしていた。

「わたしは……不幸なの……」

「幸せを掴つかむために、自分を愛してくれる人間を殺したな！」

　上空から、高笑いとともに青い鳥が叫んだ。

「さぁ、約束どおり、復活祭だ！」

「待て！」

　わたしは、上空に向かって叫ぶ。わたしはすかさず視線を宮脇さんに向けた。



    

  
    
      



    

  
    
      「本当にこれでいいの？　これで、生んでくれたお母さんが蘇よみがえったら、宮みや脇わきさんは本当に幸せになれるの？」

　宮脇さんは放心している。

　今、やっと分かった。わたしが宮脇さんを止めようとするのは、彼女が人を殺そうとしているからだけじゃない。彼女が過去の幸せにしばられているからだ。

　過去の幸せは永遠に変わらないけど、未来の幸せはいくらでも増やすことができるのに。

「宮脇さん！　これからの幸せを見つけることから逃げないで！」

「わたし……不幸なの……」

　宮脇さんは、壊れたおもちゃみたいに繰り返した。

　確かに、宮脇さんの人生には不幸なことが多かったのかもしれない。だけど！

「人から愛されることは、不幸なことなんですか？」

　その言葉に、宮脇さんは少し反応した。うつろな瞳ひとみで、彼女はこちらを向く。

「雛ひな浦うらさんは、あなたのことを妹みたいだって言っていました」

「雛浦さん……」

「そんな風に人に愛されているのに、あなたは自分のことを不幸だっていうんですか？」

「わたしは……」

「クラスのみんなともあんなに仲良くできて、新しい生活も順調に始まって、それでも不幸だっていうんですか？」

　わたしは、自分のことを特に幸せな人間だと思ったことはない。むしろ、どちらかといえば、不幸な人間だと信じていた。だけど、今は違う。友達がいて、家族がいて、普通なんだけど楽しい毎日がある。間違いなくわたしの幸せなんだと感じられる。

　どんなに小さなことでも不幸の原因になる。

　だけど同じように、どんなに小さなことでも幸福の種になるんだ。

「昔の幸せに目を奪われないでください。今の自分の幸せを、よく見つめてください」

「雛浦さん……お母さん……」

　宮脇さんが小さく呟つぶやいた。

　――お母さんが二人もいるなんて……変なのかしらね。

　宮脇さんは座り込んだ。倒れる義母に手を伸ばす。

　生母は死に、義母がやってきた。それは、変なことなのか。不幸なことなのか。わたしは口を開けたが、言葉を発することができなかった。

　彼女にかける言葉が見つからない。

「わたしは……」

　黄昏たそがれの空間。宮脇さんは、震える手で義母の肩に触れた。

　娘を信じ、刺されてもその娘を気遣う母親ができたことは、果たして不幸なことなのか。

　宮みや脇わきさんは横たわる新しい母親に寄りかかり、囁ささやくように言った。

「……幸せです」

　閑散とした夕暮れの住宅街に、その声は確かに響いた。

「優しいお母さんが二人もいて、わたしは幸せです！」

　宮脇さんは泣いていたが、とても強い顔つきをしていた。彼女は真上に向かって叫ぶ。

「『幸せの青い鳥』！　お願い、この人を……わたしのもう一人のお母さんを蘇よみがえらせて！」

　青い鳥は静かに空中を一周旋回した。

「ダメだ」

　悪魔の一言だった。

「契約は、最初の内容の通りに遂行する」

　それじゃあ、宮脇さんの生母が復活するのか。

　いや、違う。わたしは、もっといやな予感を感じた。今までの中で、最悪の予感だった。

「だが、蘇らせたくても、媒体となる体は、そこの腹に穴の開いた女の体しかないな」

　青い鳥は再び笑い出した。

「そこに魂を移してもいいが、それではまたすぐに死んでしまうんじゃないか？」

　何て奴やつだ！　結局、宮脇さんの生母も蘇らせるつもりはなかったんだ。

「そんな……」

　宮脇さんの顔がどんどん青ざめていく。それに比例して、青い鳥の周りの青い炎が大きくなっていった。

　宮脇さんの絶望を食べているんだ。悪魔は、人の負の感情を食べて魔力を増す。取り返しのつかないことをしてしまった宮脇さんの、絶望感が悪魔に力を与えていた。

「さて」

　さらに巨体となった青い鳥は、わたしの方を睨にらんだ。

「色々と邪魔をしてくれたな、小娘。何者かは知らないが、覚悟をしてもらおうか」

　そう言うやいなや、青い鳥は大きく羽ばたいた。すると、青い炎がまっすぐとわたしのところに突進してきた。

　あ、これを受けたら死ぬな。

　野性の勘がそう告げる。

　わたしは転がるように、横に逃げて炎を避よけた。炎の通った後は、黒く焦げ付いている。これは、本当に直撃したらひとたまりもない。

　やっぱり、わたしが契約した悪魔とは格が違う。

「この力だ！　まさに、絶望の力！」

　悪魔は笑いながら、さらに炎を撒まき散らした。多少、周りが焼けても後でアスガルズが何とかしてくれるだろう。わたしは走り回って攻撃をかわした。

「宮みや脇わきさん！」

　隙すきを見て、うな垂れる宮脇さんに駆け寄る。このまま、彼女が深い絶望の中にいたのでは、悪魔がどんどん強力になってしまう。

「……」

　宮脇さんはまるで抜け殻のように黙っていた。

　わたしは、宮脇さんが力なく抱いていた母親の手を、祈るような気持ちで握った。

　トクン。

　僅わずかだが、わたしは手首から、脈拍を感じる。失血死するにはまだ出血の量が足りないのだ。今ならば、まだ助けることができるかもしれない。

「宮脇さん！」

　わたしは宮脇さんの肩をゆする。だけど、彼女は無反応だった。

「宮脇さん、お母さんはまだ生きてる！　早く救急車を呼んで！」

　そこで、わたしのわき腹に鈍い痛みが走る。降下してきた青い鳥が、わたしの腹を横から蹴けり飛ばしたのである。わたしは二メートルほど弾き飛ばされ、何度かアスファルトの上を転がった。

　後を引く痛みが腹から、体全体に広がった。あまりの痛さでまともに呼吸ができない。

「さぁ、燃えよ」

　青い鳥は羽を大きく広げる。炎を出すつもりだ。

　宮脇さんは動かない。わたしの言葉は聞こえているはずだ。

「宮脇さん！　お願い！　本当に、幸せを掴つかまなくちゃ！」

「本当の幸せ？」

　炎がこちらに向かって飛んできた。腹の痛みで、さっきみたいに軽快には避よけられない。

「熱ッ！」

　わたしはぎりぎりのところで炎をかわし、その温度を体感した。

「宮脇さんは、これから幸せになるんでしょ？　過去の幸せを追うんじゃなくて、今からの幸せをつくるんでしょ？」

　わたしは宮脇さんに向かって叫んだ。

「新しいお母さんや学校のみんなと、新しい幸せをつくるんでしょ！」

　宮脇さんが動いた。携帯電話を取り出し、三つの番号を押す音がした。

　後は、あの空飛ぶ悪魔を何とかするだけだ。だけど、わたしの周りには飛び道具はない。あのまま、空中に居座ったまま炎を出し続けられれば、いつかわたしは焼かれてしまう。

　悪魔に焼き殺されるなんて、わたしらしい気もするが、こんなに腹の立つ悪魔に殺されるのは嫌だった。

「真ま帆ほ！」

　聞き覚えのある、あまり好きじゃない声。

　だけど、この状況では誰だれよりも頼りになる存在。

「神門ごうど君！」

　わたしがマンションにやってきた道に、神門とゴブリンがいた。心なしか、二人の距離は不自然に離れている。それは、きっと神門がネズミ嫌いだからだ。ゴブリンの姿がずっと見えないと思ったら、どうやら、神門を呼びにいってくれたらしい。意外と機転のきくやつだ。

「神門君！　あの悪魔を、あんたの炎で焼き払って！」

　ふふふ、形勢逆転だ！　天使も恐れる、悪魔と人間のハーフの能力を見てみろ！

　青い鳥も、突然の助っ人乱入に驚いているようだった。

「へ？」

　神門は間抜けな声を出した。

「てか、なんでここら辺ってこんなにあちこち燃えてるの？　焼き芋いも？」

　鼻の辺りを指で触りながら、神門は周囲を見渡す。

「んで、悪魔？　なにそれ」

　……。

　そうか！　神門には悪魔は見えないのか。それに、よく考えたら神門の魔力だって、自分で自在に操れるものではないじゃないか。

　無理してついてきたくせに、実際は少しも役に立たないじゃん。一いち之の瀬せ先輩との誤解を招いただけかよ！

　もうダメだ。神門には期待できない。そう判断したわたしは、素早くゴブリンに視線を移す。

「ゴブリン、コードＧよ！」

　コードＧ。それは、わたしがかつて神門を学校の屋上で説得するときに用いた戦闘方法である。

　すなわち……。

「ち、ち、ちゅー！」

　わたしは怖おじ気けづいて動こうとしないゴブリンに向かって突進し、すれ違いざまにその尻尾しつぽを掴つかんだ。

　ゴブリンは必死で暴れたが、わたしはそれを無視して、空中から炎を出して地上を燃やそうとする悪魔に、しっかりと狙ねらいを定める。

「どりゃぁぁ！」

　わたしは左足を大きく上げ、尻尾を何度か振り回し、ゴブリンを青い鳥に向かって思いっきり投げ飛ばした。

「ちゅー！」

　ゴブリンは悲鳴をあげて空中を一直線に飛行し、青い鳥の顔面にぶつかった。突然、ネズミの体当たりを受けた青い鳥は、ゴブリンを顔にくっつけたまま、ぐるぐると回りながら地面に衝突した。

「はい、そうです。急いで来てください！」

　今まで戦闘に集中していて聞こえなかったが、宮みや脇わきさん声がわたしの耳に届いた。

「真ま帆ほちゃんさん、救急車がすぐに来てくれるそうです。大丈夫。助かりそうです！」

　わたしはその報告を聞きながら、墜落した青い鳥のところへと近づいた。

「そんなばかな。どうして、もっとしっかりと刺さなかったのだ……」

　呻うめくように喋しやべる悪魔の体は、先ほどまでとは打って変わって、普通の鳩はとくらいの大きさにまで縮んでいた。初めてこいつを見たときよりも、ずっと小さい。

「宮脇さんはね、お母さんを刺し殺すような子じゃないのよ」

　わたしは青い鳥の首を掴つかんで持ち上げる。周りには、僅わずかに青い炎が揺らめいているが、そこに熱さは感じない。この炎は偽物だ。

「ま、魔力が……」

「魔力が足りないの？　宮脇さんが絶望から立ち直ったからね」

「薄情者め！　過去を忘れ、愛するものを見捨てたか！」

　わたしは鳥を握った手を持ち上げ、その力を強めた。

「忘れたわけでも、見捨てたわけでもない！　過去に甘えて、幸せを見失っちゃいけないって気がついただけよ」

「人は弱いはずだ。優しい思い出があれば、そこにすがらなければ生きていけない……」

　確かに、人は弱い。だけど、それを乗り越えることだってできるんだ。

「ところで、あんたさぁ」

　わたしは青い鳥を睨にらみつける。

「女の子を泣かせたってことは、それなりの覚悟があるのよね？」

　青い鳥は、羽をばたつかせて逃げようとする。だが、わたしは少しも握力を緩めない。

「あんたを永なが音ね先生に引き渡すまで、もうちょっと時間があることだし……」

　青い鳥は動きを止める。なぜか、ゴブリンは頷うなずいていた。どうやら、ゴブリンにはこれから始まることの恐ろしさが分かっているらしい。

　遠くのほうで、救急車のサイレンが聞こえる。青い鳥の悲鳴がそれに重なった。

「えっと……真帆はコーラでよかった？」

　神門ごうどの声もその音に重なった。





「というわけで、記憶処理も完了！　弥生やよいちゃんのお母さんの傷も治しておいたし、これで全部元通りね」

　あの事件の翌日。わたしは化学準備室にいた。

「どう？　仕事早いでしょ？」

　永なが音ね先生が嬉うれしそうに言う。だけど、わたしにはそれがどれだけ早いのかよく分からなかった。

「ところで、例の黒幕悪魔ってどうなったんですか？」

　永音先生は連日、その会議で宮みや脇わきさんの事件に関与していなかったのだ。どれだけのことが分かったのか、わたしにも知る権利があると思う。

「ぶっちゃけ、何も分かんない。会議も、なんか適当に駄だ弁べって、弁当食って終わりって感じだったし」

「おい！」

　わたしは思わず突っ込みを入れる。それなら、神門ごうどじゃなくて永音先生がわたしと一緒に色々な捜査をすればよかったじゃないか。まぁ、今回の事件関連の記憶は、全部消されているはずなので、わたしが神門とデートした、という一いち之の瀬せ先輩の誤った認識は消されているはずだけどね。

「青い鳥の悪魔の方は、ちゃんと処理されてるよ。まぁ、こいつをよく調べれば、何か新しいことが分かるかもね」

　この人の言うことは、全てが疑わしい。わたしは、一いつ切さい隠すことなく、疑いの眼差しを永音先生に向ける。

「ということで、先生からのお話はこれでおしまい。早く、部活に行っていいよ。私もあとから行くわ」

　わたしの視線に気づいていないのか、永音先生はいつもの調子でそう言い放った。わたしは仕方なく化学準備室から出ると、まっすぐ体育館に向かった。永音先生に呼ばれて、化学準備室に行っていると、どうしてもわたしが体育館に最後に着くことになってしまう。

　今日も、わたしはステージに集まるのが一番遅いと思ったが、雛ひな浦うらさんだけまだいなかった。

「真ま帆ほちゃんさん！」

　ステージの上から、明るい声が聞こえる。

　それは新入部員の声だった。

　短い三つ編みに満面の笑み。白い肌に、大きな瞳ひとみ。純朴な雰囲気の少女。宮脇弥生さんだった。

「ねぇ、聞いてよ。今日ね、信号が一つ青だったの！　他ほかの六個は全部赤だったけど」

　宮脇さんは嬉しそうに言う。

「ラッキーでしょ！」

　わたしはそう言う彼女の言葉を、笑顔で聞いた。

「おう、真ま帆ほ！」

　横柄に名前を呼ばれ、わたしはむっとして神門ごうどを睨にらみつける。

「みんながさ、オレと真帆がデートしたときの話を聞こうとしないんだって」

「な、なんの話をしようとしているんですか！」

　わたしは慌てふためいた。

「のろけ話なんか聞きたくねぇっての」

　湊みなと山やま先輩笑いながら言った。

「相変わらずのラブラブっぷりですねぇ」

　三み癒ゆ先輩がわたしと神門を見比べながら微笑ほほえんだ。くそ！　何で神門の記憶は消えてないんだ！　まさか、永なが音ね先生はわたしと神門をくっつけようとして、わざとその部分の記憶を残しておいたのか？　そうだとしたら、それは職権乱用に近い行為だぞ。

「まぁ」

　一いち之の瀬せ先輩がちょっとわたしを横目で見てから言う。

「部活をサボってデートするくらいだからね」

「え！　なんでそれを覚えているんですか！」

　一之瀬先輩の記憶まで残っているとは！

「やっふー！　みんな元気ぃ」

　能天気な声を出して顧問の永音先生がやってきた。わたしはそのお気楽天使にラリアットをかますくらいの勢いで突進した。そして、耳元に自分の口を近づける。

「どうして一之瀬先輩が、わたしと神門と二人で出かけたことを覚えているんですか」

「ああ、だってそれは別に、覚えておいても悪魔に関係するような記憶じゃないでしょ？」

「そうかもしれませんけど！　だけど……」

　ダメだ、この人には、乙女心など理解されるわけもない。わたしは解説を諦あきらめた。

「遅れてすみません」

　そう言って、雛ひな浦うらさんが舞台に現れた。次の瞬間、宮みや脇わきさんが雛浦さんに飛びついた。

「お姉さま！」

　その場の空気が凍る。

「お、お姉さま？」

　さすがの雛浦さんもこの奇行には驚いたようだった。一方の宮脇さんは、へへへ、と笑っていた。

「なんだか、雛浦さんってお姉さんみたいなんですよね」

「そう……」

　雛ひな浦うらさんは小さく呟つぶやく。そして、元気になった幸薄少女の頭をなでた。

「わたしも、なんだか妹みたいだと思ってたの」

　……ちょっと、インモラルな雰囲気だ。

「こっちも、ラブラブですねぇ」

　三み癒ゆ先輩は楽しそうに言った。愉快そうに言っているが、部の風紀が乱れていっているような気がするんですけど。

「おーい、そろそろ始めるよ」

　一いち之の瀬せ先輩に呼ばれ、全員が舞台中央に集まる。

「久しぶりに全員集まったから、練習を始める前に、これを発表しておく」

　そう言って、一之瀬先輩は一冊の脚本を取り出した。

「次の芝居の台本だ」

　みんなの顔が真面目まじめになる。

「じゃあ、夏の発表に向けて練習を始めようか」

　結局、一之瀬先輩には誤解されたままだ……。今回の件で、わたしは何の得もしていない。まぁ、宮みや脇わきさんが元気になったのだから、それでよしとするか！　本当はあんまりよくないけどな。

　――みんなで筋トレをする。

　わたしには、人が幸福か不幸かなんてことは分からない。

　――みんなでマラソンをする。

　だけど、わたしは一つ確実に言えることがある。

　――休憩時間はみんなでふざけあった。

　幸せなんて、きっとどこにでもあるものなんだ。

　――校門の前で、みんなと別れる。頭の上には綺き麗れいな赤い空が広がっていた。

　わたしは、そのたくさんの幸せに囲まれて、幸福なんだと思う。



    

  
    
      


あとがき





　こんにちは。熊谷くまがいです。

　ついに、本シリーズも三作目です。二度あることは三度あるということわざは本当だったみたいです。



　今回も新しい登場人物が投入されました。不幸な牧歌的少女と、因縁の生徒会長です。これらのキャラクタを加えて、いよいよ本シリーズも核心部分に迫ってきた感じですね。ぜひとも、これからの展開も引き続き楽しんでいただきたいと思います。

　さて、今作は『幸せ』というのが、一つのキーワードになっています。現代人の心は疲れているのか、ちょっとした幸せや、癒しが求められているようです。というわけで、みなさんも今作を通じて幸せを感じていただければと思います。そして、本がたくさん売れると、自動的に著者も幸せになります。すばらしい。

　最近の著者の幸せは、本作が刊行できたこと。えれっとさんにイラストを描いて頂けたこと。皆さんの手元にこの文章が届いたこと。スポンジケーキがいい感じに膨らむようになったこと。そういったことです。優等生みたいな回答ですけど、これは全て本心です。特に、スポンジケーキはずっと上手くいかなかったことなので、感動もひとしおでした。クリスマスに向けて、ケーキを大量生産します。

　これを読んでいる皆さんが、素敵な幸せに囲まれることを切に願っております。



　今回は、作中のクイズはなしです。それでは物足りない人のために、あとがきで一問だけ。

　大きな歯車と中くらいの歯車と小さな歯車があります。大きな歯車の円周は、中くらいの歯車の円周の二倍で、小さな歯車の円周の三倍です。この三つの歯車は、小大中の順番で三つ並んでおり、綺き麗れいにかみ合っています。今、真ま帆ほが小さい歯車を分速一二八メートルの速さで回しています。そして、ゴブリンは中くらいの歯車の上に乗って、歯車が回るのとは逆向きに走っています。この時、ゴブリンが歯車から落ちないように走り続けるためには、分速何メートルで走らないといけないでしょうか。

　いつも、クイズの答えを書いていないので、今回は解答も載せておきます。答えは、ゴブリンが真帆にぐるぐる回されるシーンの右側のページ数です。



　それでは、皆さんにとって幸せな読書が訪れますように。

二〇〇六年一〇月　熊谷雅まさ人と



    

  
    
      

　著者

　熊谷雅人（くまがい・まさと）

　　第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞で佳作受賞。

　　愛知県にあるギャンブルの街に誕生。

　　初対面の子どもに「意外と若いんでしょ。29歳くらい？」といわれてから、年齢を数えるのをやめる。

　　おかげで、永遠の21歳。やったね★

　　趣味はマジック。人を騙すのが大好き。



　イラスト

　えれっと

　　群馬出身、群馬在住。２月19日生まれ。

　　家事と学業を中途半端にこなしながら絵を描かせていただいてます。

　　家事という新環境での作業にまだまだ慣れませんがうちの犬と戯れつつ頑張りまっす。
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